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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あのぅ……」

「……あ？」

　閑かん静せいな住じゆう宅たく街がい。その中でも、妙みように人通りの少ない路ろ地じ。

　俺おれを呼び止めたのは、ブレザーの制服を着た少女だった。

　一見したところ中学生ぐらいだろうか？　小こ柄がらな体つきだが、肩までのサラサラの髪かみと、ぱっちりとした瞳ひとみが相あいまって快かい活かつそうな印いん象しようを受ける。だが今は、慣なれないことをしているのだろうか、どこかおどおどとしているように見えなくもない。いや、あるいは意い図と的てきにおどおどとしているフリを装よそおっているのかもしれないが。

　赤いものが好きなのだろうか。その手に持ったカバンには赤いストラップがぶら下がり、腕うでには赤い時計をしていた。

　俺は別にこんなちんちくりんのガキには何ら興きよう味みを抱いだけないが、こういうのが趣しゆ味みだという野郎を探さがせば、あるいはそれなりに、数が集まるかもしれない。

　その少ガ女キは、まるで媚こびを売るかのような上うわ目め遣づかいで俺を見ながら言った。

「時計を引き取って頂いただけませんかぁ？」




　三時間前、俺の経けい営えいする山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しょ──。

　俺の名は山鹿善ぜん行こう。自分で言うのは少々はばかられるが、ひとたび裁さい判ばんに出れば負けを知らない名弁べん護ご士しでもある。

　不敗の弁護士。俺のことを説明するにはこの一言で充じゆう分ぶんだろう。

　事務所には接せつ客きやく用ようの低いテーブルと、それを挟はさむように置かれた二つのソファがある。

　その片かた側がわのソファに、目つきの悪い男が一人、横おう柄へいに足を組んで座すわっていた。

　私し立りつ探たん偵てい、影かげ野の英えい治じ。ロクに手入れをしていない長い髪と、流りゆう行こうという言葉とはかけ離はなれたシックな服ふく装そう、そして小さな子供なら見ただけで泣き出してもおかしくない無ぶ愛あい想そうな顔。高校時代の同級生でもある。ただし、年ねん齢れいは俺より一つ上だが。

「なんで探偵になったんだ？」

　という俺の質問に、

「上司がいないからさ」

　即そく座ざにそう答えるヤツである。人呼んで〝社会不ふ適てき応おうヘボ探偵〟。この男を説明するにはこの一言で充分だろう。

　と、影野が胸ポケットからタバコと百円ライターを出そうとしたので、俺はさりげなくテーブルに置いてあった安物の灰皿を自分の背はい後ごに隠かくした。

「……おい」

　社会不適応ヘボ探偵はタバコを口にしたところで動どう作さを止め、無愛想な面つらで俺を睨にらんだ。

「うちの法律事務所は禁きん煙えんだ」

「……じゃあなんで灰皿なんて置いてんだ」

「表向きは接客商売だからな」

　影野は一度ため息を吐ついてから、

「タバコぐらいお前も吸すっとけよ。将しよう来らいタバコ会社を訴うつたえるネタになるかもしれんぞ」

「遠えん慮りよしておく。体に悪い」

「タバコがないなら酒ぐらい出せよ。どうせこんなオンボロ法律事務所に来る客なんていないんだから」

「お前に飲ませる酒はない。大体、体に悪い」

「……なら今度から美人の秘ひ書しよでも置いておけ。むさ苦し過すぎるぜ、男一人で経営する法律事務所なんざ」

「俺はそこまで飢うえちゃいない」

　影野は再度ため息を吐いてから、乱みだれた頭髪をぼりぼりと搔かいた。

「タバコもやらん、酒もやらんで女もやらない。お前は一体何が楽しみで生きてやがるんだ？」

「決まってるだろ」

　躊ちゆう躇ちよ無なく答える。

「ウソをつくことだ」

「……さすが弁べん護ご士しだ。もうどこまでウソか分からん」

「ヒマだったから」という下らない理由で人の事務所に押しかけておきながら、無ぶ礼れい千せん万ばんな言葉を吐はく奴やつである。

　玄げん関かんのドアがコンコンと叩たたかれたのはその時だった。俺が返事する間もなく勝かつ手てにドアが開かれ、入って来たのは背広を着たいかにも気き難むずかしそうな顔をした男だった。年ねん齢れいは四十代前後、いわゆるオッサンである。

「……げっ」

　その男を見るなり俺は無む意い識しきのうちに悪あく態たいをついていた。が、その訪ほう問もん者しやはその程てい度どで気を悪くするようなことはなかった。

　竹たけ田だ博ひろ人と。俺が属ぞくしている、地元弁護士会の副会長である。以前関かかわったある事件がきっかけで、影野とも多少面めん識しきがある。真ん中から左右に分けられた髪と妙に広い額ひたい。メガネをかけているが、そのメガネが〝私はマジメ人間です〟と主しゆ張ちようしている。背は俺達ほどではないがそこそこ高く、中年でありながらビール腹ばらその他とも縁えんがない。

「こんな昼間から若い男が二人、狭せまい部屋でこそこそ密みつ会かいか？　まったく、この国の将しよう来らいが思いやられるな」

「あんたら年寄り達の教育がいいからな」

「同感だな」

　俺の言葉に影野が相あい槌づちを打つ。

　……どうでもいいが、よりにもよってこんな男と密会してたと思われるのは心外である。

「口の減へらないヤツラだ。出来るものなら、お前らみたいなヤツラはもう一度小学校から教育し直したいぐらいだが、それをやると他の純じゆん粋すいな小学生に悪あく影えい響きようを及およぼしかねんからな。まあいい、それより山鹿不ふ良りよう弁護士、貴き様さまに仕事を持ってきた。今すぐかかってもらおう」

「ヤだ」

「……駄だ々だっ子か、貴様は」

「どうせ面おも白しろくもない民みん事じの仕事だろ？　俺は刑けい事じ裁さい判ばんにしか興きよう味みがないんでね。あんたはあんた、俺は俺でお互たがい別の道を行こうぜ」

　自じ慢まんではないが、俺は二十三歳という若さにして弁護士という職しよく業ぎように就ついている上、これまで幾いく度ども刑事裁判において逆ぎやく転てん無む罪ざいを勝ち取った実じつ績せきがある。

　逆転無罪。響ひびきの良いこの言葉を幾度も耳にできる弁護士は、日本中探してもそうはいないだろう。

「だからといって、離り婚こんから遺い産さん相そう続ぞくまで、自分の所に来た相談を全すべてこっちに回すのはやめろ！　少しは好き嫌きらいせずに働け！」

　年の割わりに声を大きくしすぎたのだろう、竹田は肩で息をしているほどだった。

「とにかく、このぐらいの仕事は受けてもらう！　解かい決けつできなければ今度こそ弁護士会から除じよ名めい処しよ分ぶんだ、覚えておけ！」

「おいおい、おっさん。そりゃ多少俺も仕事の選より好ごのみはしてるかもしれないけどな、それだけで除名するのは基き本ほん的てき人じん権けんの侵しん害がいだぜ。大体、刑事裁判じゃしっかり弁護士の責せき務むを果たしてるんだしさ」

「弁護士法第一章、第一条の二！」

　竹田は声を荒らげて言った。

「〝弁護士は誠せい実じつにその職しよく務むを行い、社会秩ちつ序じよの維い持じ及および法律制度の改かい善ぜんに努力しなければならない〟！　貴様はこの条じよう項こうに明らかに違い反はんし過すぎている！」

「違いない」

　影野が躊ちゆう躇ちよ無なく頷うなずく。

「う……」

　確たしかにそれを持ち出されると大声で無罪は主しゆ張ちようできない俺であった。

　仕し方かたがない。民事の相談を片かた端はしから適てき当とうな言い訳をつけて他へ回しているのは確かなのだ。どうやらそのツケが回ってきたらしい……。

「……どういう仕事だ？」

　除名処分にされてはたまらない。俺は負けを認みとめたつもりでそう言った。

「とある路ろ上じようで、道行く人々に片っ端から偽にせモノの高級腕うで時ど計けいを売りつけようとしているやつがいる」

「どんなやつだ？」

「女の子だ。制服を着ていたからな、多分中学生ぐらいだろうよ。名前は知らん」

　……世も末である。

「話を聞いて、私も一度会ってみた。これは冗じよう談だん抜ぬきの話だが、本当にすぐに取引を持ちかけられてな。はっきりいって、百人の人間を相手にしても、まず一つも売れないだろう。それぐらい見え透すいた芝しば居いで、見え透いた偽物を売ろうとしていた」

　そこで一度切ると、少し間を空けてから付け加えた。

「一いち応おう、本人は本気で売るつもりらしかったがな」

「……で、俺にどうしろと？」

　イマイチ話が見えてこない。俺の質問に、竹田はあきれたように肩をすくめた。

「地元でも物笑いの種たねとして、幾いく分ぶん話題になってるらしい。被ひ害がい届とどけが出されたわけでもないから、警けい察さつも動いていない。だが、周しゆう囲いがどう見ようと路上で無む許きよ可かで、おまけに偽の高級時計を売ろうとしていることには違い無い。

　この事を耳にいれた会長直じき々じきの仰おおせだ。何らかの事件に巻き込まれる前に、貴様がなんとかしてやれとな」

「…………」

　俺はお人好しの会長が「ほっほっほ」と奇き妙みような声で笑いながら竹田に指示を出している図を思い浮うかべ、思わずうんざりしてしまった。

「……なんで俺が？」

「この仕事にうってつけの暇ひまな弁護士はお前しかいないと私が助じよ言げんしておいたからな」

「違いない」

　俺が抗こう議ぎする前に、影野が余よ計けいな一言を付け加える。

　……表立って否ひ定ていできないのが悲しいところである。何せ、俺が好む殺人事件なんて滅めつ多たに起こるものではないのだから。残念なことに。

「その女の子が商売している場所はこのメモに書いてある。さあ、さっさと行ってなんとかしてくるんだ。失敗すれば除名処分だぞ！」

　竹田はポケットから出したメモ用紙をテーブルに叩たたきつけると、用は済すんだとばかりに事務所を出て行った──。

　俺は仕方なくメモ用紙を手に取って立ち上がった。

「ふう。仕方ねえな、行くぞ影野」

「……なんで俺まで？」

　その抗議の声は無む視ししてやることにする。俺が汗あせ水みず垂たらして働いている中、コイツだけ事務所でぼけーっとしてるのを許ゆるしてやるほど俺はお人好しではないのだ。




　そして、三時間後──。

「時計を引き取って頂けませんかぁ？」

　俺の前に一人の少女がいるのは、そんな経けい緯いからだった。

　少女の手にはプラスチックのケースに入った腕時計。

　重じゆう厚こうな形けい状じよう、銀色に輝かがやくベルト。一見したところは確たしかに豪ごう華かそうな腕時計だった。

「ほう……？」

　別に腕時計が必要なわけではない。俺はすでにロレックスの名を持つ腕時計をしていたからだ。しかしぱっと見、竹田のおっさんに聞いたほどひどい時計にも見えなかった。

　俺はもっとよく見ようとケースに収おさめられた時計に顔を近づけた。

「…………」

　だが、少女は俺が顔を近づけた分だけ、静かな動作で時計を遠ざけた。

「…………？」

　軽く身を前に乗り出す。

　すると少女は半歩後ろに下がる。

　俺が体を引くと、少女はそれに合わせて半歩前に出た。

「……おい」

「えっ!?　な、なんですか？」

　微び妙みように声が裏うら返がえっている。

「なんでよく見ようとすると遠ざけるんだ？」

「え、それはその、取られて持ち逃げとかされたら嫌いやだから……」

「…………」

　なるほど。竹田のおっさんに聞いた通りだ。

　普ふ通つうの人間なら、この時点で怪あやしんで自分の目的地へ急ぐことだろう。

「……まあいい、引き取り手を探さがしてるんだろ？　俺が引き取ってやるよ、タダなんだろ？」

　俺は時計を取ろうと手を出したが、少女はまた俺が手を近づけた分だけ時計を遠ざけた。

「え、えっとぉ……、その、さすがにタダで……ってのは……。

　やっぱり、少しはその、元手がかかってるわけだし……」

「…………」

　俺はポケットに手を突っ込み、適てき当とうに握にぎったものを少女の手に押し付ける。

　少女は怪け訝げんそうな顔をしながら手のひらを開け、

「ひゃ、ひゃくはちじゅうえん!?　ちょ、ちょっと、その、これはあんまり……」

「それだけあればバス代か電車代にはなるだろ」

　少女は営えい業ぎようスマイルを作っていたが、時とき折おりその頰ほおが引きつるのを俺は見逃さなかった。

「い、いえ、その、できればもうちょっと出して頂けると……」

「……いくらならいいんだ？」

「一万円ぐらい出して頂けるとちょびっと嬉うれしいかなー、なんて……。

　あ、でも、できればもうちょっと出して頂けるともっと嬉しいなー、なんて……」

　あからさまに怪しい言げん動どう、怪しい品物。

　そもそも、制服を着たどうみても中学生のガキから、一万も出して時計を買う奴やつがいるとも思えない。……まあ、だからこそ人じん畜ちく無む害がいな人物として、今まで放置されてきたのだろうが。

「ほ、ほら、じゃあこれ見てよ！」

　俺の興きよう味みが薄うすれているとでも思ったのか、少女は時計のケースを裏返す。するとそこには一枚のカードが挟はさまっており、英語の文章がずらずらと書き連ねられていた。表題にはこうある。

〝ＲＯＬＥＸ〟。

　その下の説明文の意味もなんとなく理り解かいはできた。この時計はスイスで作られたＲＯＬＥＸであることを保ほ証しようする、うんぬん。それにどこか豪ごう華かそうなハンコが押されている。

　俺の持っているロレックスにも同じような保証書が付いていたのを思い出す。なるほど、確たしかに言動は怪しいことこの上ないが、案外本物の高級時計を本当に安く売ろうとしているだけなのかもしれない。

「ね、本物のロレックスでしょう？　これが一万円ならお買い得どくじゃない！」

「……買い手じゃなくて、引き取り手を探さがしてるんじゃなかったのか」

「う、そ、その、人は過か去こに縛しばられて生きるんじゃなくて、明日へ向かって常つねに革かく新しん的てきに前進すべきだとあたしは思うのよね！　というわけで一万五千円でどぉ？」

「なんで値上がりしてんだよ」

「か、革新的な前進を今果たしたのよ！」

「…………」

「わ、分かったわよっ、じゃあ一万二千円に負けてあげる」

　俺に買う気がないとでも思ったのだろう、少女は慌あわてて言った。

「お前、俺の言ってることを理り解かいしてるか？」

「じゃあ一万円」

「大体、お前みたいな中学生が、なんでロレックスなんて売ってんだよ」

「は、八千円でどう!?」

「……人の話聞いてないだろ」

「分かったわよ！　六千円まで下げればいいんでしょ!?」

「……絶ぜつ対たい、聞いてないな」















「五千円！　もうこれ以上は負けられないわっ！」

　俺は盛せい大だいなため息を吐ついた。このガキに、理り屈くつは通つう用ようしないらしい。

　とはいえ、影野と暇ひまつぶしに考えた計画を実行するためには、この時計を買ってやらねばならない。俺は背広の内ポケットからサイフを取り出した。

「……分かった、買ってやる」

「やったぁ！　そうこなくっちゃ！」

　少女はとびきりの営業スマイルを俺に向け、ケースを俺に手渡そうとした。

　……その時俺は見てしまった。少女がさりげなく例の〝ＲＯＬＥＸ〟品ひん質しつ保証書をケースから抜ぬき取ったのを。

　さらに、そのプラスチックのカードの隅すみが、まるで何度もケースから出し入れしていたかのように、傷だらけだったことを。




　五分後。

　新に渡と戸べ稲いな造ぞうの肖しよう像ぞう画がを握り締しめ、スキップしながら去っていく少女を、時計の入ったケースを片手に持って見送ってから、俺は携けい帯たいを取り出し、影野に連絡を取った。

『もういいのか？』

「ああ。お前の得とく意いなストーキングの出番だ、しっかりつけてこい。心配するな、ストーカー禁きん止し条じよう例れいで捕まったら弁護してやる。弁護料は時給三千円、保ほ釈しやく金きんは自分で払えよ」

『……せめて尾び行こうと言え』




　日が落ちる前に、影野は俺の事務所に戻ってきた。

　俺の法律事務所は、町の中央部から幾いく分ぶん外れた商しよう業ぎよう地ちにある。少々古めの四階建だてのビル。その二階の片かた隅すみが、俺の法律事務所兼けん我わが家である。

　十二畳じようほどの部屋が二つあり、一つは仕事場兼接客用の事務所で、仕事用のデスクやソファ、本ほん棚だななどを置いている。

　もう一部屋は完全に俺の私室となっている。別に自宅としてアパートがあるのだが、なにしろ帰るのがめんどくさいので、ベッドやクローゼットを置いてここで寝ね泊とまりしているのだ。ガスと水道は使えるので、生活するのに支し障しようはない。

「これがその時計ってわけか」

　影野が例の時計を手に言うと、窓まどから差し込む夕日にかざす。

　銀色に光る見事な光こう沢たく。

　ただし、爪つめでこすると落ちた。

　手にするだけで伝わってくる、ずっしりとした重量感。

　それもそのはず、中を開けると鉛が入っていた。

　特に驚おどろかされたのがベルトの作り──なぜか、一度はめると二度と外せないのだ。

　そもそも、時計自体動かなかった。電でん池ちを入れ換かえようとしたが、そもそも入れる場所すらなかった。

　ＵＦＯキャッチャーなんかで時々見かける、見た目だけは派は手でな、飾かざりとしてのみ使える腕時計──。

　早い話が、俺は百円の価か値ちすらあるか分からない時計を、五千円も出して買ってやったというわけである。

「それであのガキの住所は分かったのか？」

　俺が尋たずねると、影野は無ぶ愛あい想そうな面つらのまま頷うなずいた。

「ああ。名前は皐さ月つき伊い予よ。住所は高級でも低級でもない住宅地の一いつ戸こ建だてだ。ただし、お前が会ったあの場所からは電車を乗り継つがなきゃならない距きよ離りだったがな。どうやら、地元や家族には内ない緒しよで商売しているらしい。

　父親は至し極ごく真まっ当とうなサラリーマン、母親は同じく真っ当なパート主婦。あとは弟がいる。近所の評ひよう判ばんにもおかしいところはない。だが、あの女の子だけ、最近妙な風ふう習しゆうだか思し想そうだかに取り付かれたとか言うウワサを聞いたな」

「ふ、風習？　思想？」

　どんな女子中学生だよ……。

「まあいい。影野、明日の手はずは分かってるな？」

「ああ。口くち八はつ丁ちよう手八丁でだましてここに連つれてくりゃいいんだろ？」

　影野の言葉には多少語ご弊へいがあった気がしないでもないが、いちいち指し摘てきするのも億おつ劫くうなので放っておくことにした。




　次の日。午後三時過ぎ。今日も天気はよく、春の日差しがさんさんとそこら中の地面に降ふり注そそがれている。事務所の窓から正面の通りを見下ろしていると、いつものようにどこか不ふ機き嫌げんそうな影野、そして影野に伴ともなわれたあの少女、皐月伊予の姿すがたがあった。

　皐月は、影野のような図ずう体たいがでかくて目つきの悪い大人と一いつ緒しよにスラムもどきのこんなビルへ向かっているというのに、気き後おくれした様子は微み塵じんもなかった。あんな商売をしていることといい、あの少女にはある種の驚きよう嘆たんの念ねんを抱いだかざるを得ない。

　間もなく皐月は影野に伴われる形で事務所に足を踏ふみ入れ──俺と目を合わすなり顔をしかめた。

「げっ」

　……〝げっ〟てなんだよ……。

　と、すぐに影野の方を振り返り、

「あんただましたのね!?　何が〝時計を買いたがっているアホがお前を探してる〟よ！」

「すまん、間ま違ちがった。〝すでに時計を買ったアホがお前を探してた〟に訂てい正せいする」

「…………」

　俺は影野の言葉を意い図と的てきに無む視しして、皐月という妙な苗みよう字じを持つ少女に視し線せんを向けた。

　皐月は猿さるのごとくキーキーと喚わめいていたが、影野はその腕をひっつかんでムリヤリ玄関から引ひっ張ぱってくると、俺の前のソファに座すわらせた。影野自身はその傍かたわらに立っているつもりのようだった。

「皐月伊予だな？　家族構成は四人、うち弟が一人。そうだろ？」

　皐月は微妙に頰ほおを引きつらせたが、すぐに短いスカートであるにも拘かかわらず、平へい然ぜんと足と腕を組み、精せい一いつ杯ぱい強がって見せる。

「へ、へ～。全部お見通しってわけね。そうよ、あたしは皐月。皐月伊予よ！　かっこいい名前でしょう？」

「さあな」

　……確かに、山鹿善行よりはマシな名前だとは思う。善行などという大おお仰ぎような名前をつけたクソ親おや父じといい、山鹿という苗字を考えついた先せん祖ぞといい、我が家系の名前のセンスについてだけは、心の底から異い議ぎを申し立てたいのが本ほん音ねだった。

「馬うま鹿しか善行じゃなくてよかったじゃないか」

　昔から事あるごとにそう笑いやがるのは、どこぞのヘボ探偵である……。

「それで何の用よ!?　あんた弁護士なんでしょ？　もう、資し本ほん主しゆ義ぎに汚お染せんされた弁護士だけは関わりあいになりたくなかったのに！」

　もう逃げられないとは悟さとっているらしく、開き直ったかのように堂どう々どうとした口く調ちようだった。……幾いく分ぶん、中学生には不ふ釣つり合あいな文句を交えながら。

　最近の中学生ってのは、資本主義を引き合いに出して人を非ひ難なんするのが流は行やっているのだろうか？

　俺は銀メッキのはがれかけた動かない時計を突つきつけた。

「何の用だって？　自分の胸に聞いてみろ、心当たりがあるだろう？　こんな偽にせ物ものの時計売りつけやがって」

「う」

　それで俺が何のために呼びつけたかは理解したらしい。うらめしそうな視線を俺と時計に向ける。

「とにかく、返金してもらおうか」

「ふん、あんたなんかに返すお金なんてないわよ！　あたしはあれだけじっくり商品を見せてあげたし、これが幾らぐらいの価か値ちがあるかだって一言も言ってないんだから！　そっちが勝手に五千円も出して買って行っただけよ、あたしは悪いことなんかしてないわ！」

　弁護士相手にサギの路上販はん売ばいを持ちかける無む謀ぼうさを知らないらしい。

「いいか、お前はこれが時計だと言った。それは間違いないな？　だが、この時計は見ての通り動きやしない。

　確たしかにお前は時計の価値には言げん及きゆうしなかった。だが、時計を売ると言っておきながら、これが時計としての機き能のうを持ってないことは知っていただろ？

　時を計ることのできない時計というのは、世せ間けん一いつ般ぱん的てきに何て呼ばれているか知っているか？」

「…………」

「〝ゴミ〟だよ」

「う……」

　先ほどまでとんがった視線を俺に突つき刺さしまくっていた皐月は、急に俺から目を逸そらした。

「つまり、お前は時計と偽いつわってゴミを売ったわけだ、五千円も取ってな。そういう行こう為いを世間一般じゃあなんて言うか知ってるか？」

「な、何よ……！」

「難むずかしく言えば債さい務む不ふ履り行こう、簡かん単たんに言えばサギ行為だ」

「う……」

「それだけじゃない。お前はロレックスの保ほ証しよう書しよを示しながら俺に時計を売りつけた。ということは、俺にしてみればこの時計はロレックスだと思ったからこそ五千円を払はらったってわけだ。そもそもロレックスってのはこういう時計のことを言うんだよ」

　俺はつけていた腕時計を机つくえに放り出した。皐月はそれを手に取るなり、微妙に顔をひきつらせながら、

「……へ、へぇ～。確かにちょっと質しつはいいかもね。あたしのあげた時計といい勝負かも」

『どこがだ』

　俺と影野の声が見み事ごとに唱しよう和わした。

「ま、まあ多少質はいいかもしれないけどね。ねえ、ところでそろそろお腹なかすかない？」

「露ろ骨こつに話を逸らすな！　時計を懐ふところにしまうな！　知らんフリするんじゃねえ！」

　そこまで俺が言うと、皐月は舌した打うちを一つしてから、

「……心の狭い男ねぇ。分かったわよ、返せばいいんでしょっ、返せば！」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、一度ポケットに入れた時計をテーブルに戻す。

「いいか、弁護士らしく言ってやる。民法第四一五条に債務不履行があればその損そん害がい賠ばい償しようの責任を負うって条じよう項こうがある。お前には二つの道しかない。あの保証書に記された正せい常じように動くロレックスを直ただちに俺に渡すか、詫わびの言葉と一いつ緒しよに五千円を返すかだ。さもないと、詐さ欺ぎ罪ざいで警察に告こく訴そして損害賠償請せい求きゆうだぜ？」

　皐月は俺の言葉に一いつ瞬しゆん息を吞のんだようだったが、すぐに強気の姿し勢せいを取り戻す。

「い、いいわよ、やれるものならやってみなさいよ！」

「ＯＫ」

　躊ちゆう躇ちよすることなく携けい帯たい電話を取り出すと、皐月に見えるよう１１０と押していく。

「あわー！　待って待って、ストップ、ストップー！」

　この程度の芝居に引っかかる。所しよ詮せん、ガキはガキである。

　俺はわざと不ふ機き嫌げんをよそおって言った。

「……なんだよ」

「じょ、冗談よ冗談。分かったわよ、返します、返せばいいんでしょ！」

　皐月はカバンからサイフを出し、手早く五千円札を取り出すと、机に置く。

「これでいいんでしょっ!?　満足したっ!?　用が済んだんなら、あたしはもう帰るからねっ！」

「いーや、まだだな」

　俺がドスのきいた声で言うと、皐月は顔を引きつらせた。

「……こ、今度は何よ」

「お前の住所を探すために探偵に依い頼らいした依頼料、それに俺の仕事の時間をぶんどった手て間ま賃ちん、それを請求する権けん利りが俺にはあるんでね。まあ、三万ぐらいで許してやるよ」

「そ、そんなの払えるわけないじゃない！」

　予よ想そう通りの反応。

　俺は竹田のおっさんから引き受けた仕事を完かん遂すいさせるため、さっきからずっと黙だまっていた影野に目で合あい図ずした。影野はニヤリと笑ってから感情のこもらない声で言った。

「じゃあ体で払はらってもらうか」

　途と端たんに皐月が驚きよう愕がくの視線を影野に向ける。

　すかさず俺も相あい槌づちを打つ。

「ああ、こんなガキだが女は女だ。使い物にはなるだろ」

「え、ええっ!?」

　俺達の視線によからぬものでも勝手に感じ取ったのだろう、皐月が慌あわてて短いスカートの裾すそを延のばそうと悪あく戦せん苦く闘とうする。

　俺は皐月を威い圧あつするようにゆっくりと立ち上がった。

　俺も影野も身長は百八十センチを超こえている。百五十前後にしか見えないこの少女には、さぞかし威圧的に見えるだろう。

「ちょ、ちょっと！　何する気？　やめなさいよ、大声出すわよ、警察に訴うつたえるわよ、児じ童どう相談所に駆かけ込むわよっ……！」

「安心してくれ、ここは一応オフィスビルだ。防ぼう音おんはしっかりしてるし、お前みたいな詐欺犯に警察が耳を貸かすわけがないしな」

「ひっ……」

　ただならぬ雰ふん囲い気きを勝手に感じ取ったらしい皐月はけったいな悲ひ鳴めいを上げ、慌ててソファから立ち上がろうとした。だがその試みは、ソファの後ろに回った影野にがっしりと肩を押さえつけられたため、頓とん挫ざした。

「ま、身から出たサビだと思うんだな」

　そう言いながら、俺は皐月の前に回り込む。これからやろうとする行こう為いに、自じ嘲ちよう的てきな苦笑を浮かべながら。

「い、イヤイヤイヤ！　ちょ、やめてよ！」

　皐月は必ひつ死しに体をばたつかせ、抵てい抗こうする。

　だが、影野から逃げることはできない。

「誰だれか、助けて、誰かあー！」

「おいおい、人をサギにかけようとしたんだ、最初からこれぐらいの目に遭あうことは覚かく悟ごしてたんだろう？」

　俺が皐月の小さな顎あごに手をかけてそう言うと、やがてその目め尻じりに涙なみだが浮うかび始める。

「お願い、やめて……。やめてよぉ……」

「大人しくしろよ。人間、諦あきらめが肝かん心じんだろ？」

　今度は影野が皐月の耳に口を寄せて言った。恐おそろしいほど無む機き質しつな口く調ちようで。この男、絶対探偵なんかより、サラ金の取り立てでもやってる方が向いてるに違ちがいない。

　効こう果かはあったらしく、皐月はさらに声を大きくして、やだやだと叫さけびだした。

　オフィス用のビルだけあって、防音はしっかりしている。しかし、万が一こんな悲鳴を誰かに聞かれるようなことがあっては、それこそ弁護士免めん許きよ剝はく奪だつである。

「影野、もうこの辺でいいぞ」

「ああ、そ」

　影野はあっさりと皐月の肩を離はなし、俺も皐月から離れて元のソファに戻る。

「…………？」

　皐月はうっすらと涙を浮かべたまま、怪け訝げんそうな表情で自分で勝手に暴れて乱みだれさせた服ふく装そうを直している。

「少しは懲こりたか？」

「っ！　だ、だましたのね!?」

「女とは言え、ガキに欲よく情じようするほど飢うえちゃいない」

「……!!」

　皐月は手で目をこすると、見る見るうちに顔を紅こう潮ちようさせ、

「最っっっっっ低！　女の敵てき！　アクマよアクマ！　あんた達なんか資本主義の警察の下で一生不ふ憫びんに暮らしてりゃいいのよ！　あたしに変なことしようとしたって訴うつたえてやる！」

　……イマイチ分かりにくい表現のある脅きよう迫はくだった。

「勝手にしろよ。その代わり、お前が民法第四一五条に違い反はんしたことも忘れるなよ。警察に訴えるなり好きにすればいいが、その時はお前が詐欺行為をしたこともバレるだけだからな」

「う……」

　弁護士に〝訴えてやる〟と言うことの無益さが分からないのは悲ひ劇げきである。

「それに一つ聞いておくが、お前、路上で物を販売するにあたって、許可の一つでも取ったか？」

「…………」

　皐月は何のことか分からないと言わんばかりに、きょとんと黙だまりこむ。

「だろうな。俺達みたいな親切なやつらが相手でよかったな。あのまま続けてりゃいつかヤクザ屋さんがやってきて、ショバ代払えって脅迫されるのがオチだぜ」

「しょ、しょばだい？」

「ヤクザに払う縄なわ張ばりの使用料だと思え。どこかで聞いたことあるだろ、ヤクザが因いん縁ねんつけて金をせびろうとする口こう実じつさ。

　で、当とう然ぜんそんなものが払えないお前は、もれなくヤクザにとっ捕まえられるわけだ。あいつらは俺達ほどやさしくないことは確かだからな。口に出来ないようなことをさせられた挙あげ句く、未み成せい年ねん専せん用ようの風ふう俗ぞくに売られてシャバとはさようなら、ってのがオチだな」

「…………」

　もっとも、最近はその手の取り締しまりが増えているらしいので、まずそんなことにはならないだろうなあ、というのはこの場では秘ひ密みつである。

　この程度のウソでも皐月には充じゆう分ぶんな効果があったらしく、多少神妙な顔つきになっていた。

「自分がどれだけ危険なことをやっていたかは分かっただろう？　これに懲こりたら、二度とわけの分からん時計を売りつけようなんて思わないことだな」

「……わ、分かったわよ」

　吐はき捨すてるように言った。

　ようやく、今回の仕事が終わったようだった。影野に向かって肩をすくめてみせると、影野は俺にあくびを返した。

「大体、そんなに金集めてどうするつもりだ？　ブランド品でも買い漁あさろうってのか？」

　影野が皐月に尋たずねる。

　すると皐月は急にムキになって叫んだ。

「そんな無む駄だなものを買ってどうするっていうのよ！　あたしをそんな一いつ般ぱんの女と一いつ緒しよにしないで欲しいわっ！」

「じゃあどうするつもりだったんだ？」

　再度影野が尋ねる。

「あたしの資し金きん集めの目的は一つ──」

　次に皐月が口にした言葉は、俺や影野の想そう像ぞうをはるかに超こえていた。

「共きよう産さん主義への革かく命めいよ！」

「…………」

「…………」

「あたしは中学に入ってから、レーニンと毛もう沢たく東とうを読んだわ！

　ああ、共産主義っ！　それがどれだけすばらしい思想なのか分かる!?　人類は全すべての財ざい産さんを共有化すべきなの、それでこそ世界中の経けい済ざい格かく差さは消え、貧ひん困こんもなくなる。地球の未来を考えない極きよく端たんな開発による自然破は壊かいもちょちょいのちょいで解かい決けつよ！

　ああ、毛沢東様！　あたしが生を受けたこの時代に、なぜあなたは天に逝いってしまっているの!?　あなたの理り想そうのためだったら、あたしはこの身の全てを投げうってみせるのにっ！」

　そう熱ねつ弁べんを振るう皐月の背後に、俺は鎌かまと麦の刺し繡しゆうが施ほどこされた赤い旗はたがひるがえっているように見えた。いや、五つの星が描かれた赤あか旗はただろうか。

「……本気か？」

　俺の声は絞しぼり出すようになっていたに違いない。

「当とう然ぜんじゃない！　いいこと、今世界は間ま違ちがった方向に進んでるの！　毛沢東様の理想は資本主義のアクマどもによって曲きよつ解かいされ、世界は毛け唐とうどもの手によって間違った方向に進んでいるわっ！　これを解決するには共産主義への転てん換かんしか残されていないのよ！」















　俺は熱ねつ烈れつな信者を得ることができた毛沢東に心から同情することにした。

「分かってる、分かってるわ。あんた達が金・金・金の資本主義の信しん奉ぽう者しやどもに変な共産主義を教え込まれたことをね！」

「…………」

　自じ慢まんのつもりだが、俺の得とく意い分ぶん野やは刑事裁判だ。それも殺人罪のようなタチの悪い裁判を得とく意いとしている。これまでに、幾いく度ども国家権力によって罪つみを着せられた冤えん罪ざい者達の無実を法廷の場で証明し、〝被ひ疑ぎ者しやはすべて悪人〟とタカをくくった検けん察さつどもの鼻はなっ面つらをへし折ってきた。

　しかし、俺は今圧倒されていた。この十歳近くも年下の女に。

「あっと！　もうこんな時間だわ！」

　急に皐月は腕時計に目を落とした。いかにも女の子が好みそうな普ふ通つうの時計に見えるが、その色が赤いというだけで妙みような印いん象しようを受けてしまうようになったのはなぜだろうか。

「できれば今すぐにでも共産主義のなんたるかを教えてあげたいところだけど、あたし、家と学校じゃ品ひん行こう方ほう正せいな明るい美少女で通ってるのよ。ってなわけで、今日はもう帰るわ。あたしの貴き重ちような講こう義ぎはまた今度ねっ！　それじゃあね～」

　そう言うと、右手を振りながら身を翻ひるがえし、さっさと俺の事務所を出て行く。あまりの出で来き事ごとに、俺も影野も何の声もかけられなかった。




　……三十秒ほど経たってから、影野が言った。

「なあ、山鹿」

「……何も言うな、今は」

「…………」

　俺はため息を吐いてかぶりを振ふった。

「ったく、最近の学校じゃどういう教育してやがるんだか……」

　毒どくづきながらテーブルに放り出されたままのロレックスを腕にはめようとして──あることに気付いた。

「……あ」

　思わず口が塞ふさがらなくなってしまう。

「今度はなんだ、山鹿。呆ほうけたようなツラしやがって」

「時計、すりかえられてる」

　これが、皐月伊予というクソガキとのロクでもない出会いだった。運の尽つきともいう。





（壊れた時計でもうける方法？　完）
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　それは、あたしが学校帰りに何なに気げなく寄ったアンティークショップでの出で来き事ごとだった。

　なぜあたしのような輝かがやく美少女が、こんな古ふる臭くさい雰ふん囲い気きの漂ただよう場ば違ちがいな所にいるのか。別にガラクタに埋うもれたお宝を見つけて安値で買い上げて転てん売ばいして大おお儲もうけしてやろうとか、そういった不ふ純じゆんな動どう機きはこれっぽっちも抱いだいていないので念ねんのため。

　ただ、こんなしょぼい店でも、ひょっとするととてつもなく価か値ちのある骨こつ董とう品ひんが転がってたりするかもしれない。もしそんな骨董品が、人目につくことなく転がっているとすれば、それは人類にとっての損そん失しつなのだ。

　あたしがこの場所にいる理由は、そういった物を見つけて本来あるべき場所に戻もどしてあげたいからなのである。美しい思想が正しい人々にいつまでも愛されるように、価値のある美術品もまた価値の分かる人々に愛めでられるべきなのだ。

　そりゃあまあ、ちょびっとぐらい手数料はもらうけど、それは別に自分のために使うわけではない。世界を向こう千年間平和にするための理想実現に備そなえて貯金するためである。

　……いや、ほんとーにちょびっとだってば。

　店内には古そうな絵かい画がや像、置物なんかが雑然と並べられている。店というより物置をちょっと整せい理りした倉そう庫こと言った方がいいような気さえする。一見すると本当にしょぼい店だが、こーゆーところにこそ掘ほり出だし物ものが転がっているに違いないのだ。

　だけど、残ざん念ねんながらあたしの目に適かなうような物はなかなか見つからない。

「お嬢じようちゃん、何か探さがし物かい？」

　あたしみたいな制服姿の美少女が珍めずらしいのだろう、突とつ然ぜん店主らしいおじいさんが話しかけてきた。

「ちょっとね。お宝鑑かん定てい団だんに出せそーな骨董品でもないかと探してるんだけど。ねえねえ、売値は安いけどマニアには高く売れそーな物とかない？」

「おやまあ、正直なお嬢ちゃんじゃな」

　おじいさんは笑ったけど、「じゃあこれなんかどうだい？」と、あたしのような中学生でも買えそうな小物なんかをいくつか出してくれた。

　それはどれも〝可愛かわいい〟とか〝綺き麗れい〟などと形容することはできたけど、普ふ通つうの女子中学生ならともかく、あたしの崇すう高こうな目的と合がつ致ちしそうなものはなかった。とはいえ、向こうも親切で説明をしてくれてるわけで、そうそう邪じや険けんにするわけにもいかない。あたしは適てき当とうに相あい槌づちを打ちつつ、店内を物ぶつ色しよくしていた。

　ふと、店の隅すみに飾かざられているある物に目が止まった。

　チェスの駒こまだ。

　いかにも骨董品です、と言わんばかりの古臭い駒。でも、白いのと黒いの、合わせて三十二個の駒全すべてにとても丁てい寧ねいな細さい工くがなされており、ちりばめられた宝石と相あいまって、古臭そうな中にもどこか上品そうな雰ふん囲い気きが感じられる。

　あたしはその中の一つ、クイーンらしき駒を手に取った。薄暗い店内の明かりを反はん射しやしてキランと光る。シックスセンスにぴーんと来た。これよ、これだわっ！

　あたしは内心の動どう揺ようを抑おさえつつ、おじいさんに尋たずねた。

「ねねね、おじーさん、これは？」

「ん？　それかい？　見ての通り、チェスの駒だよ。昔、オスマン・トルコという国の王様が作らせたっていういわくつきの駒なんじゃ。真しん偽ぎのほどは分からんがのう」

「へー。ねえねえ、これいくらなの？」

「そうじゃのう。五万円ってとこじゃろうかな？」

「ご、五万円!?　こんなキレイな宝石がちりばめられてるのに!?」

「ああ、言っとくがその宝石は模も造ぞう品ひんじゃよ。単なる色ガラスじゃ」

　それを聞いてあたしはなーんだ、と落らく胆たんした。

「でもまあ、駒自体は象ぞう牙げで出来ておるし、見ての通り彫ほりも細かい。古い物であることにゃ間ま違ちがいないし、マニアになら五万円ぐらいで売れるじゃろうよ。でも、お嬢ちゃんにはちょっと高いかのう？」

　おじいさんは笑った。まあそうだろう、一いつ介かいの女子中学生がこんなものに五万円も払はらえるわけがない。

　しかし。あたしはそんじょそこらの中学生ではないのだ。

「じゃあこれと交こう換かんってゆーのはどう？」

　あたしは手て提さげカバンの中から一つの時計を取り出した。それを見ておじいさんがちょっと驚おどろく。

「こ、こりゃロレックスじゃないか！　どうしたんじゃ、こんなものを？」

　あたしはちっちっちと指を振りながらウインクした。

「み・つ・が・せ・た・の♪」




　　　　某月某日某時刻　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ




　最近、日本は不ふ景けい気きだがそれなりに平和らしい。俺は仕事用のデスクに腰こし掛かけて朝刊を読みながらそう思った。

　こんな状じよう況きようは俺のような弁べん護ご士しにとっては甚はなはだ面おも白しろくない。ロクな依い頼らいが来ないのだ。

　無む論ろん、夫と離り婚こんしたいとかサラ金に騙だまされたとか酔よってケンカしたとか、弁護士の飯めしの種たねとなりそうな事件は尽つきることがない。

　しかし、俺が受ける依頼は、スリルとサスペンスに満ち溢あふれたものでなければならないのだ。そう、たとえば殺人とか。

　だが最近は、殺人事件があっても犯人が見つからないとか、犯人は捕つかまったもののあっさり罪つみを認みとめてしまったとか、とにかく俺の出る幕まくがないのだ。

　もっとこう定てい期き的てきに無む実じつの重い罪をかぶせられた不幸な人間が量りよう産さんされるようになれば、俺も仕事に困らないものを──などと考えていると、弁護士という職しよく種しゆがいかにあくどいものであるかが実じつ感かんできてしまう今日この頃ごろである。

　と、バーンと事務所のドアが勢いよく開けられたのは、そんな非生産的な考えに没ぼつ頭とうしている時だった。

「ふっふっふっふ……」

　ブレザーの制服に身を包み、片手に学生カバンを持ったその少女クソガキ──皐さ月つき伊い予よは、俺の事務所へ入ってくるなり薄ら笑いを浮かべ、さもこれから凄すごいことを言おうとしているんだぞ、と言わんばかりに無ない胸を張はった。

　不吉な予感が走る。

　俺は玄げん関かんの方を見なかったことにして、朝刊を読む作業を続行することにした。完全に無む視しされていることに気付いた皐月の唇くちびるがへの字に曲がっていく。

　ちなみに、事務所内にはもう一人自じ称しよう私し立りつ探たん偵ていの部外者がいたが、そいつはソファで横になって午ご睡すいをむさぼっている。そこは接せつ客きやく用ようのソファだぞ──という俺の忠ちゆう告こくが功こうを奏したことはただの一度もない。

　皐月は友好的とは表現し難がたい顔で俺を睨にらむ。

「……ねえ。ちょっと？」

「なになに、アザラシのタマちゃんが住民登とう録ろく？　誰だれだよ、ンな暇ひまな企画考えたヤツは……」

「ちょっと！　無視しないでよ。ねえ、ねえってば！」

　今度は俺の傍そばまでやってきて強ごう引いんに袖そでを引ひっ張ぱる。伸のびるっつーに。

　だが、ここで負けてこのガキの相手をしようものなら、調子に乗って何を言い出されるか分かったものではない。ひたすら無視するに限かぎる。

「ねえ、ねぇってばー！」

「なになに、わんこそば二百杯ぱい食って新しん記き録ろく？　どういう胃い袋ぶくろしてんだか……」

　なおも強引に無視をする俺を見て、皐月は唇を尖とがらせた。

「むぅ～、あーそう！　そーゆー態たい度どに出るわけね！　ならこっちにも考えがあるんだから！　えいっ」

　皐月はさっと手を伸のばし、俺の新聞を取り上げようとした。だが、俺の新聞を持つ力が強かったため、あっさりとその試こころみは失敗する。しかし。

　新聞紙というやつは脆もろい。異ことなる方向から力をかけられた新聞紙は、たちまちビリビリと音を立てながら紙くずと化した。

「あ」

　皐月が素すっ頓とん狂きような声を上げる。その表情からは後こう悔かいとか反はん省せいとかいう感情は微み塵じんも感じられない。

　悪や闇やみ、罪を擬ぎ人じん化かしたもの。人を誤あやまった道に誘さそいこみ、滅ほろぼすもの。それを人はこう定てい義ぎし、蔑さげすむ。すなわち〝悪魔〟と。

　コイツはまだ中学生という身分であるため、財ざい力りよくや権力といった具体的な力に欠けている。だからあえてこいつをこう呼ぼう。

「なにしやがんだこの小悪魔！　騒そう乱らん罪ざいと器き物ぶつ破は損そん罪ざいで告こく訴そすっぞ！」

「だ、誰が小悪魔よっ！」

「てめー以外に誰がいる！　人の新聞ボロボロにしやがって！　弁べん償しようしろ！　五十円！」

「こ、心の狭せまい男ね！　五十円ぐらいいーじゃないのよ！」

「てめーが破やぶっといて何を言いやがる！」

　と、その時。

「……うるせーな。昼寝も満足にさせねえのか、この法律事務所は」

　ソファで寝ねていた男が、この事務所の存そん在ざい意い義ぎを疑うたがわせるようなことを呟つぶやいた。

　影かげ野の英えい治じ。職しよく業ぎようは自称私立探偵だが、この男に限って言えばそれはぷー太郎やルンペンといった単語と同どう義ぎ語ごとなる。非ひ常じように眠そうで不ふ機き嫌げんそうな顔をしているが、それは寝ね覚ざめだからというわけではない。生せい来らいのものである。

　影野は俺と皐月を交こう互ごに見回すと、つまらなそうにあくびをした。

「ヤケに騒そう々ぞうしいと思ったら、小悪魔が訪ほう問もん中ちゆうか」

「あ、あんたも変なこと言わないの！　あたしみたいな品ひん行こう方ほう正せいな美少女のどこが小悪魔なのよ!?」

　俺はすかさず口を挟はさんだ。

「許きよ可か無なく人の事務所に入ってきたあげく、人の読んでる新聞紙を破るようなヤツを品行方正とは間ま違ちがっても言わねーよ」

「むっ」

　すると小悪魔は眉み間けんに皺しわを寄せたが、何を思いついたかいきなり開き直ったようにぱっと笑みを浮かべた。

「まあいーわ。悪人どもに悪魔呼ばわりされて怒る道どう理りはないもんねっ♪」

「そいつは違いない」

　影野がなげやりに相あい槌づちを打つ。

　誰が悪人だ誰が──と言い返してやろうかと思ったが、よく考えれば小悪魔に悪人呼ばわりされて怒る道理もないので黙だまっておくことにした。

「で、そんなことはいいからちょっと聞きなさいよ！」

　結けつ局きよく、無視で押し通そうとした俺の試みは挫ざ折せつすることになりそうだった。

　こんな小悪魔のたわごとなんぞ聞きたくもない。こいつが何かを言い出すと、決まって厄やつ介かいごとに巻き込まれることになるからだ。

　しかし、もしここで「ヤだ」とでも答えようものなら……安らかな午後の時間をすべてこの小悪魔の愚ぐ痴ちに費ついやされることになるだろう。

　まさか中学生を相手に不ふ退たい去きよ罪ざいを主しゆ張ちようして一一〇番するわけにもいかず、やむを得えず俺はこう口にすることになった。

「……何があったって？」

　この一言がとてつもない厄介ごとの引き金になるのではないだろうか──俺の胸きよう中ちゆうに言い知れぬ不安が渦うず巻まいたが、対たい照しよう的てきに皐月は自信ありげに語りだした。

「権ごん田だ玉たま三さぶ郎ろうって知ってる？」

「知らん」

　即そく答とうしつつ、俺はその男に内心で同情していた。

　権田玉三郎。ひでー名前だ。これに比くらべりゃ、まだ俺の名前の方がマシに思える。

「聞いたことはあるな」

　そう答えたのは、ソファで横になっている影野だった。

「裏じゃ色々と後ろめたいことをやってるって評ひよう判ばんの市し議ぎ会かい議ぎ員いんだ。公共工事の落らく札さつ予定価格をもらしたとか、親族が経営しているゼネコンに公共事業を優先して回してるとかな」

　早い話が悪あく徳とく政治家というヤツだろう。

「そうっ！　その権田玉三郎！　その男がね──」

「実はお前の父親だったことが判はん明めいしたわけか。それは納なつ得とくだな」

「だ、誰があんなのの娘なのよっ!?　ペテン弁護士は少し黙ってなさい！」

　ペテン弁護士。この俺が？

　ひとたび刑事裁さい判ばんの法ほう廷ていに出れば連戦連勝、向かうところ敵なし、天てん下か無む敵てきのこの俺をペテン師よばわりとはいい度ど胸きようである。

　だが皐月は、俺が口を挟はさむ間もなく続けた。

「でね、そんだけあくどいウワサが立ってるってゆーのに、警けい察さつもちっともあの男を逮たい捕ほしようとしないのよ。これって絶ぜつ対たいおかしいでしょっ!?」

「警察が動かないのは当然だ。ウワサだけで人が逮捕されるようになってみろ、司し法ほう制度は崩ほう壊かいするぜ」

　皐月がそんな俺の忠告を受け入れるわけもなかった。

「火のないところに煙けむりはたたないって言うわ！　悪い噂うわさが三つもあれば、そいつは悪人よ！」

　裁判で有ゆう罪ざいが宣せん告こくされない限り、人は無む罪ざいであると推すい定ていしましょう──という裁判の原げん則そくをこいつに語ってやったところで、馬の耳に念ねん仏ぶつだろう。

　俺は善ぜん良りようなる弁護士として、コイツを正しい道へ導みちびく義ぎ務むがあるのではないかと思ったが、結局は一時的に難なん聴ちようを患わずらったことにしようと考え直した。

「とにかくっ！　そんな資し本ほん主しゆ義ぎに寄き生せいしたゴミ虫みたいな輩やからを野放しにしておくのはあたしの理り念ねんに反するのよ！　だからあたしは偉い大だいなる毛もう沢たく東とう様の思し想そうの継けい承しよう者しやとして、そいつに天てん罰ばつを下してやったの！」

「……天罰？」

　それも、極きわめて個人的な。

　俺の記き憶おくが確かならば、この国の法律はあらゆる私刑リンチを禁きん止ししていたはずである。嫌いやな予感がますます強まる。

「……何をしでかした？」

　俺の心配をよそに、皐月は「ふっふっふ」と薄ら笑いを浮かべる。

「五万円で買ったチェスの駒を、五十万円で売りつけてやったの！」

　俺の脳のう裏りを一いつ瞬しゆん〝詐さ欺ぎ〟という単語がかすめ、同時に多数の疑ぎ問もんが湧わき起こる。五万のチェスの駒？　それが五十万？　わけが分からん。

「五万もするようなチェスがあるのか？」

「なんか昔にトルコだかどっかの王様が作らせた駒なんだって。三十二個の駒ぜーんぶ、キレイに装そう飾しよくされてたわ」

「五万もするような品物を、なんでお前みたいなガキが買えるんだ？」

「ふっ。あんたからもらった時計と交換したのよっ」

　俺はデスクに両手を叩たたきつけた。

「なんだと、あのロレックスをか!?　あれはてめーが勝手に盗ぬすんでったんじゃねーか！　今すぐ返せ！　弁償しろ！」

　しかし、皐月は手をひらひらとさせながら、

「はいはいだいじょーぶよ、もうすぐ五十万入るんだから。二十万ぐらいはあんたに譲ゆずってあげるわよ」

「まあそういうことならいいが」

「……いいのかよ」

　呆あきれたような口ぶりで影野が言ったが、これは無視する。

「だが、どうやってお前みたいなガキがそんな商しよう談だんを成立させた？」

「簡単よ、そんなの。最近はネットオークションって便べん利りなものがあるのよ。五万円から始めたらすぐに値段が上がっていったわ。で、七万円ぐらいにまで上がったところで突とつ然ぜん十万円で即そつ決けつにしてもらいたいってメールが来たの。それが権田の秘ひ書しよとかいう男からだったのよ！　それで権田ってヤツのことを調べてみたんだけど、もうすっごい悪人じゃない？　だからあたしはこう返事してあげたの！　このチェスには相そう当とうな価値があることが分かったから、十万円ぐらいじゃ売らないってね。あとは新しい写真送ったりしながら散さん々ざんじらしてやったら、結局五十万まで上がったわ」

　……んな馬ば鹿かな。どこの世界に手に取ってもいない骨董品に五十万もの大金をぽーんと出すヤツがいるのだ。案あんの定じよう、影野も呆あきれたように皐月を見ている。

　だが、皐月はそんな俺たちの疑問なんぞどこ吹ふく風、目を輝かせながら続けた。

「お金は明日には送金されるって言ってたから、楽しみにしててね～♪」

　奇き妙みような話である。五十万もの大金をぽんと出す市議会議員。

　だが、俺が考えるのもそこまでだった。ネットオークションでは代金は先さき払ばらいが原げん則そくだと聞いたことがある。となれば、売る側である皐月が詐欺に遭あうことはないだろうし、実際に五十万で売れれば二十万が俺に戻ってくるわけだ。そうなれば何も言うことはない。

　少なくとも、この時はそう思っていた。




　皐月が妙みような取引の話をしてから二日後。突然ルルルルル、と電話が鳴った。

　この二日も相変わらず大した依頼はなく、我わが山鹿法律事務所は開店休業中だった。この電話が殺人の容よう疑ぎをかけられた不幸な人間からだといいなあ──と極きわめて不ふ謹きん慎しんな希き望ぼうを抱きつつ、俺は受じゆ話わ器きを取った。

「はい、こちら山鹿法律事務所」

『善ぜん行こー、ちょっと助け──』

　ガチャン、と俺は受話器を置いた。

　今日も接客用のソファに居い座すわっている社会不ふ適てき応おう探偵が不思議そうに俺を見る。

「誰だったんだ、山鹿？」

「イタズラ電話だ」

「ああ、日頃から恨うらみを買ってるだろうしな」

「む」

　影野の根こん拠きよ無き中傷に反はん論ろんしようとした時、再び電話が鳴った。だが、今度はそのまま放っておくことにする。すると影野が不思議そうに小首を傾かしげた。

「出ないのか？」

「どうせイタズラ電話だからな」

「ひょっとして、皐月からじゃないのか？」

「む」

　いつも鈍にぶそうにしているワリには、妙みように鋭するどい時がある。俺の反応を見ると、影野はニヤリと笑った。

「出といた方がいいぞ。お前がいることはバレてんだろ？　あのガキのことだ、電話に出るまでずっとかけ続けられるぜ？」

「……う」

　確かに、あの小悪魔ならやりかねない。実際、さっきから電話が鳴なり止やむ気配はまったくない。

　俺は仕方なく受話器を取った。

「……もしもし？」

『ちょっと善ぜん行こー、あんたさっき電話切ったでしょ!?　こんな美少女からの電話をいきなり切るなんて何考えてんのよ!?』

　俺はもう一度受話器を叩きつけたい衝しよう動どうに駆かられたが、これも話をさっさと打ち切るためだと思い、なんとかその衝動を抑おさえつけた。

「そんなこたーどーでもいい、用よう件けんを言え用件を。忙いそがしいんだ俺は」

『どーでもよくなんかないわよ！　大体、あんたが忙しくしてるとこなんて一度たりとも見たことが──って、それどころじゃなかったわ。ちょっと代わるから』

　俺が呆あつ気けに取られる間もなく、見知らぬ中年男の声が聞こえた。

『お前がこのガキの弁護士か？』

「……何のことを言っているのかさっぱり分からんのだが。あんた誰だ？」

『ふん、聞けば弁護士と言っても二は十た歳ちそこそこの若造らしいじゃないか。年上に向かってそんな言こと葉ば遣づかいとは、礼れい儀ぎのなっていない弁護士もいたものだ。このガキにしてこの弁護士ありか、世も末だな』

　俺はちょっとキレた。

　どこの誰か分からん初対面のクソ野郎にここまで言われる筋すじ合あいはない。

「質問に答えろよ。あんたどこの誰だ？」

『いいだろう、教えてやろう。わしは市議会議員の権田玉三郎だ』

「ああ、あんたがそうか。知ってるぞ、市議としての立場を笠かさに着て裏うらで散さん々ざん悪事を働いているっつー不ふ義ぎ・不ふ徳とく・不ふ忠ちゆうに無む思し慮りよ・無む分ふん別べつ・無む道どう徳とくの三さん拍びよう子しが加わった恥はじ知らずの鉄てつ面めん皮ぴだってな」

『な、なんだと!?　この、黙って聞いておれば好き勝手ぬかしおって！　わしを愚ぐ弄ろうするとタダではすまさんぞ！』

「ほー、それだけムキになるってことは、あながちウワサも的外れってワケではなさそうだな」

『黙れ黙れ！　言っておくが、わしは地元の弁護士会にも太いパイプがあるのだぞ！　貴き様さまをクビにさせるぐらい簡かん単たんなのだからな！』

　俺は地元弁護士会の上役の顔ぶれを思おもい浮うかべた。いつも「ほっほっほ」と笑っている食えない会長に、超ちよう頑がん固こ者ものの副会長。

「やれるもんならやってみな。弁護士会に苦情を申し立てるだって？　言っとくが、この辺の弁護士連中は相手が市議だからって媚こびを売るようなヤツラじゃない。こいつは老ろう婆ば心しんで言っておくが、あんたの言うことに唯い々い諾だく々だくと従したがってくれるのは建設会社とその下した請うけぐらいのもんだろうよ。市議としての権けん威いが通じない場所じゃ、子供だってあんたの言うことなんかきかねーさ」

『だっ、黙れと言っている！　それ以上の侮ぶ辱じよくは許さんぞ！　いいか、用件を言う！　このガキが不ふ当とうな取引でわしから金を巻き上げたのだ！　今すぐ全てのチェスの駒をよこさんと、警察へ突き出すぞ！』

　なるほど、用件はそっちか。結けつ局きよく、皐月が全ての元げん凶きようらしい。

「あんた、今どこにいる？　ここじゃあ話が進まねーだろ、そっちへ行ってやる」

『いいだろう。貴様が地面に這はいつくばってわしに許ゆるしを請こう姿すがたを見るのも悪くないからな』

　それはこっちのセリフだ──と言い返すのもあまりに陳ちん腐ぷである。俺は黙って居い場ば所しよを訊きき出すと、受話器を叩きつけた。

「結局、巻き込まれるハメになったわけだ」

　影野がニヤニヤと笑っている。俺は吐はき捨すてるように答えた。

「あのクソガキが自じ業ごう自じ得とくで警察に補ほ導どうされようが知ったこっちゃねーが、あの権田とかいう権力の犬は鼻はなっ面つらをへし折おってやらねーと気がすまん」

　影野は肩をすくめた。

「やれやれ、あの市議もかわいそうに。もうちょっと下した手てに出てりゃ、天下の山鹿センセイを敵に回すこともなかったものを」

　俺は影野の言葉を無視して車のキーを片手に出かける準じゆん備びを始めた。するとなぜか影野がまるで喜き劇げきでも見に行くかのように言った。

「俺も付いていくとしよう。お前がどうやってあの男の鼻をへし折るのか見み届とどけてやる」

「……暇ひまなだけだろ」




　そこは悪あく趣しゆ味みな事務所だった。

　見るからに高そうなデスクや椅い子す。年代モノのツボや絵画、彫ちよう刻こくなどが至るところに置かれている。このまま美術館でも開けそうだ。

　市議の給料がそれほど高いと聞いたことはない。やはりこの男について語られる後ろ暗いウワサのほとんどは的まとを射いているに違いない。

　豪ごう奢しやなソファに制服姿の皐月が座っていた。向かい合うように座って悠ゆう然ぜんとコーヒーを飲んでいるたるんだ腹の男が権田玉三郎なのだろう。それからもう一人、権田の横に四十歳前後のさえない男が佇たたずんでいた。

　俺は権田とおぼしき尊そん大だいな態度の男に向かって言った。

「あんたが権田玉三郎か？」

「ちょ、ちょっと待て！　貴様、権田先生に向かって何て口のきき方を！」

　答えたのは権田の傍かたわらの男だった。しかし、権田は気にした様子もなく、

「ふん、口だけでなく態度もなってないようだな。貴様が山鹿とかいう礼儀知らずの弁護士か」

　そう言い捨てた。この口調、間違いなく権田だろう。

「遅いわよ善ぜん行こー！　あたしみたいな美少女が危き機きに陥おちいってるのよ!?　もっと早く駆かけつけなさいよ！」

　皐月が勝手なことを言った。

「……お前を置いてさっさと帰ってやってもいいんだぞ」

「あ、あう！　ちょ、ちょっと待って！」

「ふん、帰りたければ帰ってもいいんだぞ」

　権田が鼻で笑う。

「貴様のような若造弁護士にできる事と言えば、頭を下げて謝あやまることぐらいのものだろうしな」

「そうですよ、権田先生。こんな弁護士なんか放ほっといて、さっさとこの子の親でも呼んで賠ばい償しようさせましょう」

　権田の隣となりの男が追つい従しようする。それでこの男の性格がなんとなく分かった。

「ちょ、ちょっと！　親は関係ないでしょ!?　あたしの弁護士が来たんだから、そっちと話をつけなさいよ！」

　……後で弁護料請せい求きゆうしてやるからな、と心に決めつつ、俺はおべっか君に尋たずねた。

「どうでもいいが、あんた誰だ？」

　俺の口ぶりがぞんざいだったためか、その男は多少怒りを覚えたようだった。だがすぐに冷静さを取り戻し、背広の内ポケットから名めい刺し入れを取り出した。

「私はこういう者だ」

　と、一枚の名刺を俺に押し付ける。

　俺は名刺を見、まじまじとその男を見つめた。

「……な、なんだ？」

「いや、別に」

　職しよく業ぎようはやはりというか、権田の秘書だった。それはいい。問題は名前だった。

「よ……米よね俵だわら稲いな作さく？」

　俺の後ろから影野が名刺を覗のぞき込こんでいた。そして俺にだけ聞こえるように呟く。

「良かったな、山鹿。これならお前の名前の方がまだマシだ」

　俺は影野の言葉に複ふく雑ざつな喜びを覚えつつ、それを押おし隠かくして皐月に向き直った。

「で、皐月。結局何があったんだ？」

「それがさあ、ちょっと聞いてよ！」















　皐月の話はこうだった。

　数日前に成立した、チェスの駒を五十万で買い取る取引。金は皐月の口座に振り込まれ、品物も無ぶ事じに権田の元に届とどいた。そこまでは良かった。

　ところが、いざ梱こん包ぽうを解といてみると、三十二個あるはずの駒が二十五個しかなかったというのだ。権田は皐月を呼びつけ、皐月も憤ふん慨がいしてここへ来たのはいいものの、お互いの話がまとまるわけもなく、皐月は法ほう的てき代だい理り人にんとして俺を呼びつけた──と、そういうことらしい。

　皐月の代理などしたくもないが、ここで話がこじれると俺の二十万までもがパアになってしまう。

　仕方なく俺は弁護士らしい方法で事件を解かい決けつさせることにした。

「なるほど。あんたらはようするにこう主張したいわけだな？　このガキが約束通りの品を送らなかった。だから残りの駒を渡すか、代金を返へん却きやくして謝しや罪ざいしろ、と」

「そうだ。当然のことだろう」

「ふん、話にならねーな」

「な、なんだと!?」

「いいか、このガキは品物を完かん璧ぺきな状じよう態たいで郵ゆう送そうしたと言っている。となればこういう推すい測そくも成り立つんじゃないのか？　実は受け取った時に駒は全て揃そろっていたが、五十万の金が惜おしくなった誰かさんがその駒をいくつか隠し、取り引きにケチをつけた──とかな」

　権田の顔が紅こう潮ちようした。

「こ、この！　下らん言いい訳わけをしおって！　わしが五十万程てい度どの金を出し惜おしみするか！　警察を呼ばれたくなければ、もっとマシな言い訳を考えろ！」

　俺は権田の話を無視して続けた。

「一つだけ言っておこう。あんた、警察より弁護士を呼んだ方がいいぜ？」

「ふん、何を言い出すかと思えば……」

　権田が鼻で笑う。しかし、米俵はギクッと顔を強こわ張ばらせた。

「俺はあんたに根こん拠きよなく中ちゆう傷しようされ、精神的な打だ撃げきを受けた。名めい誉よ毀き損そんであんたを訴うつたえるから、法律の分かるヤツを呼べ」

「ちょ、ちょっと待て！　そういうことなら私が話をしよう」

　米俵が口を挟はさんだ。

「あんた、法律分かるのか？」

「法学部卒だ。それより貴様、何を根拠に名誉毀損を主しゆ張ちようする気だ。権田先生が貴様を中傷しているところなんて見ていないぞ！」

　俺は返事の代わりにポケットからテープレコーダーを取り出し、再生ボタンを押した。すぐに権田先生の声が聞こえてくる。

『お前がこのガキの弁護士か？』

『いいだろう。貴様が地面に這いつくばってわしに許しを請こう姿を見るのも悪くないからな』

　テープレコーダーを停てい止しさせた時には、悪役コンビの表情は凍こおりついていた。

「そ、そんなテープがなんだというんだ。わしは本当のことを言っただけだぞ」

「ご、権田先生！　これ以上この男に揚あげ足を取らせるようなことは言わないで下さい！」

「な、何を心配しておる米俵。人を罵ののしったのはこの弁護士も同じだ。さっきの電話でこの弁護士がわしになんと言ったと思う？　こいつはテープの一部しか再生しておらん、勝手に改かい編へんしたんだ。証しよう拠ことして提てい出しゆつできるわけがない」

　俺はニヤリと笑い、権田の見通しの甘さを愚ぐ弄ろうしてやることにした。

「安心しろ、それを判はん断だんするのはあんたでも警察でも裁さい判ばん所しよでもない。今の内容をワイドショーで聞かされることになる一いつ般ぱん有ゆう権けん者しやの皆様さ」

　すると今度は権田も傍はた目めからもはっきり分かるほどにうろたえ、何か言い訳のネタを探そうと米俵の方を見る。すると米俵が言った。

「こ、これで話をすり替かえようとしたってそうはいかないぞ！　今我われ々われが問題にしていることは、その子供が渡さなかった駒のことなんだからな！」

「そ、そうだ、そうだった。そのガキを警察に突き出して家か宅たく捜そう索さくでもさせれば残りの駒も見つかるはずだ。そうなれば今度こそ言い逃れもできんだろうしな」

「そんな！　あたしは全部送ったってば！」

　この権田という男ならやりかねない。何しろ市議の肩書きを持つ男だ。もし本当に家宅捜索なんてことになれば、駒が出てくるかどうかに拘かかわらず、皐月家は泥どろ棒ぼう一家の汚お名めいを負うことになる。この小悪魔がそんな目に遭あおうと知ったことではないが、権力の犬が何でも自分の好きなようにできると勘かん違ちがいしてるのを放っておくのも面白くない。

　しかし、残りの駒が今どこにあるか分からない以上、いくら俺が話をはぐらかそうとしても、決定的な解かい決けつ方法には成なり得えない。

　皐月は普ふ通つうに駒を郵送したと言う。だが実際には七個も減へっていた。この権田という男が、取り引きにケチをつけようとしているのか？　もしそうだとすれば、駒が今どこにあるかを探すのは困こん難なんだ。

「ところで、そのチェスの駒とやらはどの程てい度どの値打ちがあるんだ？」

　唐とう突とつに、俺の後ろに突つっ立っていた影野が言った。

　無ぶ愛あい想そうな男に突とつ然ぜん質問され、権田も一瞬、面めん食くらったようだったが、米俵に命じて実物を持ってこさせ、胸を反らして自じ慢まんげに語り始めた。

「これはヨーロッパ、アジア、アフリカにまたがる大帝国、オスマン・トルコの第十代皇帝スレイマン一世が命じて作らせた大変貴き重ちようなチェスの駒なのだ。わしの見るところ、時価一千万は下るまい」

「い、一千万!?」

　皐月が驚おどろきの声を上げる。……話が妙みように大きくなってきた。権田の話が確かだとすると、皐月は一千万の価か値ちがある品物を五万円で買ってきたことになる。

　箱に詰つめられた二十五個のチェスの駒。宝石らしきものでゴテゴテに装飾されており、いかにも権田のような輩やからが好んで買い求めそうな品だ。

「一千万だかなんだか知らんが、とりあえず二十五個もあるんだろ？　一つや二つなくたっていいんじゃねーのか？」

「バカか貴様は！　この手の物は三十二個全て揃そろってはじめて価値が出るのだ！　一つたりとも欠けさせるわけにはいかん！」

「……ふーん」

　意味ありげに呟いたのは、影野だった。ふと振り向くと、影野はなぜかニヤリと口元を歪ゆがませていた。

「おい、山鹿。一つ面白いことを教えてやろうか」

　突とつ然ぜん、影野が俺の耳に囁ささやく。

「なんだよ？」

「オスマン・トルコはイスラム国家だ」

「…………は？」

「あの駒を見て何もおかしいと思わんのか？」

　影野が箱に収おさまっている駒の一つを指差した。クイーンの駒を。

　オスマン・トルコはイスラム国家。それは分かる。しかし、そのことがクイーンの駒と何の関係があると言うのだろう？

「おい、まだ分かんねーのかよ。じゃあその隣となりの駒を見てみろ」

　ヘボ探偵に理解できて俺にできないとは、なんとなく屈くつ辱じよくである。

　しかし、背に腹は替えられない。俺は影野に言われた通り、クイーンの隣にある駒を見た。

　ビショップだった。

「……ああ、そういうことか」

　その瞬しゆん間かん、俺の脳裏に一つの推すい測そくが浮かび上がった。やはりこの事件は、誰かが皐月に罪をかぶせようとしているのだ。

「なあ、権田さんよ。一つ訊きたいんだが、このチェスを見つけたのはあんたか？」

「……私がネットで見つけてきたのだ」

　答えたのは米俵だった。権田も頷うなずく。

「そうだ。米俵はこれまでにも色々な骨董品を見つけてきたのだ。わしはその目を疑うたがってはおらん」

「なるほどな。ところで、郵送されて来たコイツを受け取ったのは誰だ？」

「それも米俵だ。おい、弁護士。変な質問ではぐらかそうったってそうはいかんぞ。今すぐに駒を出す気がないのなら、今度こそ警察を呼ぶからな」

「まあ待てよ。そう急ぎなさんなって」

　これで分かった。この米俵とかいう男が犯人に違いない。

　しかし。

　動どう機きが分からない。この男がチェスの駒を隠かくすことによって、一体どんな利り益えきがあるというのだ？

　俺はふと部屋を見回した。部屋を埋うめ尽つくさんばかりの芸術品の数々。

　……ひょっとして。俺は米俵に向き直った。

「米俵さんよ、あんた随ずい分ぶん熱心に骨董品を探してるんだな」

「と、当然だ」

「ひょっとして、価か値ちのある掘り出し物を見つけると、権田センセイからご褒ほう美びが貰もらえるんじゃねーのか？」

「わ、悪いか！」

　米俵はあっさりと肯こう定ていした。権田もそれは大したことではないと言わんばかりに言い添そえる。

「そうだ、米俵はいつも価値のあるものを安く仕入れてくる。多少褒美を与えるのは当然だ」

　俺はニヤリと笑った。そういうことか。

「ところで、この部屋に置いてある骨董品は価値のあるものばかりなんだろうな？」

「当然だ」

「なら、盗とう難なん保ほ険けんの一つもかけてたんだろうな？」

「もちろんだ。特に価値のあるものにはかけておる」

「ってことは、このチェスの駒にもかけるつもりだったのか？」

「フン、その通りだ。来週中にも保険会社の人間が来るはずだったのだ！　にも拘かかわらず、こんな不ふ完かん全ぜんな状態で送ってきおってからに……！」

　やはりそうだ、間違いない。

「権田さんよ。あんたが警察を呼ぼうが家宅捜索をさせようが別に構わないが、その前に一ついいことを教えてやろう。このチェスの駒はオスマン・トルコで作られたような物じゃない」

「な、なんだと？　た、たわけたことを言うな！　何を根拠にそんなデタラメを──」

　俺は思いっきり馬鹿にするようにやれやれと肩をすくめた。

「簡かん単たんな話だ。このチェス、本当にオスマン・トルコで作られたんだとしたら、なんでクイーンやビショップの駒がある？」

　権田は目をパチクリと動かした。同時に米俵の顔が蒼そう白はくになっていく。

「……何だと？」

「トルコって国は昔からイスラム国家だ。イスラム教は知ってるだろ、女は尊そん敬けいされる存在として扱あつかわれ、世間の見み世せ物ものにされたりはしない。そんな国で作られたチェスの駒にクイーンなんてあるわけがない。ビショップだって同じだ、ビショップってのはキリスト教の聖せい職しよく位いの一つだぜ？」

「ど、どういうことだ……？」

　権田が呻うめくように言った。

「決まってるだろ、こいつはニセモノってことだよ」

「ぬうう！　そ、そんなバカな！　私の目は確かなのだ、これは間違いなく価値のある品だぞ！」

「あんたがどう思おうと勝手だ。だが、イスラム圏けんじゃクイーンやビショップは存在しない。これは紛まぎれもない事じ実じつだ。この宝石だって怪あやしいもんだな、案外ただの色ガラスかもな」

　皐月がギクッと表情を強こわ張ばらせたのを俺は見逃さなかった。

「た、たとえそうだったとしてもだ！　そのガキが不当な取引をしたのは確かなのだ！　米俵、何をしておる、警察を呼ばんか！」

「まあ待てよ権田センセイ。ついでにもう一つ面白い話を聞かせてやるから」

　俺は蒼白になっている米俵に向き直った。

「ある男がいた。そいつは金が欲しかった。その男のご主人様はうなるほど金を持っていた。その男は、主人の使いっ走りで骨董品を買い漁あさっていた。掘り出し物を見つけた時には褒美が貰えるって約束でな。

　ある日、そいつは五十万で見かけだけは価値のありそうなチェスの駒を買った。主人にはその品には一千万の価値はあると言ってな。しかし、実際にはそれは五十万としない安物の品だった。男はご主人様からご褒美をもらいたかっただけなのさ。

　ところが、突然ご主人様はその品に保険をかけると言い出した。保険をかけるとなれば、その品の価値は保険会社によって調しらべ尽つくされる。そうなれば一千万はおろか、五十万もしない品であることはすぐにバレちまう。困ったその男は──いい事を思いついた。その送られてきた品物が不完全なものだったということにしてしまおうってわけさ」

　権田は、一瞬の間を置いてからわめきだした。

「よ、よくもそんな与よ太た話ばなしを！　米俵はこれまでもわしに尽くしてきたんだぞ！　話をすり替えるためにその信しん頼らいを失わせるようなことを言うのは許さん！」

「信じる信じないはあんたの勝手だ。だが、あんたが警察を呼べば俺もこの話を警察にする。それだけだ」

「う、うるさい！　証拠もないクセによくも抜け抜けと……！」

「証拠ならあるぞ」

「……何？」

　俺は奇き妙みような名前を持つ彼の秘書を親指で指し示した。顔面蒼白になり、体を震ふるわせながら今にも倒れそうになっている米俵稲作を。

「お、おい、米俵。お前まさか本当に──」

「と、と、と、とんでもございません！　なんで私がそんなことを！」

　説得力の無い否ひ定ていである。俺はダメ押しのつもりで付け加えた。

「とにかく、あんたがこのガキを警察に突き出すのなら、俺も今の話を警察に語ってやるとしよう。なーに、警察の調ちよう査さはすぐ終わるさ。誰かさんの部屋を家宅捜索でもすれば、例のブツはすぐに見つかるだろうしな」

　呆ぼう然ぜんと佇む二人の中年。

　影野が退たい屈くつそうにアクビをした。もうこの場にいる必要はない。

「帰るぞ、皐月」

「あ。う、うんっ！」




　　　　某月某日某時刻　山鹿法律事務所




　どこぞの市議をコケにしてやった三日後。

　相あい変かわらず勝手に接客用のソファに横になっていたヘボ探たん偵ていが、突とつ然ぜん思い出したように言った。

「おい、ペテン弁護士」

「なんだ、社会不適応探偵」

「あの米俵とかいう秘書、解かい任にんされたってよ。ついでに、権田センセイの持っている美術品のいくつかが模も造ぞう品ひんだったことが判はん明めいしたってさ」

「ふん、ざまあねえな」

〝知らぬが仏〟とはよく言ったものである。俺を敵に回さなければ、ニセの美術品に囲まれ、何も知らずにずっと幸せに暮らせただろうものを。

　それっきり、権田玉三郎のことが話題になることはなかった。

　俺のロレックスが戻ってくることはなかったが、約束通り皐月から代価として二十万、ついでに弁護費用の名目でもう十万ほど巻き上げることはできた。

　たった数日の出で来き事ごとで三十万の収入。これだから弁護士稼か業ぎようはやめられない。

　影野は再びイビキを立て始め、俺も暇ひまつぶしに新聞を読みながら、殺人容疑をかけられた不幸な人間からの電話を待つ態たい勢せいに入った。

　と、ふと思う。

　よく考えてみれば、あの皐月にも二十万もの収入があったわけだ。二十万。中学生にしてみれば、とてつもない大金だ。

　普通の女子中学生がそんな大金を得たとしても、せいぜい服や装飾品を買い漁あさる程度だろう。

　だが、皐月は違う。なにしろ、市議会議員を相手に一ひと儲もうけを企たくらむようなヤツだ。あんなガキに二十万もの金を持たせれば、まずロクなことにならないに違いない。その上、そのとばっちりを受けるのは──。

　と、その時。

　ノック一つなく事務所のドアが勢いよく開けられ、一人のガキが入ってくる。

「ふっふっふっふ……」

　そのガキ──皐月伊予は、俺の事務所へ入ってくるなり薄ら笑いを浮かべ、さもこれから凄すごいことを言おうとしているんだぞと言わんばかりに、無い胸を張った。

　不吉な予感がした。

「ちょっと聞いてよ！　豪ごう徳とく寺じっていけ好かない役人がいるんだけどさあ──」




　同日同時刻。とある骨こつ董とう品ひん屋にて。




　店番をしていた一人の老人が、なんとはなしに呟つぶやいた。

「しかし、まさか本当にあんなもんを買っていくとはのう。近頃の若いモンの考えることはさっぱりわからんわ……」

　あのチェスの駒。

　ゴミ捨て場から拾ってきたのを磨みがいただけだというのに。















「しかしよく見たらこの腕うで時ど計けい、ＬＯＬＥＸって書いてあるのう。あれは確かＲＯＬＥＸが正式名称じゃなかったかのう？」





（チェスで十倍もうける方法？　完）
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　それは、あるクソ暑い夏の昼下がりの出で来き事ごとだった。

「善ぜん行こー、いるー？」

　事じ務む所しよのドアが勢いきおいよく開けられ、入ってきたのは災さい禍かと災さい難なんと災さい厄やくの三つの要よう素そによって全身が構こう成せいされている小こ悪あく魔ま、皐さ月つき伊い予よだった。なぜか浴衣ゆかたを着ており、片手にうちわまで持っている。

　普ふ段だんならその時点で俺おれは居い留る守すを使うか寝ねたフリをするかの二に択たくを強しいられていただろう。

　だが、今日に限かぎって俺はそれどころではなかった。

「う～む」

　テーブルに並ならべられた品々を前に頭を抱かかえる。

「どうしたのよ善ぜん行こー、あんたが真っ昼間から腕うで組くんで悩なやんでるなんて奇き跡せき的てきに珍めずらしいわね。夏なつ風か邪ぜでもひいたの？　あ、でもあんたが風邪なんてひくわけないか」

「…………」

　一体どういう教育をしたらこんな言葉遣づかいをする中学生が出来上がるのだろうかと、密ひそかにこの国の将しよう来らいを心配する。

「で、何悩んでんの？」

「……さっきコンビニ行って生卵と塩と新聞と電池とポテトチップを買ってきた」

　皐月は不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげた。

「妙みような取り合わせねー。まあいいわ、それで？」

「割わり箸ばしが付いてきた」

「……はあ？」

　皐月は大口を開け、なんとも言えない不思議な表情になった。

「一体どれに使えってことなのか気になって仕し方かたねーんだよな……」

「あんたバッカじゃないの!?　そんなの迷まようもんじゃないわよ！」

「……どういう意味だよ」

　皐月は堂どう々どうと言い放はなった。

「新聞に使えってことよ！　手が汚よごれないじゃない！」

「…………」

　普ふ段だんの俺ならば、この小悪魔の提てい案あんを一いつ顧こだにするようなことはなかっただろう。

　だが、このクソ暑さで俺の思し考こう力りよくはやや低下気ぎ味みだった。それに、暇ひまでやることもなかった。

　果たして割り箸で新聞紙をめくるとどうなるのか──そんな狂きよう気きじみた考えに取りつかれた俺を誰だれが責せめられよう。

　割り箸をパキッと割って右手に構かまえ、新聞紙をテーブルに広げてその端はしっこを摘つまんでみる。

　ふむ。

　よく考えたら、朝飯食ってるオヤジが箸で新聞をめくるって図は、一昔前のドラマなんかで時々見かけたような覚えがある。ということはなんだ、新聞をめくるために割り箸を使うというのもそれほど変なことではないのだろうか。

　俺がそんな考えに傾けい倒とうしかけた時、事務所のドアが開かれ、新たな訪ほう問もん者しやがあらわれた。

　知り合いのヘボ探たん偵てい・影かげ野のだった。

　影野は割り箸で新聞をめくる俺を見るなり、咥くわえていたタバコをぽろっと落とした。

「……お前には妙みような習性があったんだな」

　俺は動物か。

　と同時に、そこでようやく俺の思し考こう能のう力りよくが平均値まで回かい復ふくした。確たしかに、傍はたから見ると割り箸で新聞をめくるというのは少々間が抜けているような気がしないでもない。

「人の事務所でタバコを落とすな、汚れる」

　俺は話の矛ほこ先さきを変えるつもりで言った。

「安心しろ、まだ火は点つけてねえよ」

　影野は呆あきれを隠かくし切れない様よう子すで落としたタバコを拾ひろい上げ、俺の前のソファに座すわる。

　そして拾ったタバコにライターで火を点けようとしたので、すかさず俺はヤツの口からタバコを奪うばい取り、灰皿に捨ててやった。影野は視し線せんで無む言ごんの抗こう議ぎをしたが、やがてチッと舌打ちしてライターをしまいこんだ。

「で、一体どういう思いつきで新聞を箸でめくろうなんて考えたわけだ？」

　影野の疑ぎ問もんに答えたのは皐月だった。

「コイツがコンビニで生卵と塩と新聞と電池とポテトチップを買ったら、割り箸が付いてきたってゆーのよ。で、善ぜん行こーが箸の使い道に困ってたからあたしが教えてやったわけ」

「…………」

　影野は心の底から同情のこもった目で俺と皐月を見た。

「この暑さでとうとうオツムにまでキちまったのか。ま、最近はその傾けい向こうがだんだん強まってるようには見えたがな。

　お前らバカか？　どこの世界に新聞紙めくるために割り箸付けるヤツがいる？」

　……正面切って言われると、確かに無む理りがあるような気がしないでもない。

　だがコイツにこういう口調で諭さとされると、納なつ得とくする以前にどうも腹立たしい。

　それは皐月も同じだったようで、不満げな顔で抗議した。

「じゃあなによ、この割り箸どうしろってゆーの？　まさか、保ほ存ぞんしとけなんてつまらないことゆーつもりじゃないでしょーね？」

　影野はさも当然のように答えた。

「塩に使うんだよ」

「…………」

「…………」

「舐なめる時に指を使ったら塩が湿し気けるだろ？　だから箸でつまむのさ」

「……アンタ、塩買ってきて舐めるの？」

「ああ。飢うえ死じにしそうな時によくやるだろ？　すきっ腹に塩が喉のどを通っていく感かん触しよくがいいんだよな」

「…………」

「…………」

　山やま鹿しか法ほう律りつ事務所は今日も開店休業中であった。

「やれやれ……」

　建けん設せつ的てきとは百歩譲ゆずっても言いかねる会話が一いち段だん落らくしたところで、俺はお茶を飲むために隣りん室しつに置いてあるポットへ向かった。お茶を入れてくれる美人の女の子なんているわけもないので、仕方なく自分で茶を注そそぐ。「俺のも頼たのむ」とどこかの貧びん乏ぼう人にんがほざいたが、「百円」とすげなく言ってやると、返事はなかった。

「昼間っからこんな部屋にこもって、自分でお茶入れて飲んで……。ほんっとにあんた、二十代前半には見えないのよねー」

　皐月がうちわでパタパタと扇あおぎながら余よ計けいなことを言った。

　思わずこめかみのあたりの血管がピクピクと疼うずいたが、ここでムキになって何か言い返そうものなら、皐月の言葉を認みとめることになる。俺は意い思しの力で平へい静せいを装よそおった。

「で、お前は浴衣なんか着て、何かあるのか？」

　影野が皐月に尋たずねた。すると皐月はジト目で睨にらみ返す。

「……アンタ、そーゆーことは普通もっと早く訊きかない？」

　と、突とつ然ぜん俺と影野の前でくるりと一回転し、

「どう？　可愛かわいいでしょっ♪」

　俺は緑茶をずずっとすすり、影野は眠そうな面ツラで頭をぽりぽりと搔かき、交こう互ごに使い古された陳ちん腐ぷな言葉を口にした。

「ブタに真しん珠じゆ」

「ネコに小こ判ばん」

「宝の持ち腐ぐされ」

「二階から目薬ってのもあるな」

「十日の菊」

「そりゃ死し語ごだぜ山鹿。せめて馬ま子ごにも衣い装しようと言ってやれ」

「…………」

　皐月は口をむっつりとへの字に曲げ、持っていたうちわをハリセンのごとく振ふり回し、俺と影野の頭をぺしぺしっと叩たたいた。

「うっさいうっさいうっさい！　あーもー、精神年ねん齢れい的てきに逝いっちゃってるあんた達に変なこと訊きいたあたしがバカだったわっ！」

「ようやく認めたか」

　すかさず俺が言うと、影野もあくび混じりに相あい槌づちを打つ。

「惜おしかったな、あと二十年早くそのことに気付けばもう少しマトモな人生歩めただろうに」

「おい、こいつはまだ十四だぞ」

「じゃあ生まれる前から手て遅おくれだったわけか」

「きいいいいぃぃぃぃ」

　皐月は言語機き能のうをサルにまで退たい化かさせ、もぐら叩きのごとく俺と影野の頭を交互にうちわで叩いた。クソ暑いのに元気なヤツである。

「はあっ、はあっ、もういーわ！　さっさと用件だけ言わせてもらうから！」

　皐月は息を切らしながら、サーベルのごとくびしっとうちわを俺に突つきつけた。

「来週、お祭りがあるのは知ってるわね!?」

「知らん」

「…………ふわあぁ」

　俺は素そっ気けなく答え、影野は返事の代わりにやる気なくあくびした。

　皐月は再び言語機能をサルにまで退化させて何か喚わめいていたが、すぐに気を取り直し、

「とにかく上うえノの原はら祭りってお祭りがあるの！　それがね、今開かい催さいの危き機きなのよ！」

　ああ、上ノ原祭りか。

　そういえばこの時じ期きになるとそんな名前の夏祭りがあった。

「祭りの運営者がいるんだけどさー。ま、運営者っていっても町内会の会長なんだけど、コイツがダメなヤツなのよ。違い法ほうな賭と博ばくに手を出して借金まで作っちゃって、〝その筋すじの人〟から借金の代わりに祭りの……えーと、なんだっけ？　夜店出したらその筋の人からムリヤリ請せい求きゆうされるヤツ……」

「……ショバ代か？」

「そうそう！　そのショバ代を去年より多く払はらわないと派は手でに借金の取り立てするぞって脅おどされてるらしいのよ」

　なるほど。ようするに極ごく道どうさんの経けい営えいする闇やみ賭博に手を出して痛いたい目にあったというわけだろう。

　この国では、ほんの一部を除のぞき、ありとあらゆる賭博が違法とされている。で、その町内会会長とやらも、違法な賭博に手を出した上、借金まで作ってしまった負い目もあって、〝その筋〟からの理り不ふ尽じんな要よう求きゆうに簡単にＮＯとは言えなくなったのだろう。

「つーかお前、どこからそんなネタ仕入れてきてるんだ？」

　影野がもっともな疑ぎ問もんを口にした。すると皐月はチッチッチと舌を鳴ならし、

「あたしの情じよ報ほー網もーを甘くみてもらっちゃ困るわね。ま、そんなわけで善ぜん行こー、なんとかしなさい！」

　うちわをびしっと俺に向ける。ミもフタもあったものではない。というか、こいつが浴衣を着ている理由はどこへいったんだ……。

「ヤだね。祭りなんかどうなろうが俺の知ったこっちゃない」

「何言ってんのよ！　祭りよ祭り！　夏の名めい物ぶつ！　風ふう物ぶつ詩し！　世の中のみんなが楽しみにしてる年に一度のお祭りなのよ!?　善ぜん行こー、あんた地元になーんにも寄き与よしてないんだから、こーゆー時ぐらい少しは無む償しよう奉ほう仕ししなさいっ！」

「無償奉仕だあ？　お前の口からそんな単語が出てくるなんて珍しいな」

「そういやそうだよな。皐月、お前また何か企たくらんでるだろ」

「うっ」

　影野に問い質ただされ、皐月は露ろ骨こつに後ずさった。

「そ、それはその、別に夜店出して一ひと儲もうけしちゃおうとか、そうなるとショバ代とかちょびっとうざいなー、とかそんなこと考えてるわけじゃないわよ？」

「…………」

　実に分かりやすい。というか、中学生の分ぶん際ざいで夜店を出すつもりか、このガキは。

　俺と影野のやや陰いん湿しつな視し線せんを受け、皐月は取り繕つくろうようにまくしたてた。

「だからね、えーと、そ、そーよっ！　お祭りがダメになったら、クラスの男子のあたしへの貢みつぎ物ものを捧ささげるチャンスがなくなるのよ!?　そうなったら、男子どもが泣いて湿しつ度どが上がって蒸むし暑くなるわよ!?」

　俺はしっしと手を振ふりながら、

「あー、勝かつ手てに泣かせとけ。エアコンをドライにしとけば済むことだ」

　本ほん来らいならこの辺で「むー」とか言いながら大人しく諦あきらめるところだっただろう。だが、今日の皐月は残念なことに勝手が違ちがっていた。突とつ然ぜん不ふ敵てきな笑いを浮うかべ、

「ふっふっふ……。まー、万年休業弁護士のあんたならそうゴネるとは思ってたわ。だから今回はちゃんと根回ししておいたから♪」

「…………ね、根回しだと？」

　一いつ瞬しゆん、イヤな予よ感かんが頭をよぎる。

　と、その時。まるでタイミングをはかっていたかのように電話が鳴り出した。皐月の言葉が気がかりだったが、とりあえず受話器を取る。

「はい、山鹿法律事務所」

『私だ』

「うげっ」

『接せつ客きやく業ぎようにしては珍しい挨あい拶さつだな』

　皮ひ肉にくの混まじった声。

　電話の主は、地元の弁護士会副会長、竹たけ田だ博ひろ人とだった。超ちようがつくほどのマジメ弁護士で、俺とは犬けん猿えんの仲なかである。

「……どういったご用件で？」

『とぼけるな。皐月という少女から話は聞いているはずだ』

　俺は思わず皐月を睨んだ。

　このクソガキ。よりにもよって、この男に根回しをしておくとは。そもそも、一いつ介かいの中学生がどうやって弁護士会にコネを作ったんだ……？

　当の皐月はニヤニヤと笑っているだけだった。いつか濡ぬれ衣ぎぬ着きせて警けい察さつに突つき出してやろうと心に誓ちかう。

『というわけで分かったな、山鹿。今回のお前の使し命めいは一いつ般ぱん市民が楽しみにしている祭りを無ぶ事じ開催させることにある』

　何が使命だ。

「……なぜ俺に？」

『今回はどうも〝その筋〟の人間──ヤクザ紛まがいの連中が絡からんでるらしい。その点、お前なら丈じよう夫ぶだから殴なぐられても平気だろう』

　ふざけんな。

「断ことわったら？」

『お前の弁護士免めん許きよ剝はく奪だつのための書類はあらかた揃そろえておいた。理り由ゆうは弁護士としてあまりにも不ふ謹きん慎しん、不ふ真ま面じ目め、不ふ誠せい実じつ、ついでに不ふ品ひん行こう、不熱心、不ぶ愛あい想そう……。これだけ理由が揃ってれば、あとは会長のサインさえあれば問題ない』

　いつか名めい誉よ毀き損そんと脅きよう迫はくで訴うつたえてやろうと心に誓う。ってか、不愛想は関係ねーだろ。

　しかし……免許剝奪をチラつかされるとなると、今の俺には下した手てに出る他なかった。

「分かった、分かりました、やります、やればいいんだろ、やれば」

『素す直なおで結けつ構こう。いつもそれぐらい素直ならいいんだがな。ならもう少し詳くわしい状じよう況きようを教えてやろう。上ノ原祭りのことは知ってるな？』

「ま、そういう祭りがあるってことは知っている」

『その祭りでは毎年、いくらかのショバ代をその筋の人間に払はらってる。ま、額がく自体はそれほど大きくないし、ショバ代を取った分は、しっかりと祭りの厄やつ介かいごとも処しよ理りされてるということで黙もく認にんされてきた。

　だが、今年に限かぎってそのショバ代の額が値上げされた上、新しく出店を出す者に登とう録ろく料りようを払えなどと無む理り難なん題だいをふっかけられている』

「……なぜ？」

『皐月とかいう少女から聞いただろう？　祭りの運営に携たずさわる人物が、そいつらの主しゆ催さいする賭博でけっこうな額の借金を作ってしまい、思い切った抗議ができないでいるらしいのだ。このままでは運営に支し障しようを来たして祭りの開催自体が怪あやしくなる。なんとかしろ。以上だ』

　一方的に電話は切られた。

　やれやれである。俺はため息混じりに受話器を置いた。

「これで話は決まりね！　そいつらの場所は知ってるから、あたしに付いてきなさい！」

　皐月が勝ち誇ほこったように無ない胸むねを張はった。

「この暑い中大変だな。がんばれよ」

　影野が他ひ人と事ごとのように言った。

　だがあいにく、俺は一人だけ楽をさせてやろうなどという博はく愛あい的てきな精神はまったく持ち合わせていないのだ。

「事務所ここのはちっちっちと指を振りな。この辺りは暑くなるぞ」

「…………」




　　　　◆




「クソあちい……」

　今月に入ってからというもの、外へ出る度たび何度このセリフを呟つぶやいただろうか。

　気温はとうに三十度を超こえているだろう。一の位がどうなってるかまでは考えたくもない。

　浴衣姿すがたの女子中学生に先せん導どうされた背せ広びろ姿の大人が二人、クソ暑い中を歩く。傍はたから見ればさぞかし異い様ような光こう景けいだろう。だが、今の俺には周囲の目を気にするだけの余よ力りよくもなかった。筋トレだけは欠かさずやっているのだが、やはり日がな一日、クーラーの効きいた部屋にこもるのは体によくないらしい。

　たまらず背広を脱ぬぎ、脇わきに抱える。

「着いたわ、ここよっ！」

　すっかり汗あせだくになった時、皐月がうちわである大きな家を示した。

　外がい観かんは純じゆん和わ風ふう。瓦かわらの載のった白い塀へいにぐるりと囲まれている。きっと塀の中には広い庭があって、鹿威ししおどしがカポーンと音を鳴らしているに違いない──そんなイメージを抱いだかせる古こ風ふうな邸てい宅たくだった。〝その筋の人の家〟と言われればなんとなく納得できてしまう。

「……ここかよ」

　影野がうめくように言った。

「なんだ知ってる場所か？」

「ウワサに聞いてる程てい度どだがな。話によると、確たしかにその筋の人間が主催して賭博をやってるらしい。

　もっとも、組織としちゃまだ新しい方だ。大声で暴力団を名乗れる連中じゃないし、それどころか古こ参さんの他の組に目をつけられないよう、賭博やらショバ代で細々とやってるようなところだしな。指をつめたヤツもいなけりゃ刺青いれずみを入れてるヤツもいないだろうよ。















　事じ故こで指なくしたヤツと、シールの刺青入れてるヤツはいるかもしれんがな」

　皐月といい影野といい、俺の周りにはどうしてこう妙な情報に詳しいやつらばかりが集まるのだろう。

　門はでかかった。だが、見み張はりや防犯カメラはなく、インターホンがあるだけで出入りするのは簡かん単たんだった。

　とはいえ、無む断だんで侵しん入にゆうすれば不法侵入罪を構成してしまう。俺は仕方なく、インターホンのボタンを押した。すると、ピンポーンというどこか場違いな音がした。

『誰だ？』

　精せい一いつ杯ぱいドスを利きかせたつもりらしい野の太ぶとい声が聞こえてくる。

「客だ。一番えらいヤツに話があって来た。あがらせてもらうからな」

『なにィ？　お、おい、ちょっと待て！』

　制せい止しを無む視しして門の中に入る。影野と皐月が続く。

　……なぜ皐月まで付いてきているかは疑ぎ問もんだったが、いちいち追い払うだけの気力はなかった。

　外がい観かん通りの広い敷しき地ちを持つ家だった。中にある大きな屋敷まで二十メートルほど石いし畳だたみが続いている。

　と、家の中から数人の男がわさわさと出てきた。ガタイはそれなりにしっかりしたやつらで、凄すごんでみせれば免めん疫えきのない一いつ般ぱん人じんはそれなりに怖こわがることだろう。

　リーダー格らしいスキンヘッドの男が俺に詰つめ寄よる。

「貴き様さまら何者だ？　ここを菫すみれ組ぐみと知ってて入ってきやがったのか!?」

　ス……スミレ組？

　あんた達、自分で言ってて恥はずかしくないのか──そう問い質ただしたい欲求をぐっと押さえる。

　しかし、

「スミレ組ぃ？　あんた達、そんな幼よう稚ち園えんの年長組みたいな名前つけててよく恥ずかしくないわね？」

　皐月には「場をわきまえる」という概がい念ねんが欠けつ如じよしていた。

　周しゆう囲いの男どもがたちまち殺気立つ。

「そ、そこのガキ！　子供だからって生なま意い気き抜かすとただじゃすまねえぞ!?」

　しかし皐月は無い胸を張ってふんぞり返り、

「さっきも言ったでしょ、用があるのはあんた達じゃないの！　ごちゃごちゃ言ってないで、さっさと親分のとこに案内しなさい！」

「親分──じゃない、組長は貴様らのような輩やからには会わん！　さっさと消えろ！」

「ヤよ。じゃ、仕方ないからあたし達で勝手に探すわ。あんた達こそ消えていいわよ」

「こ、このガキィ……！」

　……よくない状況だ。いわゆる一いつ触しよく即そく発はつというやつである。このままでは、このクソ暑い中、しなくてもいい運動をするハメになるかもしれない。

「おい皐月。俺達は別に弱い者イジメしに来たわけじゃねーんだぞ。火に油注そそぐようなことを言うのはやめてくれ」

「……善ぜん行こー、あんたそれマジで言ってんの？」

　俺はもちろん本気だったが、なぜか皐月は呆あきれたような口調で言った。

「て、てめえら……！　もう許さねえぞ！　俺たちゃカタギのもんには手ぇださねえってのが筋だが、おめえらの方から挑ちよう発はつしてきたんなら話は別だからな！」

　スキンヘッドが叫さけぶ。そのあまりの気きつ風ぷのよさに、周囲の組員から「おお～」と感かん嘆たんの声があがる。

　賭かけてもいい。このセリフ、きっと何度も練習していたに違いない。

　皐月はため息を吐つき、

「でかいツラはあんたの方でしょ。何度も言うけど、あたし達はあんたに用はないの、取り次ぐ気がないならとっとと失うせてくんない？　それともなに？　あんたの脳のうミソはその頭みたいに皺しわがなくて、あたしの言葉も理り解かいできないって？」

「こ、このクソガキぃ！」

　スキンヘッドはゆでだこのように顔を真っ赤にして殴りかかってきた。皐月の言葉ではないが、やはり脳みその皺はいささか不足してるように見える。

　さて、自分で蒔まいた種たねを皐月がどうやって解かい決けつする気なのだろう、とふと思ったが、

「影野、あとよろしくね」

「……あ？」

　皐月はさっきから暇ひまそうにしている影野の腕を引っ張ると、殴りかかってくるスキンヘッドの前に突き出した。

　目標が瞬しゆん間かん的てきに入れ替かわってスキンヘッドは驚おどろいたように手を引っ込めたが、ガキよりは躊ちゆう躇ちよ無なく殴れるとでも判断したらしく、再度大きく振りかぶって影野に殴りかかる。

「……おい」

　影野は仕方なくといった動作で、その一いち撃げきを左手で受け流す。

　そして、スキンヘッドの鼻っ面に頭ず突つきを喰くらわせた。

「ぐおっ!?」

　ひるんだスキに右みぎ膝ひざを容よう赦しやなく左脇わき腹ばらに叩き込み、

「ぐはっ！」

　腹を抱えてしまったスキンヘッドの頭に、握にぎり締しめた拳こぶしを無む造ぞう作さに落とす。

「ぐえっ！」

　スキンヘッドは着地に失敗したカエルのごとく地面に倒れ伏ふした。

「うぐぐぐぐぐ……」

　それでも立ち上がったのは立りつ派ぱだと思った。

　影野は一連の処しよ理りを終えると、恨うらみがましい目つきで皐月を睨んだ。

「……なんで俺なんだよ」

　皐月は堂々と言い放った。

「手下が女王様の身代わりになるのは当然でしょ！」

　お前はいつから共きよう産さん主しゆ義ぎ者から専せん制せい主義者に転てん換かん──もとい革命したのだ、と突っ込みたくなる。

「こ、こいつらぁ！　もう許さん、てめえら、たたんじまえ！」

　スキンヘッドがお約束の一言を言ってしまった。途と端たんに俺達を囲んでいた合計七人のむさ苦しいやつらがいつでも殴りかかれるような構えを取る。

「ほっーほっほ！　身の程ほど知らずどもね、人数だけ集めてこのあたしに敵かなうとでも思ってるの!?」

　皐月は諸しよ葛かつ孔こう明めいの扇子せんすのごとくうちわを振りかざし、

「さあやっておしまい、手下ども！」

「…………」

「…………」

　俺と影野は期きせずして同時にお天てん道とう様さまを仰あおいだ。思うところは一いつ緒しよだろう。このさんさんと輝かがやく太陽の下でこいつらを相手にすれば、さぞかし暑いに違いない……。

「おい影野」

「なんだ、ペテン弁護士」

「せっかくのストレス解かい消しようの場だが、俺は最近うっぷんは溜たまってないからお前に五人やらせてやる」

「……だからお前はペテンなんだ」

　などと言い合っていると、

「くらえぇぇ!!」

　早速三下Ａが襲おそい掛かかってきた。振りかぶっての右ストレート。かわすには少々ムダ話をしすぎた。仕方なく左腕でガードする。

　三下といえど、体格は大きい。体重の乗った一撃は結構痛かった。ちょっとばかし闘とう争そう本ほん能のうに火が点いたような気がする。

「…………」

　俺はすかさず左手でＡの胸むな倉ぐらを引っ摑つかんで体を密みつ着ちやくさせると、躊躇無く右の拳でＡの顔をぶん殴った。

「うぐっ！　げふっ！　があっ！」

　問もん答どう無む用ようで三連発。殴るたびに違った悲ひ鳴めいが上がるのが少し面おも白しろい。

「こ、この野郎っ！」

　と、今度は三下Ｂが後ろから襲い掛かってくるのが見えた。右後方からのミドルキックである。仕方なく俺は三下Ａを放り捨て、振り向きざまにＢの蹴りを腕でガードした。ドスっと衝しよう撃げきが伝わる。

　……やっぱり体重の乗った一撃は痛い。しかし、殴られたら三倍にして殴り返せというのが家か訓くんである。俺はそのまま左手でＢの足を抱え込み、体勢を崩くずさせると、ただひたすらに拳を喰らわせ続けた。傍から見ればいささか間が抜けた光景に見えたかもしれない。二発ほど反撃を喰らったが、体勢がマシな分、俺が与えたダメージの方が大きかった。

　やがてボコボコにされたＢがひるんだところで、先ほどのＡがまた立ち上がろうとしているのが目に入った。俺はトドメとばかりにＢのどてっ腹に蹴りをかまし、間を空けず立ち上がろうとしたＡの髪かみの毛を思いっきり引っ摑んでムリヤリ立たせた。Ａがひるんだところで鼻っ面に頭突きをかまし、腹に膝蹴りを叩き込む。それでＡとＢの処理は終わった。

　俺は正式な格かく闘とう技ぎなんぞ習ったことは無い。経験したものといえば、大小様々のケンカだけだ。

　そして、ケンカに理り屈くつはいらない。相手に密着し、相手より多く殴る。それでオシマイなのだ。胸倉を摑まれ、密着している状じよう態たいから繰り出される蹴りや頭突きを避よけれるようなヤツなどいないのだから。

　ふと見ると、影野に襲い掛かったらしい三下ＣとＤ、ついでにＥまでもが、それぞれ大の字になって寝ていた。

　影野が俺の方をうらみがましく見ている。その顔が「なんで俺の方が多いんだ」と愚ぐ痴ちっていた。

　あとはスキンヘッドを含めて三人だけ──と思ったその時。

「ちょ、ちょっと、何すんの、離しなさいよ！」

「うるさい、黙だまれ！　そこの二人、そこまでだ！」

　皐月の喚き声が聞こえるのと同時に、先ほどのスキンヘッドがそんなセリフを叫んだ。

　……声の様子からなんとなくこの後の展開が読めてしまった。だが、状況ぐらいは確かく認にんしておかねばなるまい。俺はしぶしぶスキンヘッドの方に向き直った。

「こ、このガキがどうなってもいいのか!?」

　そこには、やはりというかスキンヘッドに羽は交がい絞じめにされている皐月の姿があった。

「……どうする、山鹿」

　呆れ果てた……と言うより疲れ果てた口く調ちようで影野が言った。

「決まってるだろ、そんなこと」

「それもそうか」

「おい、何をゴチャゴチャ言っている！　いいか、このガキがどうなっても──って、ちょっと待て、無視して背を向けるな！　無む言ごんで家に入るんじゃねえ！」

「ちょ、ちょっとそこの二人！　このあたしを見捨てていくつもりじゃないでしょーね!?」

　このクソ暑い中、なんで手て間まを増やすことしかやらないのだろう、あのガキは。

　俺は振り返って言い捨てた。

「そんなガキ、どうなろうと知ったこっちゃねえ。煮にるなり焼くなり好きにしてくれ。ただし忠ちゆう告こくしておくが、どんな風に料理しても固かたくて食えんだろうから気をつけろよ」

「なっ──」

　スキンヘッドが呆あつ気けに取られ、皐月は抗議の声を上げた。

「ふ、ふざけないでよ！　あたしをなんだと思ってるわけ!?　死んだら化けて出るわよ、化けて出たら夜怖くて眠れないわよ、眠れないと夏バテするわよ、夏バテしたら今以上に怠なまけ者ものになってその内飢うえて死ぬわよ！」

　なんであのガキはこのクソ暑いのにこうも元気なのだろう。

　俺が妙な感心をしていると、影野が言った。

「山鹿、さっさと行こうぜ。いちいち相手してるから疲れるんだよ」

「……今回はお前が正しい」

「あ、てめえら！　無視して行くなっての！　おいお前ら、ぼけっと突っ立ってないでさっさと道塞ふさげ！　あとで指つめさせっぞ！」

　スキンヘッドの呼びかけに応おうじ、まだ床ゆかにのびてない数人が果か敢かん──あるいは無む謀ぼうと言うべきか──にも俺と影野の進しん路ろを塞ごうとする。

　俺は気だるげに頭をぽりぽりと搔かいた。

「ふう。まだやるのか？　弁護士に暴ぼう力りよく沙ざ汰たはマズイんだがなあ」

　俺がそう言った瞬間──周しゆう囲いの空気が一変した。

「な、なんだとっ!?」

「こいつ弁護士なのか!?」

「や、やばいっすよ兄貴！」

　……しまった。こんなことなら最初に名乗っておけばよかった。

　弁護士の証あかしたる黄金バッジは、背広の襟えり元もとについている。そしてその背広は、暑いので脱いだままだったのだ。

　俺はいつの間にか地面に落としていた背広を拾い上げ、その襟についている黄金バッジを見せつけてやった。途と端たんにスキンヘッド達はハトが豆まめ鉄でつ砲ぽう喰らったような顔になり、その隙すきに皐月が逃れた。

「ふ、ふん、弁護士だからって俺達がひるむとでも思ってんのか？」

「思ってる。影野、行くぞ」

「へいへい」

「ちょ、ちょっと待てコラァ！　人を殴りつけといてタダで済まそうってのか!?　警察呼んで逮たい捕ほさせっぞ!?」

　あんたらが警察呼べる立場か──と思わず突っ込みたくなったが、代わりに弁護士らしくこう言い返す。

「おいおい、先に殴ってきたのはあんたの方だろ？　こっちは自分の身を守るために仕方なく殴り返しただけさ。正当防ぼう衛えいが無む罪ざいだってことは、今や世間の常じよう識しきだろ？」

「う、ぐぐぐぐ……」

　ちなみに、殴りかかってきたのは向こうだが、挑ちよう発はつしたのはこっちだし、おまけに気き絶ぜつするまで殴り返すというのはちょっと〝正当防衛〟の範はん囲いを逸いつ脱だつし、〝過か剰じよう防衛〟を構成することになってしまう可能性も低くはない。が、どうせこいつらがそんなことに気付くとも思えないので気にしないことにする。

「な、なら家か宅たく侵しん入にゆう罪ざいで警察呼ぶぞ！」

　スキンヘッドは懲こりずに言った。

「それを言うなら住居侵入罪だな。もっとも、住居侵入罪は正当な理由がないのに住居へ勝手に入ったときに適てき用ようされる。俺は正面玄げん関かんから用事があって堂々と入ってきたから住居侵入罪は適用できねーな」

「な、なんだと……!?」

「あんたも法律を少しばかし勉強しておくこったな。こういう時、なかなか役に立つぜ？　さ、通してもらうぞ。これ以上弁護士様の邪じや魔まをすると、警察に目をつけられるのはお前らの方だからな。観かん念ねんしてあんたらのボスの居い所どころを教えてくれないか？」

「……は、入って一番突き当たりの部屋だ」

　スキンヘッドがしぼり出すように答え、俺と影野の行く手を遮さえぎろうとする者もいなくなった。

　俺と影野が悠ゆう然ぜんと家の中に入ると、小走りに皐月が付いてくる。

「もうっ！　何よさっきの！　あたしがどうなってもいいって言うつもり!?」

『ったりめーだ』

　それに対する俺と影野の返答は見み事ごとにハモっていた。皐月が不満げな顔をしたのは言うまでもない。

「あー、それからちょっと気になったんだけど、〝出て行け〟って言われて出て行かなかったら〝不ふ退たい去きよ罪ざい〟とかいう罪つみになるんじゃなかったっけ？」

　俺は肩をすくめて答えた。

「ま、何事も勉強不足はよくないってことだ」

「そーよね。世の中には舌した先さき三寸でハッタリをかますのが趣しゆ味みって悪どい弁護士もいるもんね～？」

「…………」

　やり返したつもりなのだろう。皐月はどこか満足げな顔をしていた。




　それからは抵抗もなく、俺と影野は目的の場所にたどり着いた。

　スキンヘッドに率ひきいられた数人が十メートルほど距きよ離りを空けておっかなびっくり後をつけてきていたが、まあ気にしない。

　スキンヘッドに教えられた部屋を仕切っているふすまを一気に開ける。

「誰だ、騒そう々ぞうしい！　部屋に入る時はノックしろと言っただろう！」

　……ふすまってノックするものだっただろうか？　まあどうでもいいが。

　そこもまた純和風の部屋だった。畳たたみ張ばりの床で、お約束のように部屋の隅すみには掛かけ軸じくと日本刀が飾られている。

　そして、着物を着たえらそうな態たい度どの男が一人、座ざ布ぶ団とんに座って読書していた。

「んー、誰だてめえは？」

「山鹿って弁護士だ。あんたに用があって来た」

「べ、弁護士!?」

　その男は、誰の目にもたじろいで見えた。

　俺は部屋の隅すみに置いてあった座布団を勝手に取ると、その男の真ん前にどかっと座った。

「あんた、名前は？」

「わ、わしは五十嵐いがらし太た郎ろうと申します、知らぬこととはいえ失礼を……」

　突とつ然ぜんの態たい度どの豹ひよう変へん。

　その様子を見て、〝弁護士って一体なんなのよ……？〟と皐月が目で言っていた。

「じゃあ五十嵐さんよ、部下のしつけはちゃんとしてもらわないと困るじゃないか。さっきも玄関のところで、スキンヘッドの兄ちゃんに殴られそうになったぞ？」

　途端に五十嵐は叫んだ。

「お、おい山やま田だ！　山田はどこだ!?」

「へ、へい、ここにおりやすが」

　廊ろう下かに控ひかえていた先ほどのスキンヘッドが、畏かしこまって姿を現あらわした。

「山田、貴様まさかこの方々に手を出したのか!?」

「へえ、そ、その、あっしが止めてもムリヤリ入ってこようとしたものですから」

「ば、馬ば鹿か野郎！　なんてことしやがんだ、よりにもよって弁護士先生に手ぇ出すとは！　ほら、さっさと土ど下げ座ざして謝あやまれ！　指全部失いてぇのか!?」

　山田とかいうスキンヘッドは、廊下に額ひたいをこすりつけて謝った。

「し、失礼いたしましたぁ！　どうかご勘かん弁べんを！」

「分かった分かった、俺も鬼おにじゃない。過ぎたことは忘れてやらんでもないから、そのむさ苦しい面つらをさっさと隠してくれ」

　俺が言うと、五十嵐が手であっちいけと示し、山田はそそくさと下がっていった。

「そ、それで山鹿先生。今日はどういったご用件で……？」

　ようやく本題である。こんなことなら最初から「天下の山鹿弁護士様が来たぞ！」とでも叫んでおけばよかったかもしれない。

「五十嵐さんよ。あんたら、上ノ原祭りの出店に、今年に限って高いショバ代やら登録料やらを払わせようとしてるらしいじゃねーか」

　途端に五十嵐は右手をパタパタと猛もう烈れつな勢いで左右に動かしながら、

「い、いやその、それはちょっとばかし払ってもらおうとは思いましたが、そのですね、祭りというのは昔からケンカとかの厄介ごとが絶たえんもんです。で、その祭りにうちの若いモンを派は遣けんして厄介ごとの仲ちゆう裁さいをしてあげようという、言わば護ご衛えい料りようみたいなもんで……」

　イマイチ返答になっていないことをウダウダと言った。

「別にあんたらがショバ代取ることについてとやかく言うつもりはねーよ。

　だが、今年に限ってその額を上げたり、登録料取ったりするってのはあんまりいいことじゃねーよな？」

「え……と、それはその、最近不ふ景けい気きで、わしも部下を養やしなわなきゃならん立場でもありますし……」

「不景気ってのはあんたらに限ったことじゃねーだろ。

　それに聞いてるぜ？　お前んとこに借金してる祭りの運営者に圧あつ力りよくかけてるって話じゃねーか。それは良くないよな？　下手すりゃ脅迫罪だ」

「い、いえいえいえいえ、脅迫罪なんてとんでもございやせん、それもその、金借りてるヤツが金返すアテが無いって言うもんですから、別の回収経けい路ろを提てい示じしてやってるだけで……」

「ああそうか。ま、あんたらがどんな回収やろうと知ったこっちゃない。だがな、とりあえず例年より高くショバ代やら登録料やらを取るのは諦あきらめろ。俺はそれを言いにきたんだ」

　ここまで弁護士という名前にビビっているようなら、すぐに首を縦たてに振るかと思っていた。

　だが、俺の意に反して五十嵐は渋しぶって見せた。

「それはその、ちょっと難しいかな、と……」

「ほう、なぜだ？　聞けば、あんたらのせいで祭りの開催自体危あやうくなってるって話だ。祭りがなくなっちまったらショバ代どころの騒さわぎじゃない、あんたらも損そんしか残らないだろうが」

　五十嵐はもみ手しながらへっへっへと下品な笑いを浮かべた。

「山鹿先生、それは単なるウワサですぜ。みんなが楽しみにしてる祭りですぜ？　ちっとショバ代が高くなったぐらいで中止になったりはしやせんぜ。大だい丈じよう夫ぶ、最後には向こうが折おれて解決ですよ」

「ほう。俺の要よう請せいが聞けないってわけだな？」

「いえいえ！　そんなことはいたしませんとも。

　ただ、ただですよ、仮にショバ代を負けてやったとしても、わしは手下どもを食わせてやらにゃなりません。そのためには借金の取り立てもキッチリやらにゃなりません。そうなると──」

　五十嵐は初めてニヤリと笑って見せた。

「──ちいっとばかり厳きびしい取り立てになるやもしれませんぜ。不ふ本ほん意いながら、今度こそ祭りの運営にも支障を来たすようなこともあるかもしれませんなあ」

「なるほど、いい度胸してるなあんた。そんなに警察に突き出されたいのか？」

「いえいえとんでもない！　ただまあ、祭りまではあと一週間足らず、ですが警察ってのは必ずしも迅じん速そくに動いてくれるってわけでもありません。借金の取立てが厳しくなったってぐらいじゃ尚なお更さらだってことも御ご存ぞん知じかと……」

　伊だ達てにこの道で食ってるわけじゃないらしい。

　さっきは弁護士という名を聞いた途端、妙にヘコヘコしだしたが、それは表向きだけで内心ではちゃんと人の足元を見ていたらしい。食えないヤツである。

　もっとも、弁護士をみくびってもらっても困る。もし俺が本気になれば、世の中には〝暴力団対策法〟というものがある。こんな小さな組織、警察の前に突き出してやるのは簡単だ。だが、この男が言った通り、祭りに間に合うかは微び妙みようなところだ。

　仕方がないので、俺らしい解決手しゆ段だんを使うことにする。

「なあ五十嵐さんよ。お前んとこ、賭博をやってるわけだな」

「それはその、まあ微び々びたるもんですがね」

「で、有り金をすっちまったやつには金を貸かしてやってるわけだな」

「ええまあ。ですがそれも一度に数万円の微々たるもんですし、利息も無いに等しいぐらい微々たるもんでして、はい」

「で、賭博に負けたやつらはあんたらから借りた金でもう一度賭けに出るってわけだろ？」

「さすが山鹿先生、お目が高い」

　五十嵐は上品とは言えない笑いを浮かべた。

「お前んとこに金借りてるヤツはたくさんいるわけだよな？」

「まあ、それなりには」

「貸した金の総そう額がくと、祭りで得られるショバ代、どっちが大きい？」

「そりゃまあ、借金の方でしょう」

　俺はニヤリと笑った。

　弁護士とこういう問もん答どうをしてはいけない。

「一つ極きわめて善ぜん意い的てきな取り引きを提示してやろう。

　いいか、さっきも言ったが、ショバ代を取るなとは言わん。だが、変な圧力をかけて値上げするようなことは許さん。もし変な動きをすれば──」

「ほう、どうなるのですかな？」

　五十嵐は俺が弁護士と名乗った時の慌あわてぶりが噓うそのような余よ裕ゆうぶった態度で訊きき返した。

「──あんたらが貸した金をすべて合法的にチャラにしてやる」

　五十嵐は呆気にとられたような顔をしたが、すぐに乾かわいた笑い声をあげた。

「は、はははっは、ご冗じよう談だんを。いかに弁護士といえど、借金をそうそうチャラにできるわけなんてないでしょう。借りた全員を破は産さんにでもさせるつもりですかい？　ギャンブルで作った借金なんてものは、破産の理由にならないことぐらいご存知でしょう？」

「それができるのさ。何、破産なんて方法を使う必要はない。法律は勉強しとくもんだぜ？　あんた、賭博で負けたやつに金を貸してると言ったな？」

「ええ。それが何か？」

「負けたやつはその金をまた賭博につぎ込むわけだな」

「それはまあ」

「ということは、あんたは賭博に金が使われることを知っていた上で、金を貸したわけだ」

「そ、それが何か？」

　俺の意図を摑つかみかねているのだろう、声に動どう揺ようが混じった。

「知ってるか？　この国じゃ、ほとんどの賭博はすべて御ご法はつ度とだってことを」

「まあそれぐらいは知ってますが、それをタテに脅迫するってのは勘かん弁べんして下さいよ。公にやってるわけじゃありやせん、細々とやってるだけですし」

　俺はニヤリと笑った。

「じゃあこういうのは知ってるか？　違法な目的に使われることを知っていながら貸した金は、一切返さなくてもいいってことを」

「はは、何を言い出すかと思えば…………え、はあ!?」

　五十嵐は腰こしが抜けたかのように後ずさりした。

「あんたはさっき賭博に使うために金を貸してるって言ったな？　言ったよな？　で、賭博は違法なわけだ。

　つまりこの場合、違法目的の金貸しってことになるから、借りたヤツは一円も返さなくていい。最さい高こう裁さいでもちゃんとそういった判例が出てるのさ。おっと、今いま更さら〝貸した金が賭博に使われるなんて知らなかった〟なんて言わせるほど俺は甘くないからな。

　ま、諦めるんだな。俺がその気になりゃ、あんたらに借金したやつらを全員集めて、まとめて弁護してやることもできる。

　そうなれば、間違いなくあんたらが貸した金は一いつ銭せんも戻ってこない」

「そ、そんなことでわしを騙だまそうったってそうはいきやせんぜ。貸した金が全部棒ぼう引びきになる？　そんな都つ合ごうのいい話があるわけが──」

「信じないならそれでもいい。ま、俺としてはどこかの弁護士に相談することをオススメするがな。

　さて、これで用事は終わりだ。もう一度言っておくが、ショバ代を値上げするようなことは許さん。その時は容よう赦しやなく借金をチャラにしてやるからな、それだけは覚えとけ」

　俺はそう言い捨てると、事の成り行きを面白そうに見ていた皐月、暇そうにしていた影野と共に、その場を後にした。




　　　　◆




　一週間後。

　相あいも変わらず開店休業中の我わが事務所を影野が訪おとずれたのは、日も暮れかかった夕ゆう刻こくだった。

　しかし、今の俺にとっては影野のことなどどうでもいいことだった。俺はテーブルの上の品々を前に、一人悩んでいた。

「う～む」

「……また何を考え込んでんだ、お前は」

「さっきコンビニでパンとミネラルウォーターとカセットテープと雑誌を買ってきた」

「また割り箸でも付いてきたってのか？」

「いや、スプーンだ」

「…………」

「一体何に使えってことなのか気になって仕方ねえんだよな……」

　すると影野は顔をしかめながら、

「あー、そんなことはどうでもいい。

　それより今日は祭りだぞ。お前も事務所でクーラーとお茶ばかりじゃなく、たまには屋台でビールと焼き鳥でもおごれよ」

「…………」

　目の前に存そん在ざいする疑ぎ問もんも確かに気にはなった。だが、それ以上にクソ暑い中で焼き鳥を肴さかなにビールを飲むというのに心を惹ひかれた。




　上ノ原祭り。どこの地方にもよくある夏祭りだ。みこしをぶつけあったりするわけでもなく、個性的な踊おどりを踊る行列があるわけでもない、何の変へん哲てつもない祭りではあるが、街外れにある神社までの通りにはたくさんの屋台が並び、それなりの活気で溢あふれる。

　言うまでもないことだが、祭りは無ぶ事じ開催の運びとなった。それもこれも全すべてこの俺のおかげなのだが、どうも世の中というやつは正義の味方に不公平な作りになっているらしく、〝山鹿弁護士に感謝を〟という看かん板ばんもなければ、焼き鳥一本オマケしてやろうというオヤジもいなかった。

　と、騒さわがしい屋台の並ぶ通りを歩いているその時だった。

「……お、おい山鹿」

　影野が動揺した声を出し、ある一角を指差した。

　コイツが動揺するとは珍しい。ひょっとして影野の昔の女が屋台でもやっているのではないかと思い、ふと見ると、

「いらっしゃいませー、はい、三名様ですね、ごあんなーい♪」

　瞬しゆん間かん、背せ筋すじに悪お寒かんが走った。

　見み間ま違ちがいようもない、浴衣を着込んだどこぞの小悪魔。

　ある一角に、椅い子すとテーブルが並んだビヤホールのような夜店があった。それはいい。

　そこでなぜか皐月が客寄せをやっている。まあ祭りだ、あのガキも手伝いの一つもしてるのかもしれない。それもいい。

　しかし。しかしだ。

　なぜ客のほとんどが男なのだろうか？

　なぜウェイトレスとおぼしき店員が、それも全員が、どうみても中学生、それも浴衣を着た女子ばかりなのだろうか？















　そしてなぜ、堂々と〝女子中学生喫きつ茶さ〟と書かれた看かん板ばんがあるのだろうか？

「あー、弁護士先生と名探偵様じゃない！」

　と、客引きをしてたらしい浴衣姿の皐月が俺達に気付いて寄ってきた。

「あんた達がこんな人ごみの中に出てくるなんて珍しいわね。祭りは明日も続くんだから、珍しいことして雨降らせるのは勘かん弁べんしてよ？」

「……お、おい皐月。それより聞きたいんだが、この店はなんだ？」

「え？　見れば分かるでしょ、美少女でおまけに浴衣姿の現げん役えき中学生がウェイトレスをやってる出店よ！」

「………………」

「………………」

「これから夏休みじゃない？　でもさー、クラスのみんなが映画一つ観みに行くお金もないってゆーもんだから、このあたしがこの店を計画してあげたのよ！

　でもほら、祭りってショバ代とか必要で、勝手に店出すと色々とめんどいらしいじゃない？　だからあんた達には感謝してるわよ、おかげでショバ代は安くなったし、町内会長の弱みも握にぎれたから簡単に店が出せたわ」

「………………」

　一いつ瞬しゆん、めまいがした。

「で、やることが〝女子中学生喫茶〟かよ？」

　影野が尋たずねた。すると皐月は右手をぱたぱたと振りながら、

「やーねー、あんな名前付けてるけど、別に変なことするわけじゃないわよ。出すものだってお好み焼きとかカキ氷だし、あたし達はただ運んでるだけだし。

　ほら、あっちで料理作ってるのってあたし達の親なのよ？」

　ふと見ると、確たしかにその通りだった。皐月が示したテントでは、中年の男女が汗だくになりながら料理を作っていた。

　まあよく考えれば、中学生だけで夜店を出したなんてことが学校にバレたらタダじゃ済まないだろう。どうも客が男ばかりで妙にいかがわしい印いん象しようさえ受けたが、まさか親のいるところで手を出す男もいないだろうし。

「ほら、あんた達も寄ってかない？　いちおー働いてもらったことだし、少しぐらいならサービスしてあげるわよ？」

　俺は影野と顔を見合わせた。

「……どうする？」

「ま、いーんじゃねーの？　タダ働きの報ほう酬しゆうだと思えば」

「決まりね、二名様ごあんなーい♪　メニューはそこに置いてあるから、好きなの選んでいいわよ！」

　皐月が指差した方を見ると、喫茶店のように〝焼きそば二五〇円〟〝カキ氷二〇〇円〟などと書かれた値札と見本の品が置かれていた。

「こういうことはしっかりしてるぜ……。ま、折せつ角かくだ、祭りの味でも堪たん能のうさせてもらうとするか」

　影野の言葉に「そうだな」と頷うなずこうとしたその時。

「………ん？」

　ふと、品書きに隠かくれるようにして、妙な紙切れが置かれていることに気付いた。なんだろうと思い、引っ張り出してみる。

「あ、そ、それはっ！」

　皐月が慌あわてて俺の手からその紙切れを奪い取る。だが、わずかに遅かった。

　俺は見てしまった。紙切れに書かれていた言葉を。

　いわく、〝神社一周デート二五〇〇円〟──

「俺は何も見てない！　何も見てないし、なんにも拘かかわってもいないぞ！」

　頭を抱えつつ、自らに暗あん示じをかけるように何度も呟つぶやくと、俺は脱だつ兎とのごとくその場から走り去った。




　どれだけ走っただろう。

　いつの間にか、ほとんど人気のない路ろ地じに入っていた。

　夜とは言え、このクソ暑い夏に走ったためか、全身から汗が流れ出ている。

　しかし、どれだけ走っても、先ほど目に入ってしまった悪夢のような言葉が頭から消えることはなかった。

　影野は今頃祭りの名物に舌した鼓つづみを打っているのだろう。今回ばかりはうらやましい。〝知らぬが仏〟とはよく言ったものである。

　もしあんな店の出しゆつ店てんに協力した弁護士などと疑うたがわれれば、今度こそ俺の弁護士免許は空の彼方かなたに飛んでいくことになるだろう。

　皐月にまんまと一いつ杯ぱい喰わされた。だが、俺の口からは一言たりとも問い質ただすことはできない。あんなガキに、この俺がダシにされるとは……。

　と、その時。

　ドーンと夜空に花火が咲いた。

　夜空が赤く輝いたが、それも一瞬のことですぐに暗くら闇やみが戻もどる。

　俺はふと思った。

　花火というものは、こんなにも切ないものだったのか、と──。


（借金と浴衣でもうける方法？　完）
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　あたしは黒板横の壁かべ掛かけ時計を見た。午後三時。時間である。

　公立明あけ野の南みなみ中学校二年Ｂ組。それがあたしのクラスである。

　今この教室の机つくえは、普ふ段だんとはまったく違ちがった形に並ならべ替かえられていた。

　黒板の前に教きよう卓たくがあるのはいつも通りだけど、今は先生の代わりにメガネをきらめかせたＣ組の委い員いん長ちようの男子が座すわっている。普段教室に整せい然ぜんと並べられているはずの机は全すべて廊ろう下かに出されており、教卓の左側に七人、右側に八人、計十五人のＣ組やＤ組の男女がそれぞれ椅い子すに腰こし掛かけていた。陪ばい審しん員いんとしてである。

　教室の後ろ半分には傍ぼう聴ちよう席せきとして椅子が雑ざつ然ぜんと並べられ、我わがＢ組はもちろん、これから始まるイベントに興きよう味みを抱いだいている他のクラスの生せい徒とも押おしかけていた。

　陪審員席のやや手前には二組の机と椅子が五メートルほどの間かん隔かくを空けて向かい合わせに置かれており、さらにその間にポツンと一つだけ机が置かれている。右側の机に座るのが弁べん護ご側がわ、左が検けん察さつ側がわ、そして中央の机は証しよう言げん台だい代わりだ。テレビドラマでよく見かける法ほう廷ていの図を、ムリヤリ教室の椅子と机で再さい現げんした結けつ果かがこれである。

　その弁護側の席に着いているのが、このあたし──皐さ月つき伊い予よと、不安そうにしているクラスメイトの田た村むら奈な恵えちゃんである。

　そして相対する検察側の机には、どこかお高くとまった一人の女子が、見るからに嫌いやみったらしい笑みをあたしに向けていた。

「さて、時間だ。皐月君、準じゆん備びはいいかね？」

　教卓──もとい裁判長席に座ったＣ組の委員長が、中学生とは思えない大人びた口く調ちようであたしに言った。名前は山やま戸と武たける。こんな名前を付けた親も親だと思う。

　彼のことを説明しようとすると、軽く三十分はネタになる。見かけだけの話をしても、メガネをかけたまあそれなりにハンサムな生徒で、背が高くて運動神しん経けいが抜ばつ群ぐんで腕うでっぷしも強くてその上成せい績せきも優ゆう秀しゆうというとんでもないやつである。

「準備は整ととのってるわ！　いつでもいいわよ！」

　あたしは堂どう々どうと答えた。

　すると検察側の席に座っていた女が、長い髪かみをばさりとかきあげ、

「皐月さん、あなたサルじゃないんだからいちいちキーキー怒ど鳴ならないで下さる？　うるさくてしょうがないわ」

　むかっ。

　思わず青あお筋すじを立ててしまう。

　いきなりこの言い様である。この学校における、あたしの不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵。

　とっさにあたしが何か言い返してやろうとした時、Ｃ組委員長──もとい裁判長が、中指でメガネを軽くかけ直して言った。

「瓜うり畑ばたけ君、そのような個人攻こう撃げきは一いつ切さい禁きん止ししたはずではなかったかね？」

「あら、これは失礼」

　あたしの不俱戴天の敵は答えた。だが、自分の名前を呼ばれた時、微び妙みように頰ほおを引きつらせたのをあたしは見み過すごさなかった。

　この生なま意い気きそうな女の名前は瓜畑好よし子こ。現げん役えきの検事を兄に持つ、農業で成功した資し産さん家かの娘だそうだ。〝自分はその辺の平民より上の存在なのだ〟とでも思い込んでいるらしく、その上何かと一番にならないと気がすまない性格で、校内一の人気者であるこのあたしを敵てき視しし、ことあるごとに張はり合おうとしてくる邪じや魔ま極きわまりない女である。資し本ほん主しゆ義ぎが生んだ歪ゆがんだ人間の典型とでも言おうか。いつか毛もう沢たく東とう様の語ご録ろくで頭を殴なぐってやりたい。

　ただ、自分の名前にはコンプレックスを抱いているらしく、「ウリバタケ」と呼ばれる度たびに顔を微妙に引きつらせるクセがあるのは見てて面おも白しろい。

「それで瓜畑君、君も準備はいいのかね？」

「もちろんですわ。このわたくしに手ぬかりなどありません」

　裁判長は頷うなずくと、教室──もとい法廷をぐるりと見回してから言った。

「結けつ構こう。ではこれより学級裁判を始めるとしようか」

　裁判長のメガネがキランと光ったような気がした。




　事の発ほつ端たんは、昨日きのうの六時間目──体育の授じゆ業ぎようが終わった時のことだった。

　うちの学校では、体育の授業をＡ組とＢ組、Ｃ組とＤ組が、それぞれ男女別の合同で行われている。また、更こう衣い室しつというものがない。代わりに男子はＡ組の、女子はＢ組の教室をそれぞれ更衣室として使っている。

　そして昨日、バレーボールの授業が終わって教室に戻ってきた後、Ａ組の近こん藤どう明あけ美みという子が、自分のサイフが無なくなったと騒さわぎ出したのだ。たちまち犯はん人にん捜さがしが始まり、その容よう疑ぎは──あろうことか、あたしの友人でもある田村奈恵ちゃんにかかってしまったのである。

　うちの学校では、以前にも教室に置いてあったサイフが無くなるという事件があった。それ以い降こう、体育の授業中は手の空いている先生が教室を見み回まわることになっている。

　そのため、怪あやしいのは体育の授業の前、最後まで更衣室に残っていた人物ではないかということになり、それが奈恵ちゃんだったのだ。

　当とう然ぜん、奈恵ちゃんは否ひ定ていした。だけど、否定する彼女のカバンから、なぜか本当に近藤という子のサイフが出てきてしまったのだ。

　Ａ組の生徒はこぞって彼女を犯人扱あつかいした。だけど、あたしは元より我がＢ組のみんなは、間ま違ちがっても彼女が泥どろ棒ぼうなんてするような子じゃないことを知っている。ちょっと病びよう弱じやくなところがあっておとなしい性格だけど、誰だれにでも優しく接せつするどこぞの弁護士とは正反対の子なのだ。体育の授業が始まる前、最後まで教室に残っていたのも、前の授業中に体たい調ちようを崩くずして保ほ健けん室しつに行っていたからなのだ。

　こうしてＡ組とＢ組による終わりの見えない言い争いが始まった。そこに出てきたのが、なぜかあの山戸武だった。

　この学校一番の人気者と言えば、もちろんこのあたしである。一番タカビーなやつといえば瓜畑だろう。だが、一番の変人を挙あげろと言われれば、誰もが口を揃そろえて言うだろう、山戸武であると。

　中一の終わりに、〝将しよう来らいの夢〟という安直な題だい名めいの作文を書かされたことがある。それによれば、彼の夢は将来東大に入って大だい企き業ぎように就しゆう職しよくして役員にまで上のぼり詰つめてから市し議ぎ会かい議ぎ員いんに立りつ候こう補ほし、実じつ績せきを作ってから国会議員に転てん向こうしてやがては与よ党とうの党とう首しゆとなって世界の紛ふん争そう解かい決けつのために自じ衛えい隊たいの指し揮き権けんを国こく連れん軍ぐんに貸たい与よすることなのだそうだ。

　ちなみに、東大受験に失敗した場合は、自ら傭よう兵へいとなって弾だん圧あつされている少数民族のために武ぶ器きを持って戦うのが夢だ──と冗じよう談だんとは思えないことまで書いていた。世界の将来のためにも、あたしは彼が東大に受かることを願ってやまない。

　彼は言い争いが続くＢ組の扉とびらをガラッと開け、ずかずかと入ってくるなり言い放った。

「もめごとかね！　もめごとかね！　それはいかん！　まず私に事じ情じようを話してみなさい！　感情に惑まどわされてはいかん！　推すい測そくで物もの事ごとを判はん断だんしてはいかん！　紛争の解決には、まず第三者に事情を話し、冷れい静せいかつ客きやつ観かん的てきに判断することこそが──ぐはああぁぁっ!?」

　教室ではまだ着き替がえ途と中ちゆうの子もいた。山戸はたちまち袋ふく叩ろだたきにされ、ゴミ箱ばこを頭に被かぶせられて廊下に放り出されたのだった。しかし、なかなか根こん性じようがあるというか諦あきらめが悪いというか、きっちり五分後にはゴミまみれの姿すがたで再び教室に入ってきて、ムリヤリ事じ態たいに介かい入にゆうしてきたのである。

　だが、彼一人来たところで女の言い争いがそう簡かん単たんに収おさまるものではない。瓜畑率ひきいるＡ組の「彼女が犯人だ」という主しゆ張ちように対し、あたし率いるＢ組の「いや違う」という不ふ毛もうな論ろん争そうは延えん々えんと繰くり返された。

　そんな時、山戸が一つの提てい案あんをしたのだ。

「皐月君、私の記き憶おくが確かならば、君は最近書かされた作文に、将来は弁護士になりたいと書いてなかったかね？」

「うん、そーだけど」

「瓜畑君、君は現役の検事を兄に持つと言うウワサを聞いたが、本当かね？」

「ええ、そうよ」

「よろしい。ではこうしようではないか。

　皐月君、君は目もつ下か容よう疑ぎ者しやとされている田村君の弁護士となりたまえ。瓜畑君、君は検察官だ。

　そしてＡＢ組以外のクラスの中から陪審員を募つのり、君たち二人で互いに弁べん論ろんを交わし、決着をつけるのだっ！　不ふ肖しよう、この私が裁判長を務つとめようではないかっ!!」

　……一見バカバカしいと思われた山戸の提案。しかし、反対意見が出ることはついになかった。

　あたしはＢ組のみんなから人じん望ぼうを集めている。容疑者にされてしまった奈恵ちゃんからも同様だ。あたしになら自分の潔けつ白ぱくを託たくしてもいい──奈恵ちゃんはそう言ってくれた。

　意外なことに、瓜畑もＡ組の生徒からはそれなりに人望を集めているらしかった。彼女が被ひ害がい者しやを代だい理りして糾きゆう弾だんすることに反対する子は一人もいなかったのだ。

　かくして、前ぜん代だい未み聞もんの学級裁判が開かれる運びとなったのである。

　もし裁判の末すえ、山戸がサイコロで決めた陪審員達が、奈恵ちゃんに嫌けん疑ぎありと判はん断だんすればその旨むね先生に報ほう告こくされてしまう。そうなれば奈恵ちゃんの内ない申しん点てんに響ひびくのは必ひつ至しだろう。

　だが、もし無む罪ざいとされれば彼女を犯人扱いしたＡ組の代表として瓜畑が頭を下げて謝しや罪ざいすることになっているのだ。

　あのタカビーでいけすかない瓜畑の頭を下げさせるためにも、奈恵ちゃんから受けた信頼に応こたえるためにも、あたしは負けるわけにはいかなかった。




「それではまず検察側たる瓜畑君から尋じん問もんを始めてもらおう。最初の証しよう人にんを呼びたまえ」

「分かりましたわ、では──」

　瓜畑は指一本も差させない堂々とした態たい度どで立ち上がった。認みとめたくはないが、普段の態度がでかい分、こういった場面でのこいつの役者ぶりは大したものである。

「最初の証人として、Ｂ組の三み重え野の綾あやさんを喚かん問もんさせて頂いただきましょう！」

「あ、あたし!?」

　傍ぼう聴ちよう席せきに座っていた綾ちゃんが素すっ頓とん狂きような声を出した。

　うぬう。これはあたしも意外だった。

　一いち応おうあたしや瓜畑は、事件に関係のある生徒を自由に証人として喚問していいことになっている。当然、瓜畑は自分に都つ合ごうのいいことしか言わないであろう配はい下かのＡ組から証人を呼ぶと思ってたけど……。綾ちゃんはＡ組に敵てき対たいするＢ組の生徒であるばかりか、あたしの友人なのだ。

「三重野君、異い議ぎがないようならば前に出て頂こうか」

　裁判長に促うながされ、綾ちゃんは戸と惑まどったようにあたしの方を見た。あたしがうんと頷いて見せると、決心したように教室の中心に置かれた証言台代わりの机に近づく。

「証人はクラスと姓名、出席番号を述のべるように」

「え、ええ？　二年Ｂ組、三重野綾、出席番号七番、ですけど……」

　出席番号を述べる意味がどこにあるのだろう──そう考えたのはあたしだけではないと思う。だけどこの山戸武という男、どうもそういう形式にこだわるタイプらしい。

「よろしい。では宣せん誓せいを。君は良心に基もとづき、真実のみを証言すると誓ちかうかね？」

「はあ、まーそのつもりですけど……」

「結構。では瓜畑君、質しつ問もんを開始してくれたまえ」

「了りよう解かいしましたわ裁判長。

　さて三重野さん。あなたは昨日、体育の授業に出ましたわね？」

「え、ええ、出ました」

「事件のあらましを見ていたということですわね？」

「まあそういうことになりますけど……」

「結構ですわ。では証言して頂きましょう。事件があった体育の時間は昨日の何時間目のことでしたか？」

「ろ、六時間目です」

「よろしい。ではその授業が終わってから、まずどんなことがありました？」

「え、Ａ組の近藤さんが、サイフがないって騒ぎ出して……」

「でも、結局その後でサイフは出てきたわよね？」

「え？　う、うん、そうだけど……」

「ではそのサイフがどこから出てきたかも御ご存ぞん知じよね？　詳くわしくおっしゃって下さいな」

「えっ……」

　綾ちゃんは口ごもり、あたしは舌した打うちした。

「三重野君、君は答えられる質問には答えなければならない」

　裁判長がキラリとメガネを光らせた。綾ちゃんは答え辛づらそうだったけど、やがておずおずと口を開いた。

「た、田村さんのカバンから出てきましたけど……」

「ありがとう。あなたへの質問はそれだけよ」

　瓜畑の見み事ごとな言い回しっぷり。教室はシンと静まり返った。

　おのれウリバタケ、やってくれる。わざわざＢ組の生徒から、それもあたしの友人の口から、容疑者が誰だったかを言わせるとは。おまけに、なんで奈恵ちゃんに容疑がかかったのか、その辺りの事情を全すべて意い図と的てきに省はぶいていた。こうしてまずはっきりと奈恵ちゃんが容疑者であると周囲の人間に印いん象しよう付づけるつもりなのだろう。伊だ達てに現げん役えきの検事を兄に持ってるわけではないらしい。

「結構。では皐月君、反対尋じん問もんを行いたまえ」

　裁判長が言ったので、あたしは立ち上がった。

「三重野さん。田村さんのカバンから財布が出てきたというその過か程ていを詳くわしく説明してくれませんか？」

　と、あたしが言い終えた瞬しゆん間かん、

「異議ありですわ裁判長！」

　瓜畑がすっくと立ち上がった。

「反対尋問ができるのは、直接尋問で私が質問した範はん囲いに限られるはずですわ！　私がこの証人に訊きいたことは、事件が昨日の六時間目終了時に起こったということ、サイフは被ひ告こく人にんのカバンから出てきたということ、この二点のみです！　よって反対尋問はこの二点に関連することのみに限られるべきであると考えますわ！」

　傍聴席から大小の歓かん声せいが上がった。こんな小こ難むずかしい単たん語ごをちりばめた、長ったらしいけど耳に聞こえのいい異議をスラスラと並べ立てられれば、裁判なんて初めて見るみんなはそれなりにインパクトを受けてしまうだろう。

「なるほど、確たしかにその通りではある。皐月君、反はん論ろんはあるかね？」

　うっ、とあたしは口ごもった。

　うーん。まさか初しよっ端ぱなからこんな異議を申し立てられるとは思ってなかった。

　こういう時、知り合いのペテン弁護士辺あたりなら、すぐさま適てき当とうな反対意見を思いつき、すらすらと反論するのだろう。だけど、裁判なんてものを初めてやるあたしには、反論する糸口さえ思いつかなかった。確かに〝反対尋問できる範囲は直接尋問で質問された事じ項こうに限られる〟という約やく束そく事ごとは存そん在ざいするんだし……。

　だけど、いつまでも黙だまっているわけにはいかない。あたしはＢ組の代表であり、あたしの隣となりには不安そうな顔をした奈恵ちゃんがいるのだ。決して後ろを見せるわけにはいかない。

　瓜畑の異議について、反論の糸口は見つからない……。なら、せめてこの場をうやむやにすることができれば……。

　あたしは内心の動どう揺ようを必ひつ死しに抑おさえつつ、かろうじてこう口にすることができた。

「へー、確かに反対尋問の範囲からはちょっと逸いつ脱だつしてるかもしれないけど、そんなにムキになってまで異議を申し立てる必要なんかあるのかしら？　ひょっとして、反対尋問されると何か都合の悪いことでもあるの？」

　こう反論されるのは予よ想そう外がいだったのだろう。瓜畑は鬼き女じよのごとく顔を怒いかりに染め、

「な、なんですって!?　よくもぬけぬけと……！　わ、わたくしは裁判の決まりを遵じゆん守しゆしようとしているだけですわ！」

「あーそう。じゃあ何もそこまでムキにならなくてもいいんじゃないの？　ほら、あんたの顔見てみんなおびえてるわよ」

　瓜畑はハッとしたように顔を硬こう直ちよくさせたが、それもごく一いつ瞬しゆんのことで、突とつ然ぜん咳せき払ばらいをしたかと思った次の瞬間には、いつものお嬢じよう様さまのような笑みを浮かべていた。その変へん貌ぼうぶりときたらあたしでさえ呆あつ気けに取られるほどだった。

「まあいいわ、瓜畑さんが嫌がってるみたいだからこの辺にしといたげる。反対尋問は以上よ！」

　なんとかうやむやにできた──内心でほっとしつつ、あたしは椅子に座り込んだ。

　昨日、ペテン弁護士に話を聞いておいてよかったと思いながら……。




　　　　◆




　……事件があった昨日の放ほう課か後ごのことである。

　あたしと敵対する瓜畑には、現役の検事というとんでもない兄がいる。

　その兄とやらが優秀なのかは知らないけど、瓜畑はきっと学級裁判までに、その兄から色々と教きよう示じを受けてくることは間違いない──あたしはそう確かく信しんしていた。

　となれば、こちらも瓜畑が知ち識しきを蓄たくわえていくのを指をくわえて見ているわけにもいかない。そこであたしは当然の答えを導みちびき出した。向こうが現役の検察官に助じよ言げんを受けているのならば、こちらも現役の刑事弁護士から助言を得ればいいのだ。

　幸いなことに、あたしには一人知り合いの弁護士がいる。その弁護士の名前は山やま鹿しか善ぜん行こー。刑事裁判を引き受ける度たびに、出てきた証人をこねくりまわし、検察側の主張をひっちゃかめっちゃかにかきまわし、裁判を混こん乱らんさせてはそのどさくさに紛まぎれて被告人を無罪にするのが得とく意いというとんでもないペテン弁護士である。

　だけど、その揚あげ足の取り方には確かに見習うべき点がある。

　あたしが彼の経けい営えいする山鹿法ほう律りつ事務所に足を向けたのは、そんな当とう然ぜんの帰き結けつからだった。

「とゆーわけだから善ぜん行こー、あたしに裁判のイロハを教えなさい！　今すぐに！」

　あたしは適当に状況説明をし終えると、腰こしに手を当てて胸を張はりながらそう嘆たん願がんした。

　ここで普ふ通つうの男なら、このあたしの妖よう精せいのような可か憐れんさに魅み了りようされ、なんでも言うとおりになるはずなのだ。

　だが、少なくともこの法律事務所にたむろしている男どもは、残ざん念ねんながら普通と形けい容ようできる人種ではなかった。

「…………」

「……ふぁーあ……」

　善ぜん行こーは机の上で腕を組んでそこにあごをのせ、廃はい人じんになったかのようにぼけーっとしてるだけだったし、事務所にいつもたむろしているもう一人の社会不ふ適てき応おう者しや──影かげ野のとかいう自じ称しよう私し立りつ探たん偵ていは、接せつ客きやく用ようのソファに横になって眠そうにあくびしただけだった。

「ちょ、ちょっと善行！　話ちゃんと聞いてたの!?　あたしみたいな可愛かわいらしい美少女があんたにお願いしてやってるのよ！　ちゃんと応こたえてやるのが筋ってもんじゃない！」

　すると善行は、のそりと顔を上げてのたまった。

「相談料は三十分五千円……」

「む、むむむむ……！」

　そうきたか！

　何かといえば金、金、金である。これだから資本主義社会の拝はい金きん主義弁護士とゆーやつは大だい嫌きらいなのだ。少しは困っている一美少女を無む償しようで助けてあげようとかいう気にはならないのだろーか。いつかレーニン様の語録で頭を殴なぐってやりたい。

　でも、無実の罪つみを着せられた奈恵ちゃんのためにも、なんとしてもこの弁護士から裁判のイロハを聞きださなければならない。こいつは性格的には最悪でどうしようもないヘタレ弁護士だけど、いざ刑事裁判に臨のぞめば勝しよう率りつは百パーセントというとんでもない弁護士には違いないのだ。

　だけど、そう遠くない未来に訪おとずれるであろうこの国の共きよう産さん主義への革かく命めいに備そなえることを考えれば、こんなやつに大枚五千円も払ってやる気はこれっぽっちもなかった。

　うーむ、仕し方かたがない。背に腹は替えられない。

「分かったわ、じゃあ交こう換かん条件にしたげる！　もし相談に乗ってくれたら──」

「……くれたら？」

「向こう三週間、この事務所に出入りしないであげるわ！」

「いいだろう」

　……即そく答とうだった。

　ペテンでヘタレな上に、失礼な弁護士である。救いようがない。

　まあとにかく、そんなこんなであたしは現役弁護士から裁判のなんたるかを聞きだすことができたのだ。

　善行は言った。

「いいか、証人喚問で必要な技法なんてものは、俺が知る限り三つしかない。こじつけと三さん段だん論ろん法ぽうと誘ゆう導どう尋じん問もん、それだけだ──」




　　　　◆




「では瓜畑君、次の証人を呼びたまえ」

　裁判長がキランとメガネを光らせた。あのメガネには発はつ光こう装そう置ちが付いているというもっぱらのウワサだ。

「次の証人は岡おか部べ志し野のさんですわ」

　今度はＡ組の子だった。瓜畑もいよいよ核かく心しんに迫せまる気なのだろうか。

　やがて岡部という子が証言台に立ち、宣誓を終えると、瓜畑は間を空けることなく尋問を開始した。

「あなたも事件があった昨日、体育の授業に出席しましたわね？」

「はい、出席しました」

　あらかじめ打ち合わせしていたのだろう、その子はスラスラと答えた。

「では、体育の授業が始まる前に目にしたことを証言して下さるかしら？」

「はい。私、その日は日直だったんで、前の授業で使用した黒板を綺き麗れいにしなきゃならなかったんです。そのおかげで、ちょっと着替えるのが遅くなっちゃったんです」

「なるほど、あなたは着替えるのが遅れた──それから？」

「更衣室だったＢ組を出るのは私が最後になるのかな、と思ってたんですけど、まだＢ組に残って着替えてた子がいたんです」

「それが田村奈恵さん、ということですわね？」

「はい」

「つまり、教室を出たのは彼女が最後だったわけですわね？」

「ええ、その通りです」

「ところで、近藤さんがサイフが無くなったと言い始めた時、あなたはその事をみんなに言ったわね？」

「はい、言いました。教室に最後まで残ってたのは田村さんだったと」

　あたしの隣に座ってる奈恵ちゃんが、すっかりうつむいてしまっている。

　元々、気が強い子じゃないのだ。こんな状況がいつまでも続けば泣き出してしまうかもしれない。なんとかしてあげたいけど……。

「ありがとう、質問は以上よ」

　瓜畑は周しゆう囲いの男子に見せ付けるようにニコッと笑ってみせた。

　校内で一番の人気者といえばこのあたしだが、非ひ常じように残念なことに、あの瓜畑も容よう姿しだけはそう悪くない。おまけに家は資産家ときている。その上、ほんのちょびっと、わずかにだけど、あたしよりスタイルがいい。そんな女にニコッと笑ってみせられたら……何割かの男子は簡単になびいてしまうだろう。

　しかし、脳のうみその代わりに胸ばっかり成長してるような女にこのあたしが負けるわけにはいかないのだ。

「皐月君、反対尋問を行いたまえ」

　あたしはすっくと立ち上がった。

　向こうも本腰を入れてきた以上、こっちも徹てつ底てい的てきにやらなければならない。だけど──。

　あたしはふと善行とのやりとりを思い出していた。




『ねえ善行。誘導尋問ってどんなの？』

　善行はぶっきらぼうに答えた。

『質問の中に質問者の望のぞむ答えが暗あん示じされている尋問』

『そ……それじゃ抽ちゆう象しよう的てき過すぎてワケ分かんないわ！　もっと具ぐ体たい的てきに教えてよ！』

『それがものを教えてもらう人間の態度かよ。ったく、一いつ銭せんも払はらわん分ぶん際ざいで態度だけはでかいんだからな……』

　と、突然、ソファで昼寝してたはずの影野がのそりと身を起こし、

『態度がでかい分、理り解かい力りよくが不足してるんだろ』

『なんか言った!?』




　あたしは頭を振った。違う違う、思い出すのはこの場面じゃない。




『誘導尋問の例となると……そうだな、少々極きよく端たんだが、たとえば証人にこう訊きくのは誘導尋問になる。〝一いつ般ぱん的てきに、物を盗ぬすむのは悪いことだと思いますよね？〟とかな。こう訊かれれば誰だって〝はい〟としか答えようがない。その上、訊かれた当人はもちろんただこの質問を耳にしただけで、誰だって〝物を盗むのは悪いことだ〟って考えるようになる。こうやって証人は元より陪審員や傍聴人まである種の方向に誘導するのが文字通り誘導尋問ってわけさ』

　あたしは半分しか理解できなかった。だけど、その後に言った善行の言葉は覚えている。

『ま、俺に言わせりゃ検察が証人を呼んで尋問するのは全部誘導尋問にしか見えんがな。だってそうだろ？　質問者が望む答えを証言させることが、証人尋問の目的だ。どうやったって誘導的にはなる。

　何が言いたいかっつーとだ。証人をわざわざ呼んで尋問する時は、証人が何を証言すればいいかなんて最初から用意されてるんだ。で、検察官が何をするかというと、その用意されたセリフのみを証言できるよう状況を整ととのえてやる──つまり誘導するのさ。

　だから検察側の証言は絶ぜつ対たいにあっち側に都合のいいように聞こえてくる。だが、実じつ際さいはそうじゃない。どこかに必かならず触ふれられたくない点があるのさ。だから、反対尋問ではその点を突ついてやればいい』

『じゃあ、もしその触れられたくないってゆー点が分からなかったらどうするのよ？』

『分かるまで尋問するのさ。証言を片っ端からほじくり回してな』




　証言を片っ端からほじくり回す──。

「……あ、そういえば……」

　そこであたしははっとなった。

　なんでこの岡部さん、自分より後に残ってた人のことなんか覚えてたんだろう？

　問い質ただしてみよう。あたしは一度深しん呼こ吸きゆうすると、反対尋問を開始した。

「岡部さん、答えて下さい。普通、体育の着替えの時、最後に誰が残ってるかなんて気にしますか？」

「そ、その時はたまたま覚えていたんです」

　さっきまでスラスラと答えていた彼女の口調に、初めて動どう揺ようが生しようじた。

「そうかしら？　じゃあ岡部さん、答えて。一昨日おとといにも体育の授業があったと思うけど、その時あなたより遅おそくまで教室に残ってたのは誰だった？」

「そ……そんなの覚えてません」

「じゃあ先週の体育の時はどう？」

「お、同じじゃない、覚えてるわけないわ」

「あらそう。じゃあなんで昨日に限って田村さんの事を覚えてたの？　普段の体育の時は、そんなこと全然気にしてなかったんでしょう？」

「い、いえ、別にそんな大した理由があったわけじゃ……」

　あたしははっきりと悟さとった。今こそペテンをかます時だ。

「いいかしら？　最後まで教室に残っていたのは田村さんだ──あなたがそう言ったからこそ、彼女に容疑がかかったのよ？　普段、自分より遅くまで更衣室に残ってたのが誰かなんて気にしていないあなたがそう言ったから！

　なんで昨日に限ってそんなことになったのかしら？　ひょっとして、田村さんに罪をなすりつけたい理由でもあったの？」

　教室内がにわかにざわめきだし、岡部さんは顔色を変えた。

　いける──。

「ちょっとお待ちなさい、皐月さん！」

　──と、あたしが思い始めた時、また出てきた。瓜畑はすっくと立ち上がると猛もう然ぜんとしゃべりだした。

「いいですか皐月さん、よくお聞きなさい！　昨日、この証人が教室に最後まで残っていたのが田村さんだと覚えていたのは当然のことよ！　なぜならそれは一昨日でも一週間前のことでもないわ、たった一時間前にあった出で来き事ごとなんですから！　たかだか一時間前に起こった出来事なら、記憶に残ってたって当然ですわ！　それを何日も前の出来事と同列に扱うことなどできません！

　それに、田村さんに罪をなすりつけたい理由でもあったか、ですって!?　事件解決のために重要なことを証言してくれた人に対し、そのような言い方は極めて不適切ですわ！」

　裁判長は中指で軽くメガネをかけなおした。

「静せい粛しゆくに、瓜畑君。異議を申し立てるならその旨むね発言することは許きよ可かする。だが、今のように許可なく私見を述べることは許されない。よろしいかね？」

「結構ですわ裁判長。わたくしとしたことがつい取り乱してしまいました。

　この教室にいる皆様に申し上げますわ、ただ今のわたくしの発言は不適切なものです。すべて忘れていただいて結構よ」

　瓜畑はわざとらしく肩をすくめ、やんわりとそう言うと、落ち着き払った態度で椅子に座った。

　うううう……おのれウリバタケ、まさかここまでやるとは。

　せっかく人が引ひっ搔かき回す糸口を見つけたって言うのに、あんなことを言われてしまっては、これ以上苛いじめようがないじゃない……。

　うーん、他に何か手はないだろうか。あたしは気を取り直して必死に頭を回転させた。

　善行は手て詰づまりになったらとにかく小突き回せと言っていた。とりあえずあたしは質問を続けることにした。

「では岡部さん、質問を変えましょう。あなたは日直をやってて遅おくれたんですね？」

「ええ、そうです」

「でも、あなたはＡ組ですよね？　Ａ組は男子が更衣室に使うはずです。たとえ黒板を消していたのだとしても、それほど遅れないはずですけど」

　これは我ながらいい質問だと思った。だけど、

「遅れることには違いないじゃないですか」

　そ、そりゃそうだ。……っていやいや、納なつ得とくしてちゃいけない。

　あたしは「そんな答えは予よ測そくしてたんだぞ」と主張するかのように、なんとか平静を装よそおいつつ質問を続けた。

「あなたが教室を出たとき、つまり最後に奈恵ちゃんを見かけたのは何分頃ごろのことでした？」

「チャイムが鳴なる直前のことです」

「それじゃ抽象的過ぎるわ。チャイムが鳴る何分前だったのか、もっと具体的に答えてくれない？」

　あたしは何なに気げなく問い質した。すると、突然岡部さんの顔に、再び戸惑いの色が見て取れた。

「そ、その、正確な時間までは覚えてないですけど」

　ぴきーんと来た。

　ここだ。今度こそ、徹底的に突くべき場所だ。

「あら、正確な時間を覚えてないの!?　じゃあそれはチャイムが鳴る一分ぐらい前だったのかもしれないのね？」

「た、多分そのくらいかと……」

「でも、三分前だったかもしれないのね？」

「え……」

　教室がかすかにざわめき始めたその時だった。

「異議がありますわ裁判長！」

　瓜畑が立ち上がって言った。

「この証人の証言で重要な点は、被告人の田村さんが最後まで教室に残っていたという点だけです！　チャイムが鳴る何分前のことだったかなんて、まったく関係がありませんわ！」

「ふむ。どうかね、皐月君？」















　今回はあたしも何と反論すべきかが分かった。

「もう少し尋問を続けさせてもらえれば、すぐにこの質問が重要なことだと分かるはずよ！」

「結構。なら今しばらく続ぞつ行こうを許可しよう」

　あたしは気を取り直して続けた。

「さて岡部さん。もしあなたが教室を出たのがチャイムの鳴る直前だったとすれば、確かに被告人の田村さんが最後まで教室に残っていたと言えるかもしれないわ。

　でも、あなたは正確にいつ教室を出たかは覚えていないと言ったわね。もしそれがチャイムの鳴る三分前ぐらいだったとしたら、田村さん以外の誰かが教室に出入りすることは充じゆう分ぶんに可か能のうだと考えられないかしら？」

　教室のざわめきが度合いを増ました。

「異議ありですわ！　これは誘導尋問です！」

「異議は却きやつ下かする。証人の記憶や偏へん見けんを正すために、反対尋問時では誘導尋問が許可される」

「ぐっ……。そ、そうだったわ……」

　瓜畑は小さな声で呟つぶやくと、悔くやしそうに席に戻った。

「証人は質問に答えるように」

　裁判長が促うながしたけど、岡部さんはなかなか答えようとしなかったので、代わりにあたしが再度口を開いた。

「裁判長、岡部さんはどうも答え辛そうなのでここまでにしとくわ。反対尋問は以上よ！」

　教室はシーンとなった。誰もがこのあたしの雄ゆう弁べんさに感動を隠かくし切れないに違いない。

　誘導尋問は、たとえ答えが得られなくても、それを口にするだけで効こう果かがある──。善行の言葉の意味がようやく分かった気がした。




「つ、次の証人として近藤明美さんを呼ばせて頂くわ！」

　瓜畑はかすかに生じた動揺を隠しながら言った。

　証言台に立ったのは、事件の当とう事じ者しやだ。サイフが盗まれたと主張したＡ組の近藤明美。

「さて、では近藤さん。サイフが無くなってるとあなたが言い始めたとき、先ほどの証人である岡部さんが、教室に最後まで残っていたのは田村さんだと言ったんですわね？」

「はい」

「その時、あなたはあることを提案したわね？」

「はい。私はこう言いました。体育の授業中は、盗とう難なん防ぼう止しのため、先生がずっと見張ってるはずだから、この教室を使ってた人以外に犯人がいるとは思えない。だから、最後に教室を出たっていう田村さんがどうしても怪しく見える──私はそう言ったんです」

「あなたにそう言われて、田村さんはどうしたのかしら？」

「彼女は必死に否定しました。自分の持ち物を全部調べてもらってもいいって」

「なるほど、それから？」

「それで実際に田村さんがカバンの中身を全部空けたところ……出てきたんです」

「何がかしら？」

「私のサイフです」

　教室は静まり返った。あたしと奈恵ちゃんにとって、あまり居い心地ごこちのよくない静けさである。

「ところで、あなたのサイフというのはこれのことですわね？」

　瓜畑はどこからかサイフを取り出した。

「ええ、そうです。最近流は行やりのサイフなんです。黄色いストライプが入ってて、見た目は小さいけどカードなんかもたくさん入るいいサイフなんです」

「裁判長、検察側はこのサイフを証しよう拠こ物ぶつ件けんとして提出しますわ」

「よろしい。では一時的に預あずかるとしよう」

　もうすっかり瓜畑は検察官面づらである。別に鑑かん定ていするわけでもないのに、サイフを裁判長に預けてどうしようというのだろう。

「直接尋問は以上で終了よ」

「よろしい。皐月君、反対尋問を行いたまえ」

　あたしは黙って立ち上がった。

　正しよう念ねん場ばである。なぜ実際に奈恵ちゃんのカバンからサイフが出てきたのか──この事実をどうにかしない限り、勝利はあり得ない。

　あたしは三み度たび善行の言葉を思い出そうとした。




『ねえ善行。もし完全に動かしようのない決定的に不利な証拠が出てきたらどうするの？』

　善行はしれっと答えた。

『俺の知る限り、そんな証拠にはただの一度たりともお目にかかったことはないな』

『だっ……だからたとえばだってば！』

　少しムキになって言うと、善行は再度しれっと答えた。

『こじつけるのさ。なんでもいい、理り由ゆうをでっちあげてペテンにかけろ。

　いいか、ある不利な証拠が出てきたとする。その証拠は動かしようのないものかもしれない。なら視し点てんを変えてみろ。その証拠が出てきたのはなぜだ？　なんでその証拠が露ろ見けんすることになったんだ？　そんなことを問い詰めていけば、どこかに必ず偶ぐう然ぜんの要よう素そが出てくる。そうすりゃ、今度はその偶然性について適当な理由をこじつけるのさ』

　うう、難むずかしくて何言ってるんだかちょっとよく分からない……。

　すると、あたしの心情を見み透すかしたかのように、影野が眠そうな声で口を挟はさんできた。

『ようするに、不利な証拠が出てきたらそれは誰かが仕組んだものだと主張しろ……ってこった。事をうやむやにするためにもな』

　今度はなんとなく理解できた。

　理解できた……が、もしそういうことだとすると、もう一つの疑問が湧わいてくる。

『じゃ、じゃあ、本当にその証拠が偶然出てきたものだったらどうするの!?　その証拠を見つけた人に濡ぬれ衣ぎぬ着せることになっちゃうじゃない！』

　すると善行と影野は、何であたしがそんなことを言うのか理解できないといったような不ふ可か解かいな顔をした。そして口を揃そろえてさも当然なように言い放つ。

『それがどうした？』




　……あたしがこの場で何を問い詰めるべきか、なんとなく分かったような気がした。




「近藤さん、サイフが実際に出てきた時の状況について詳しく証言してもらいたいと思います。その時田村さんはどんな顔をしていましたか？」

「ど、どんな顔って言われても……。とにかく、ひどく驚おどろいてたような」

「ひどく驚いてた！　なるほど。

　たとえば、自分のバッグに知らない内に人のサイフが入ってたりしたら、そんな風にひどく驚くんじゃないですか？」

　近藤さんが反はん応のうを示す間もなく、瓜畑が立ち上がった。

「異議ありですわ！　弁護側は勝手な推すい論ろんを押し付けてるだけです！」

　裁判長が裁さい定ていを下す前に、あたしは肩をすくめて続けた。

「じゃあ質問を変えてあげるわ。ひょっとしてこうも考えられるんじゃないかしら？　ある人物が、あなたのサイフを盗む。そしてそのサイフを奈恵ちゃんのカバンに入れる。そうしておいて、彼女が容疑者であり、カバンの中身を見せなければならない状況に追い込む──」

　ざわめきだす教室を背はい景けいに、瓜畑が怒鳴り散ちらした。

「さ、裁判長！　異議を申し立てますわ！　これは証人を意図的に陥おとしいれようとした悪意のある質問ですわ！」

「異議を認める。弁護側は、質問を変えるように」

「結構よ、反対尋問は以上だから」

　なるほど、とあたしは思った。

　反対尋問ってゆーやつは、こうやればいいのか。

　検察側が提出した証拠や証人に、別の解かい釈しやくを加える。そうすればあとは勝手に聞いてる人が納得してくれるようになるのだ。




「では瓜畑君、次の証人を呼びたまえ」

　瓜畑はすっくと立ち上がると、わずかに苛いら立だたしげな口調で言った。

「検察側の証人尋問は以上で終わりですわ！　これまでの証人喚問で、被告人である田村さんにどれだけの疑うたがいがあるかは、充分に分かって頂けたと思いますもの！」

「よろしい。ではこれより弁護側の証人喚問に移ってもらうわけだが、その前に十分ほど休きゆう憩けいを入れたいと思う。異議はないかね？　よろしい。では休憩」

　裁判長は木き槌づち代わりのボールペンを教卓に叩たたきつけ、ガンという大きな音を鳴らした。

　それを合あい図ずに、教室はたちまちざわめきに包まれる。あたしの周りにも、どこか爽そう快かいそうな表情をしたＢ組の面めん々めんが集まってきた。

「さすが伊予ちゃん！　あの反対尋問すごかったわよ！」

「さすがのウリバタケもあの形ぎよう相そうだったもん、笑っちゃうよねー」

「伊予ちゃん、これからもどんどんあの化けの皮をはがしてやってよ！」

　口々に言う。あたしはどんと胸を張った。

「だいじょーぶよ、あたしに任まかせなさい！　今度はこっちが一ひと泡あわ吹かせてやる番なんだから！」

　周囲から再び歓かん声せいと期き待たいの声が上がった。

　あたしは顔で笑いつつ、内心で必死に考えていた。

　今までの弁護で、確かにいくらかの容疑は薄れた……と思う。

　でも、なぜ奈恵ちゃんのカバンにサイフが入っていたのか。その明めい確かくな答えが見つからない限り、決けつ定てい打だにはならない気がする。

　奈恵ちゃんが盗とったわけがない。すると、誰か他の人がこっそり奈恵ちゃんのカバンに入れたことになる。いつ？　誰が？　どうやって……？

　そもそも、先生が見張ってるこの教室で、どうやったらそんなことが可能だと言うんだろう。

「……そうだ」

　そこまで考えて、ふと思いついたことがあった。

「ん？　どうしたの、伊予ちゃん？」

　友人の一人、彩あや崎さき由ゆ衣いちゃんが怪け訝げんそうに尋たずねてきた。

「ねえみんな、ちょっとサイフ見せてくれない？」

　あたしは不ふ思し議ぎそうな表情のみんなからサイフを見せてもらうと、あることを確信し、裁判長に近づいた──。




「ではそろそろ審しん理りを再さい開かいしよう」

　木槌代わりのボールペンを教卓に叩きつけながら、裁判長が宣せん言げんした。

　休憩時間中にあたしがあんな提案をしたにも拘かかわらず、相あい変かわらず表情一つ変えないのはさすがというかなんというか。

「皐月君、証人を呼びたまえ」

「では弁護側証人として、再度被害者である近藤さんに証言台に立って頂きます」

　やがて近藤さんが少々むっつりとした表情のまま証言台に立った。

「裁判長、証拠物件として提出されたサイフをちょっと貸かして下さい」

　あたしの発言に、裁判長は「うむ」とだけ言ってサイフを手渡した。

「近藤さん、これはあなたのサイフよね？」

「ええ、そうです」

「このサイフが無くなった時、いくら入ってたか覚えてる？」

　近藤さんは顔を赤らめた。

「お、覚えてはいますけど、この場では言いませんよ」

「証言しろなんて言わないから安心して。ところで、サイフが無ぶ事じあなたの手元に戻った時、何か無くなっているものはあった？」

「い、いいえ」

「何も無くなってなかったのね？」

「そ、そうです」

「それはちょっとおかしくないかしら。サイフを盗んだら、中身だけでも移うつし替えたりすると思わない？」

　瓜畑が猛もう然ぜんと立ち上がった。

「異議ありですわ！　それは根こん拠きよのない推論を押し付けてるに過ぎません！」

「異議を認める。弁護側は質問を変えるように」

「分かったわ」

　あたしは肩をすくめながら答えた。さて、いよいよ本番だ。

「近藤さん、このサイフを渡しますから、ちょっと中身を確かく認にんしてもらえる？」

「え……ええ、いいけど……」

　近藤さんは怪訝そうな顔をしてサイフをあたしから受け取って中を開いた。

　と、次の瞬間、その顔が驚きよう愕がくに染そまる。

「お、お金がないわ！　あたしが大事にしてたテレホンカードも！」

　教室──じゃない、法廷はたちまちどよめいた。

　あたしはニヤリと笑った。

「安心して、近藤さん、あなたの中身入りのサイフは裁判長が持ってるわよ」

「うむ」

　裁判長は教卓の中から別の黄色いストライプの入ったサイフを取り出した。近藤さんと瓜畑は元より、教室にいるみんなが呆気にとられる。

「さ、裁判長！　こ、これはどういうことかしら!?」

　瓜畑が動揺しながら言った。

　あたしは裁判長の代わりに答えた。

「ここで皆みなさんに謝あやまらなければならないことがあるわ。ま、詳しいことは裁判長が説明してくれるけど」

「うむ。私は先ほど弁護側から一つの提案を受けたのだ。被害者のカバンから出てきたサイフが、本当にこの証人のものだったのか──。それを確かめるために、一つ実験をしたい、外見が同じ別のサイフとすり替えさせて欲しいと」

　あたしは裁判長の言葉を継つぎ、動揺を隠せない近藤さんに言った。

「近藤さん。あなたはさっきこう証言したわね。このサイフは最近の流りゆう行こうのサイフだったと。流行ってことはそれだけ数が出回ってるってことよね？　つまり、そんなサイフをあなただけが持ってるとは限らない。今あなたの手元にあるそのサイフは、うちのクラスの彩崎さんのものなのよ」

「で、でも！　あの時田村さんのカバンから出てきたサイフは、確かにあたしのものだったわ！　あたし名めい義ぎの診しん察さつ券けんだって入っていたもの！」

「そ、そうよ皐月さん！　こんな実験何の役にも立たないわ！　現実に、近藤さんのサイフが出てきた──この事じ実じつは動かしようがないわ！」

　瓜畑も冷静さをかなぐり捨すてて抗こう議ぎする。

　あたしは二人を無む視しし、裁判長に向き直った。

「裁判長、今弁護側は一人の証人を呼びに行ってもらってるわ。その証人が来るまで、少し時間が欲しいんだけど」

「よろしい。では少し休憩に──」

　とその時。あたしのクラスメイトに連れられて、一人の教きよう師しが入ってきた。

　小こ林ばやし順じゆん子こ先生。専せん門もんは理科である。定てい年ねん退たい職しよく間ま近ぢかの高こう齢れいな先生だ。教師としての経けい験けんも豊ほう富ふで、どんなに扱あつかいづらい生徒であっても──このあたしはもちろん、瓜畑や山戸でさえ──この先生の手にかかれば簡単に丸め込まれてしまう。

　小林先生は、普段とはまったく違った装いの教室を見回すと、のんきそうに口を開いた。

「あらあら、どうしたのかしらみんな。放課後にこんな教室に集まって、まるで裁判みたいな並びだけど。さしずめ私は証人ってとこかしら？」

　あたしは先生の疑問を無視して尋ねた。

「先生、昨日の六時間目、あたしたち体育があったんですけど、この教室を見張っててくれたのって先生ですよね？」

「ええそうよ。この教室で今度の中間テストの問題作ってたから。みんな、ちゃんと準じゆん備びしてる？」

　傍聴席から悲ひ鳴めいが上がった。

　お願いだから先生、中間テスト間近だなんて現実に、あたし達を引き戻さないでください。

「と、ところで先生、このサイフに見覚えってない？」

　あたしはさっきのサイフを取り上げた。

「ええ、あるわよ。昨日、教室に入った時、そのサイフが彩崎さんの机の傍そばに落ちてたのよ。この間の社会見学の時、彩崎さんのサイフを見ててね。最近の若い子はこんなサイフを持ち歩いてるのねー、って覚えてたのよ。彩崎さんが着替える時に落としたのかと思って、カバンの中に入れておいてあげたんだけど。

　あら、ひょっとして違う人のサイフだったかしら？　そうだったらごめんなさいね。サイフの中身まで見るのはちょっと気が引けたもんだから」

「ねえ先生、彩崎さんの机ってどこか覚えてる？」

「ええ。右から三列目の前から二番目でしょう？」

　傍聴席がわずかにざわめいた。ざわめいたのは、軒のき並なみＢ組の生徒だった。

「先生、そこ田村さんの席ですよ」

「あら、そうだったの？　ごめんなさいね、最近歳としのせいか細かいことをよく忘れちゃうのよ。

　あら、瓜畑さんどうしたの？　なんか燃もえ尽つきたような顔してるけど」




　　　　◆




　その日の放課後──。

「──というわけで見事にこのあたしが勝利を収めたのよ！　まー、みんな最初から結果は分かってたみたいなんだけどね、あたしが負けるわけないって！

　あの瓜畑が頭下げるところは傑けつ作さくだったわねー！　結けつ局きよく奈恵ちゃんが〝間違いは誰にでもありますよ〟とかいって中ちゆう途と半はん端ぱに終わっちゃったんだけど。

　……ってちょっとあんた達、ちゃんと聞いてる!?」

　あたしは勝敗の結果を教えてやるために、わざわざここを訪おとずれていた。山鹿法律事務所である。

　だが、太陽はすでに傾かたむきかけているというにも拘わらず、この事務所の住人はアヘン窟くつにたむろする中ちゆう毒どく者しやのごとくぼけーっとしてるだけだった。

「おい皐月。お前、向こう三週間ここに出入りしないって約束だろ」

　善行が眠そうな顔で言った。

「なによあんた、せっかく可愛い生徒が結果を報告しにきてあげてるのよ!?　よくやったとか、褒ほう美びに一万円あげようとか、なんかあるでしょ!?」

「…………」

　善行は机に突つっ伏ぷした。礼儀知らずな弁護士である。

「それよりもさあ、善行。一つだけ聞きたいことがあるんだけど」

「……知るか。帰れ」

　あたしは無視して続けた。

「誘導尋問ってゆーのはなんとなくどんなものか分かったのよ。あとこじつけってやつもね。でも、三段論法ってやつだけイマイチよく分からなかったのよね。そもそも、こじつけと三段論法ってどう違うの？」

「……それ教えてやったら帰るか？」

「ええ、帰ってあげるわよ。で、なんなの？」

　善行はめんどくさそうに頭をぽりぽり搔かいていたが、やがて口を開いた。

「いいか、三段論法とこじつけってのはな、ある意味似たようなもんであることは違いない。強しいて使い分けるとするなら、こじつけは相手をペテンにかけるときに使う。三段論法は……まあ状況にもよるが自分の考え方を飛ひ躍やくさせるために使うんだ」

「……イマイチよく分かんないわね。もっと具体的に言えないの？」

　善行は苛いら立だたしげに舌打ちを一度してから、早口でまくしたてた。

「一つ有名な笑い話を教えてやる。それで納得しろ。

　あるところに二人の男がいた。片方の男がもう一人の男に尋ねた。

『論ろん理り学がくってのはどういったもんなんだ？』

　するともう一人の男は答えた。

『やって見せよう。お前の家には芝しば刈かり機きがあるか？』

『あります』

『ということは、広い庭があるわけだな？』

『ええ、広い庭があります』

『ということは、一いつ戸こ建だてだな？』

『その通り、一戸建てです』

『ということは、家族がいるんだな？』

『その通り、妻つまと二人の子供がいます』

『ということは、お前はホモじゃないな？』

『その通り、ホモじゃありません』

『つまりこれが論理学だ』

　もう一人の男は、『なるほど』と頷いた……」

　あたしは首を傾かしげた。この男、突然何を言い出すのだろう。

「……それがどうしたって言うのよ？　今のどこが三段論法と関係あるってゆーわけ？」

「話は最後まで聞け。おい、影野！」

　善行はいつものようにソファで横になってるヘボ探偵に声をかけた。

「……なんだよ」

「お前の家には芝刈機があるか？」

「あるわけないだろ」

　すると善行はニヤリと笑った。

「じゃあ、お前はホモだな！」





（はじめてのさいばん　完）
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　それは、仕事の都つ合ごうで両親と離はなれて兄と二人で同どう居きよしている私──岡おか田だ佳か代よ──の家で最近よく見かける光こう景けいだった。

「ああそうだ岡田、こないだ貸かした三千円、そろそろ返してもらえるとありがたいんだが……」

　大学二年の兄──岡田修おさむ──の友人が私の家からの帰り際ぎわ、玄げん関かんでどこか申もうし訳わけなさそうにそう切り出した。それに対し、

「すまん！　今少し財さい布ふが寂さびしくてさ、もうちょっとだけ待ってくれないか？　頼たのむ、この通りだ！」

　私の兄はいつも通り平へい身しん低てい頭とうでただひたすら謝しや罪ざいの言こと葉ばを述のべている。

「あ、ああ。いや別に、三千円ぐらいいつでもいいんだ。まあ今度払はらえる時にでも……」

「すまんな、ほんと恩おんに着るよ。ああ、余よ裕ゆうができたらすぐに返すからさ！」

　こうして今日も兄は心優しい借しやつ金きん取とり達たちからのうのうと逃げのびることに成せい功こうするのだった。

　そして友人が出て行くと、さっきまでの申し訳なさそうだった態たい度どはどこへやら、ふんぞり返ってのうのうとこう言ってのけるのだ。

「ふん、だーれが払ってやるか！」

　私は思わず天を仰あおいだ。我わが兄ながらなんと情けないことか。




　兄は二つの顔を持っている。

　一つは、誰だれとでも気き軽がるに付き合い、困こまった友人がいれば親しん身みになって相そう談だんにのってやる善ぜん良りような人間そのものの顔。

　そしてもう一つは、親しくなった友人知人から金を借かりては返さないという裏うらの顔である。

　借りる額がくはせいぜい二千円から多くても一万円ほどで、決して高こう額がくとは言えない程てい度どだったため、兄の世せ話わになった友人達は簡かん単たんに金を貸していった。

　中には世話になった恩おんに少しでも報むくいようと、少ない小こ遣づかいをどうにか工く面めんしてまで金を貸す人もいた。彼らは皆みな、「絶ぜつ対たい返すよ」という兄の言葉を信じていた。

　しかし、兄はその全員に対し、何かと言いい訳わけをしては支し払はらいを延のばし、一円たりとも返へん済さいしたことがなかった。兄には金を返す気など初めからまったくなかったのだった。兄が人に親身になるのは、ただ金を借り上げるためだけだったのだ。

　恩おん義ぎを感じているからか、友人達も数千円ぐらいの貸しならそれほどしつこく「金返せ」と要よう求きゆうすることはないらしい。親身になって色々と相談にのってやり、恩を感じさせてから高額とは言えない額を借りるという、我が兄ながらなかなかに巧こう妙みような手しゆ段だんだ。

　それでも、中にはなんとしてでも金を取り返そうと怒いかり狂くるった人もいた。しかし、兄には一いつ向こうに返す気はない。挙あげ句くの果はてにはなおも催さい促そくしてくる友人に対し、「借りた覚えなんてないね。借しやく用よう書しよでもあるのか？」と思いっきり開き直る有あり様さまだった。

　それに対し、被ひ害がい者しや達の中にはわざわざ弁べん護ご士しに相談した人さえいたらしい。しかし、その効こう果かはまったくなかったという。なぜだろうと私が不ふ思し議ぎがっていると、兄は笑いながら自じ慢まんげに語った。

「俺の年ねん齢れいはいくつだか知ってるよな？」

「十九でしょ？」

「そう。未み成せい年ねんだから、親の承しよう諾だくを得えずに行った契けい約やくは全部無む効こうにできるんだ。だから俺がいくら金を借りたって、その契約は無効になるのさ」

　……そんなうまい話があるわけないと思った。そんなことで人から借りたお金をチャラにできるのなら、世の中の大学生の経けい済ざいは一体どうなるのやら。

　私は最近のニュースで仕し入いれた知ち識しきで兄に逆ぎやく襲しゆうしようと試こころみた。

「でも、未成年者が何か厄やつ介かいごとを引き起こしたら、親の監かん督とく責せき任にんが問われるんでしょ？　兄あに貴きがこんなことやってるなんてお父さんに知られたら、勘かん当どうどころじゃすまないわよ？」

　しかし、兄は平へい然ぜんとしていた。

「監督責任を問うってのはな、せいぜい十八歳未満のガキが対たい象しようで、これが十八とか十九歳になると適てき用ようは難むずかしいんだよ。十九歳なんてほとんど大人と同じだし、成人の日になりゃ酒もタバコも堂どう々どうとやれるしな。だが、法ほう的てきにはあくまで未成年だから、親の同意を得ていない契約は無効にできるのさ」

　思わず私も「へぇー」と納なつ得とくしてしまった。

「そんな知ち識しき、どこで知ったの？」

「テレビだよ。最近、弁べん護ご士しが出てくる番組が多いだろ？　チャンネルを適てき当とうに変えてたら、偶ぐう然ぜんそんなことを言ってるのが耳に入ったのさ」

　……自分で積せつ極きよく的てきに調べたことではないところが、我が兄らしいというかなんというか。いずれにせよ情けない。

　とはいえ、そういった法的な事じ情じようがあることは確たしかなようで、弁護士もこんな学生同士のやり取りに介かい入にゆうすることはひどく嫌きらうらしい。そして結けつ局きよく、兄に金を貸した友人達は泣なき寝ね入いりするしかなくなってしまうというわけである。我が兄ながら、こういうところは感心してしまう。

「でも兄貴も来月には二は十た歳ちでしょ？　そうなったらその言い訳も使えなくなるじゃない」

「なーに、来月になったら来月になったでまた別の手を考えりゃいい。こんなに簡単に金が手に入ったんだ、似にたような方法はまだいくらでもあるだろ」

　そう言って兄は気き楽らくに笑うのだった。

　しかし──と私は考えた。

　こんなことをやってたら、いつかきっと兄には誰も友人がいなくなる。それだけならまだ自じ業ごう自じ得とくで済すむ話だが、万が一金の絡からんだロクでもない事件でも引き起こされようものなら、我が家は世せ間けんの笑いものだ。

　そうなってしまう前に妹である私が兄を改かい心しんさせなければならない──私はそう決心した。こんなバカ兄貴、ちょっとぐらい痛い目に遭あわせてやった方がいいのだ。

　だけど、残ざん念ねんながらまだ中学二年生の私に、腐くさっても大学生である兄をどうにかできるとは思えない。

　どうしようか……と悩なやみ始はじめた時、私の脳のう裏りにある友人のことが浮うかんだ。

　その友人は──ちょっとなんだか分からないけど──弁護士を一人召めし使つかいとして飼かっているという。




　彼女の名は、皐さ月つき伊い予よという。




　　　　◆




「なあ山やま鹿しか」

　接せつ客きやく用ようのソファを占せん領りようしていた影かげ野のが、しみじみと切り出した。

「……なんだよ」

　俺はデスクの上に足を放り出すという姿し勢せいのまま、気けだるげに答えた。

「この法ほう律りつ事じ務む所しよ、相あい変かわらず客がいねえな」

「……誤ご解かいのないように言っておくが、別に依い頼らいがないわけじゃないぞ。俺が客の選より好ごのみをしているだけだからな」

「ま、暇ひまには変わりないわけだな」

「…………」

　思わず言葉に詰つまってしまった。

　影野の言う通り、残念ながら我が山鹿法律事務所は今日も開かい店てん休きゆう業ぎよう中ちゆうである。その原げん因いんは、俺が事情の入り組んだ殺人事件しか引き受けないという点にある。食しよく指しの動かされない依頼を持ってくる客は、片かたっ端ぱしから門もん前ぜん払ばらいだ。

　そのかいあって、最近では離り婚こんやら遺い産さん相そう続ぞくやらの俺好みでない案あん件けんを持ち込んでくる客もいなくなり、俺もいちいち断ことわる口こう実じつを考える必要がなくなって少々安心していた。

　まあそれはいいのだが、ますます俺の事務所を訪おとずれる人間が少なくなってしまったのは少々考えものだろう。「客の来ない法律事務所」というのもあまり世せ間けん体ていがよくないし、一いち応おう「弁護士は世のため人のため積せつ極きよく的てきに働きましょう」などという倫りん理り規き定ていもあったような気がする。唯ゆい一いつの訪ほう問もん客きやくが「エアコン代がもったいない」という理由で昼間から人の事務所に押しかけてくるどこぞのヘボ探たん偵ていだけという現げん状じようでは尚なお更さらだ。

　たまには選り好みせず、事務的な仕事の一つでもやってやるか──思わずそんなことを考え始めた時、ノックもなしに事務所のドアが開かれた。

「お、客だ。よかったな、山鹿」

　影野が茶ちや化かすように言う。

　忘れていた。この事務所には影野以外にもう一人、常じよう連れんの客がいるのだ。

　いや、そいつを客と呼ぶわけにはいかないだろう。暇つぶしのように我が山鹿法律事務所を訪れ、一円の得とくにもならない厄やつ介かいごとばかり撒まき散ちらしていく共きよう産さん主しゆ義ぎかぶれのそのガキを。

「善ぜん行こー、仕事持ってきてやったわよー！」

　そのガキ──皐月伊予は、そんなセリフを口にしながら同じ制服を着た同級生らしき女の子を引ひっ張ぱってきた。

　身長は皐月よりやや高い。スカート丈たけはやたらと短く、手て提さげカバンにはジャラジャラとアクセサリーをぶら下げている。髪かみの毛も短くどこか活かつ発ぱつそうで、休日には原宿辺りで一日中遊び回っていそうなガキである。

〝法律〟という名のついた狭せまっ苦しく薄うす暗ぐらい事務所。中にいるのは若い弁護士と、目つきの悪いヘボ探偵。こんな場所を中学生ぐらいのガキが訪れれば、大たい抵ていは一歩引くものだが、類るいは友を呼ぶというか、その皐月の連れはなかなか気が強い方らしく、戸と惑まどう様子は微み塵じんも見せなかった。

　もっとも、高額な弁護料を払ってくれそうなまっとうな客にも見えなかったが。

「おい山鹿」

　二人の訪問者を見て、影野がぼそりと言った。

「……何だよ？」

「明日から法律事務所じゃなくて、児じ童どう相そう談だん所じよの看かん板ばんでもかけたらどうだ？　きっと客が増ふえるぞ」

　無む視しすることにした。

「あの、あなたが山鹿先生ですか？」

　その少女が言った。無視してやってもよかったが、どこぞの不ふ逞ていな共産主義者のガキと違って口調は丁てい寧ねいだったし、語ご尾びにちゃんと「先生」を付けたことから少しぐらいは相手をしてやってもいいかと考え直す。

「ああ、そうだが？」

「私は岡田佳代と言います。実は山鹿先生に相談がありまして──」




　俺は気軽に返事をしてやったことをたちまち後こう悔かいするハメになった。

　岡田佳代と名乗ったその少女は、頼たのんでもいない話をベラベラとしゃべり始めた。いわく、兄貴が友人から借金を作っては色々言い訳をして一円も返そうとせず、あちこちから恨うらみを買っている。このままでは兄のためにもならないし、かといって中学生の自分では兄を説せつ得とくすることもできない──。

「というわけなんで、どうかあのクソ兄貴を懲こらしめる方法を教えて下さい！　お願いします！」

　そう言って頭を下げる。

「お願いします」と懇こん願がんしているワリには、皐月の友人らしくやたら気の強そうな態たい度どだった。まあそんな性格でもないと「自分の兄を懲らしめてくれ」などと見知らぬ弁護士のもとを訪れることもないだろうが。

「善ぜん行こー、分かってるわね？　あたしがせっかく連れてきてやったお客様なんだから、粗そ相そうのないよう対たい応おうしなさいよっ！」

　皐月がふんぞりかえって言う。

　岡田家にとっては大事なことなのかもしれないが、俺にとっては退たい屈くつ極きわまりないどうでもいい話でしかない。俺は机つくえの上で手の上にあごを載のせると、堪こらえきれず大きなあくびをした。

「ちょっと善ぜん行こー！　お客様の前で眠そうにあくびなんかするんじゃないわよ！」

　皐月は大声で怒ど鳴なると、手をグーにして机に叩たたきつけた。しかし、華きや奢しやな手で力を入れて叩きすぎたためか、少し痛そうに顔を歪ゆがめたのは間ま抜ぬけとしか言いようがない。

「最近、段だん々だん思うようになったんだが」

　俺はしみじみと言った。

「……何よ？」

「お前、俺のことをドラえもんか何かと勘かん違ちがいしてないか？　何で毎回毎回、一円の得にもならん手伝いをしてやらなきゃならん？」

「ふん、なーに自うぬ惚ぼれてんのよ！　相手がドラえもんなら世界征せい服ふくでもお願いしてるわよ！」

　そいつはもっともだ──と、俺は妙みような納なつ得とくをした。しかし、その後のセリフが良くない。

「あんたはせいぜい体ていのいい召めし使つかいがいいところだわ！」

「…………ふぅ」

　これである。

　これ以上このガキに付き合うのもめんどくさくなり、俺はいつものセリフを口にしてさっさと追い出すことにした。

「相談料は三十分につき五千円」

「ま、またそれ!?」予想通り皐月はたじろぐ。「もう、あんたには良心ってものがないの!?　困ってる美少女の弱みにつけこんでお金を要求しようだなんて、大の大人のやることじゃないわ！」

「ガキが困ってるからってすぐに救いの手を差さし伸のべてやることこそ大人のやることじゃない。少しは自立するってことも覚えさせないとな。

　さあ、金が払えないんならそれまでだ。さっさと帰って──」















　と、そこまで言いかけたところで俺は顔を硬こう直ちよくさせることとなった。

　岡田佳代と名乗ったガキが、右手をびしっと俺に突きつけている。その手に握にぎられているのは──新に渡と戸べ稲いな造ぞうの肖しよう像ぞうが描えがかれた一枚の紙切れだった。

「これ、五千円です！　これで相談にのってもらえるんですよね!?」

「佳代ちゃん!?　こんなヘタレ弁護士にそんな大金払ってやる必要なんかないわよ！」

「いいのよ伊予ちゃん、どうせクソ兄貴のサイフからくすねたお金だし。それより山鹿先生、これで相談にのって頂いただけるんですよね!?　さっきそう言いましたよね!?」

「う。あ、ああ、まあな……」

　強い調子で言われ、俺は思わず頷うなずいてしまった。

「じゃあよろしくお願いします！　どうかあのクソ兄貴を改心させる方法を教えて下さい！　多少痛い目に遭わせても、妹の私が許しますから！」

　そう言って五千円札を半なかば強ごう引いんに俺の手に押し付ける。

　後悔先に立たずとはよく言ったものである。俺は決まり悪げにぽりぽりと頭を搔かいた。

「し、しかし、人を改心させる方法を教えろだなんて言われてもなあ。人様に注意されて生き方変えるようなヤツばっかりだったら、この世に犯はん罪ざいなんて起こりゃしねーだろーし」

「なに言ってんのよ、大枚五千円ももらっておきながら今いま更さらできないとかゆーつもりじゃないでしょーね！　詐さ欺ぎ罪ざいで告こく訴そするわよ!?」

　皐月が横から野や次じを飛ばす。相変わらずうるさいガキである。

　まあこいつがうるさいのはいつものことだが、こと金がかかわるとさらに騒さわがしさが増ますのはなんとかならないものだろうか。本人は共産主義者を自じ称しようしているが、こいつの気き質しつはむしろ資し本ほん主しゆ義ぎの方が向いているような気さえする。

　俺は皐月を無む視ししてとりあえず岡田に尋たずねた。

「その兄貴ってのは十九歳っつってたな？」

「はい、そうです」

「二十歳になるのはもうすぐか？」

「ええ。来月ですけど」

「え、そうなの!?」皐月が驚いたように言った。「じゃあ、その未成年を理由に借金の契約を無効にするとかってゆー方法は使えなくなるわけね!?」

「うん、私もそう思ったんだけど。でもあのクソ兄貴、そうなったら何か別の手しゆ段だんを考え出すって息いき巻まいてるわ」

「だろうな。簡かん単たんに金かね儲もうけできることに一度でも味をしめれば、そうそう足も洗えねーだろうし。若い内ならなおさらだ」

　未成年を理り由ゆうに借金契約を無効にするという建たて前まえは確かに正しいし、十九歳という年齢では親に監督責任を問いづらいというのも確かなのだ。その上個人レベルでの金の貸し借りとなれば、介入したがる弁護士はまずいないだろう。これが被害者が何十人もいて、その全員から委い任にん状じようでも取り付けられれば多少話は変わるが、たかだか数千円の金にそこまで労力を費ついやせるほど暇なヤツもいないだろう。

　これは何も法ほう律りつ屋やだけでなく、あらゆる専せん門もん家かに言えることだが、専門知識を生なま半はん可かにかじっただけのシロウトにでかいツラをされるのはあまり気持ちのいいことではない。

　法律などその最たる分野だろう。テレビを見ているだけで法律の抜け穴などいくらでも見つかるこのご時じ世せい、世間の厳きびしさをロクに知らない青あお二に才さいどもが適てき当とうに法律をかじっただけで法律家気取りすることはよくある。まあそんな一いち夜や漬づけで覚えた知識を行こう使ししたところで、大抵はロクなことにならないのだが。

　……待てよ。

　その時、俺の脳のう裏りにある一つの考えが浮かんだ。

　もうすぐ二十歳を超こえるってことは──アレが使えるようになるわけだ。しかも話に聞く限り、こいつの兄とやらの法律ネタの仕し入いれ先さきは、テレビ程てい度どしかない……。

「一つだけあったぞ、そういう借金作っては返さずに遊び呆ほうけてる輩やからを懲らしめる方法が。クレジットカードって知ってるか？」

「それぐらい知ってるわよ！」皐月がなぜか吐はき捨すてるように言った。「お金の支払いを後回しにして買い物ができる資本主義社会の歪ゆがみが生んだ借金製せい造ぞうカードのことでしょ？」

「……ま、まあ間違っちゃいないが。

　それでだ、たとえば二十歳、それも大学二年か三年ぐらいだと結構簡単にクレジットカードが持てるようになる。まあ使える限げん度ど額がくは十万かそこらだろうがな。二、三年後には就しゆう職しよくしてたっぷり使うことになるだろうから、まずは使い方に慣なれてもらうのと宣せん伝でんとを兼かねてるってわけだ。

　それから、世の中には破は産さんっつー制せい度どがある。ま、平たく言うと自分の財ざい産さんを全すべて処しよ分ぶんする代わりに、借金をチャラにしてもらうっつー制度のことだ。こんなご時世だし、お前らでも聞いたことぐらいはあるだろう？」

　二人が頷いたので俺は続けた。

「だがこの破産ってやつにはいくつか決まりごとがあってな。たとえば、家や不ふ動どう産さん、その他にも価か値ちのあるものは全部差し押さえられるが、家の中にある家か財ざい道どう具ぐ──生活必ひつ需じゆ品ひんってやつだな、こいつは持っていかれることはない。テレビやパソコンなんかもな。ただし、二台以上持ってるような場合は別だが。

　もっとも、大学生ぐらいなら破産して困るような財産を持ってるわけもないだろ。つまり、金を借りまくって遊びまくった挙あげ句く、破産するって方法もあるわけだ」

「……何よそれ。全然懲らしめるようなアイディアじゃないじゃない」

「話は最後まで聞け。いいか、俺が言いたいのは破産ってのはそれだけ知られてる制度で、しかも借金をチャラにできるってイメージを誰もが持ってるってことだ。そこでこのことをその法律かぶれの兄貴だかに知らせてやれば──どうなると思う？」

「そ、それはもう──」と岡田。「あの兄のことです。破産すればいいって思い込んで、喜んでカードを使いまくると思いますけど」

　俺はニヤリと笑った。

「だろうな。ところがだ、この破産ってやつで借金をチャラにするにはある手続きが必要でな──」




　十五分後──。

　俺の話を聞き終えた二人のガキは、満足そうに帰っていった。

　そして三十分の相談料として、俺の手には五千円が残された。まああの程度の相談で五千円も手に入ったんだからそれほど悪い仕事でもなかったな、と考えていた時、

「なあ、山鹿」

　突とつ然ぜん、さっきまで黙だまってソファで横になっていた影野がぼそりと言った。

「……なんだよ？」

「弁護士が人を陥おとしいれる相談なんかに乗ってやっていいのかね？　倫理規定とやらはどうなった？」

「…………」

　一言も返せなかった。




　　　　◆




「じゃあ次はどこへ行こうか」

　兄は真ま新あたらしいクレジットカードで会計を済ませると、私達にそう尋たずねた。

　日曜のデパート。その最上階にあるレストランで、私と伊予ちゃんは三千円もするスペシャルデラックスストロベリーパフェをごちそうになった。破産のことを教えてくれた私達に対する礼だそうだ。

「お兄さまぁ、あたしちょっと欲しい本があるんだけどぉ」

　伊予ちゃんの猫ねこなで声を聞き、私は思わず引いてしまった。

「よーし分かった、本ぐらいいくらでも買ってやるぞ」

「さっすがお兄さま！　じゃあ行きましょう！」

　伊予ちゃんが兄の手を取って歩き出し、私は少々顔を引きつらせながらそれに続く。

　昨日、伊予ちゃんは私に言った。

「あたしは人に媚こびるのは大だいっ嫌きらいなの。でも、今回ばかりはあんたのお兄さんを改心させるために協力したげるわ！　恥はじも外がい聞ぶんもかなぐり捨ててね！」

　その時は思わず伊予ちゃんの友情に感動したものだ。しかし、今こうやって兄に媚びてる伊予ちゃんの言げん動どうが、まったくイヤイヤやってるように見えないのはなぜだろう。そういえば前に一いつ緒しよに本屋へ行った時、〝ソビエト連れん邦ぽう　栄光への道〟とかいう一万二千八百円もする本を欲しがってたような……。

　しかし。それ以上にどうしようもないのは、我がバカ兄貴である。

　バカ兄貴は、五歳も年下の中学生、それも私の友人に「お兄さま」呼ばわりされ、満まん更ざらでもなさそうにデレデレしている。

　思わず天を仰あおいでしまう。情けない。あまりにも情けない。伊予ちゃんは確かにかわいい方だとは思うけど、だからと言って中学生に手て玉だまに取られるとはあまりにも情けなさ過ぎるではないか。しかも、そのバカ兄貴が拠より所どころとしているのは、〝返さずに済む借金〟などという、本来は絶対にあり得ないものなのだ。

　やはりこのどうしようもないバカ兄貴をまっとうな道に連つれ戻もどすには、例の計画によって少し痛い目に遭わせてやらねばならないだろう。そう考えると、伊予ちゃんのやってるようにバカ兄貴に物をねだることは計画通りである。これもあくまで兄のためなのだ。

「兄貴、私も欲しい洋服があるんだけど」

　私は兄のために、心を鬼にしてそう言った。















「おう、任せとけ。じゃあ本屋の次は洋服売り場だな」

　私達の目もく論ろ見みなど知るよしもなく、兄は簡単に頷く。

　そんな兄を情けないと思いつつ、私は必ひつ死しに思し考こうをめぐらせた。えーと、洋服と、ついでに靴くつと、あと腕うで時ど計けいもちょっと新しいのが欲しかったんだよね。




　これも兄のためなのだ。




　　　　◆




　何なに事ごともなく三か月もの月日が経たったある昼下がり。

「善ぜん行こー、また連れてきてやったわよー！」

　共産主義かぶれのガキが岡田佳代を伴ともなって俺の事務所を訪れ、俺は三か月ぶりに胃が痛むのを感じた。

「山鹿先生、目論見どおりです！」岡田は嬉うれしそうに言った。「この三か月であのバカ兄貴、何枚もカードを作りまくってはあっちこっちで使いまくってました！　その挙あげ句く、もう最近はどこからもお金は借りられない、カードは使えないで毎日取り立てにヒイヒイ言ってますよ！」

「あ、ああ、そりゃ良かったな」

　俺の助じよ言げんは、見み事ごとに人を陥れてしまったわけである。

「それで最近はもうすっかり破産するつもりになってて、弁護士を探してるみたいなんですけど……ここはやっぱり事情を知ってる山鹿先生にお願いしたいんです。お金はないんですけど、なんとか引き受けてもらえませんか？」

「善ぜん行こー、この期ごに及およんでまさか引き受けないとか言うつもりじゃないでしょーね？　また依い頼らい料りようとか言って困ってる女の子から大金をゆすろうとかしたらあたしが許さないからね！」

　破産の代だい行こうなんてめんどくさい仕事を、そんな報ほう酬しゆうでやれるわけねーだろ！──本来の俺ならそう一いつ蹴しゆうしたことだろう。

　しかし、今回はそういうわけにはいかなかった。

「分かったよ、乗りかかった船だ、なんとかしてやる。金は取るがお前らから取ろうとは思わん、兄の方から分ぶん割かつか何かで払ってもらうとしよう。それでいいな？」

　俺があっさり承しよう諾だくしたのを不思議に思ったのか、二人は顔を見合わせた。

「……善ぜん行こー、あんたがすすんで人の役に立とうなんて奇き跡せき的てきに珍めずらしいこともあったもんね。また何かよくないことでも企たくらんでるんじゃないでしょーね？」

「べ、別にそんなことはないぞ。多少は金になるだろうし、その、最近は暇だったからな」

「ふーん。ま、いいけど」

　断ったら断ったでうるさく、引き受けたら引き受けたでまた変に勘かんぐる。どうしろというのだ。

　とはいえ、俺には俺なりの下心があったのも事実だった。

　もし他の弁護士に相談などされようものなら、俺が他人を陥れる相談にのってやったことがバレてしまう恐れがある。ただでさえ俺は弁護士の倫理規定とかいうやつの覚えがよくなく、日ごろから「弁護士資し格かくを剝はく奪だつされたくなければまともに働け」などと脅おどされている立場なのだ。

　後悔先に立たずとはよく言ったものである。




　次の日、その男はやってきた。

　中肉中背、これといって身体的な特とく徴ちようはない。だが、事務所へ入ってくるなり人の良さそうな笑みを浮かべ、

「あの、あなたが山鹿弁護士ですか？」

　丁てい寧ねいな口調でそう切り出した。

　とてもではないが、友人から借金しまくったり、カードで破産寸すん前ぜんまでいっている男には見えない。

「ああ、話は聞いてる。あんたが岡田修だな？」

「ええ、そうです。妹からこちらを紹しよう介かいしてもらいまして……」

　立ち話もなんだということで、俺はその男を接客用のソファに案内した。ちなみに、「つまらん話になりそうだから」ということで、今日はヘボ探偵も来ていない。

「それで破産したいってことだそうだが」

「ええ、そうなんです。色々ありまして、とてもじゃないですけど僕一人じゃ返済できないぐらいの借金を作ってしまいまして」

　言葉とは裏うら腹はらにちっとも深しん刻こくではなさそうな口調だった。

「いくらぐらいだ？」

「百五十万ぐらいです」

「ほう、それはまた……」

　俺は内心で呆あきれる一方、多少感かん心しんもしていた。

　二十歳になったばかりの世間知らずの大学生が、たかだか三か月で百五十万もの借金。借りる方も借りる方だが、貸す方もどうかしている。

「あの、何か問題でも……？」

　俺が複ふく雑ざつな表情をしていることが気にかかったのか、岡田が心配そうに尋ねた。あちこちで借金をしては堂々と踏ふみ倒たおしてきたというからには多少は肝きもが据すわったヤツだと思っていたが、案外そうでもないらしい。

「問題が一つだけあるな。破産するのに借金が百五十万ぽっちじゃあ足りん」

「た、足りない？　どういうことですか!?」

「破産が許可されるにはいくつか条件があってな、その一つが三年ぐらい働いても返せる見込みがないかどうかって点なんだ。あんたはまだ若いしな、百五十万程度だったら三年ばかり死ぬ気でバイトでもなんでもすれば返済できるだろう？　だから破産は認みとめられないかもしれん」

「そ、そんな馬ば鹿かな！　つまり、破産するためにもっと借金を増やせってことですか!?　む、無理ですよ！　今だってもうそこら中のカード会社からカードを止められてるんですから！」

「ああ、そうなのか？　でもまあ大だい丈じよう夫ぶだ、その気になって探せば金を貸してくれるところなんていくらでもあるからな。今流は行やりのヤミ金とか」

　岡田は顔を引きつらせた。

「で、でもそういうところから借りると、取り立てが厳しいんじゃないですか？」

「あー、そりゃ厳しいだろうな。ニュースで聞いたことぐらいあるだろう、昼夜を問わず家に押しかけられるとか、頼んでもない出で前まえが届とどくとか、腎じん臓ぞう売れって脅されるとか、ま、言い出したらキリがないぐらいにな」

　岡田の顔が青ざめていく。その様が妙みように面おも白しろく、俺は笑いを必ひつ死しにこらえなければならなかった。

　俺の言っていることに間違いはない。だが、少々ひっかけがある。

　コイツはまだ若く、充じゆう分ぶんに働ける年齢にある。バイトでもなんでもすれば、百五十万程てい度ど三年あれば返せるだろう。だから破産が認められることはない。それは事実だ。

　しかし、コイツの今の身分は学生なのだ。もちろん、定てい期き的てきな収しゆう入にゆうなどない。裁さい判ばん所しよといえど、学業を放ほう棄きしてまで働けとは言えない。そうである以上、学生の場合は借金の額がそれこそ五十万ぐらいだったとしても、破産は認められる。もっとも、これもあくまで建前で例外はいくらでもあるだろうが。

　俺は話を続けた。破産の落とし穴はまだこれだけではない。

「まあ借金の額については一いつ旦たん置いておくとしよう。

　それよりあんた、仮に破産が認められたとしても、それだけじゃ借金は棒ぼう引びき──つまりチャラにならないってことは知ってるよな？」

　岡田は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔になった。

「い、いえ。初めて聞きましたが……」

「そうか。まあとにかくそうなってるんだ。まず裁判所から破産宣せん告こくを受けて財産の処しよ分ぶんをして、その後〝免めん責せき〟っつー手続きを経て、ようやく借金がなくなって取り立ても止やむことになってる」

「へ、へー。ま、まあようするに同じことですよね？　手続きが一つ増えるってだけで」

「ああ、まあ確かにそうだな。だが、免責が認められるにはさらにいくつかの条件が必要でな。ま、それほど複雑なもんじゃないが」

「ま、まだ条件があるんですか？　い、一体どんな条件なんでしょう……？」

「借金を作ることになった原因だな。たとえば、遊びとか浪ろう費ひが原因で借金を作った場合、免責はされないことになっている」

「な、なんだってー!?」

　岡田はソファから飛び上がって驚いた。

「そりゃあ当然だろ。遊びで作った借金がひょいひょい棒引きになるような制度があったら、経済がおかしくなっちまうぜ。

　そういえばあんたが借金を作った原因は聞いてなかったが……ひょっとしてあんた、まさか遊びが原因で借金を作ったんじゃないだろうな？」

「も、もしそうだったらどうなるんですか？」

「そりゃあ簡単なこった、破産はできるが借金はそのままってことになる。あんたはまだ若いんだし、恐らくこれから数年かけて分ぶん割かつ返済できるような計画を裁判所から提てい示じされて終わりだろうな。ま、向こう数年は遊ぶ間もなく働くことになるだろうが、あんたもまだ若いんだし問題ないだろ」

「そ、そんな！」とうとう岡田は逆ぎやく上じようしたように叫さけんだ。「話が違うじゃないですか！　冗じよう談だんじゃない、なんで僕が働いて返さなくちゃならないんです!?」

「何を言ってやがる、あんたが作った借金だろ？　あんたが働いて返すのは当然じゃないか」

「う……」

　俺がすげなく言ってやると、岡田は一言も言い返せずに押し黙った。所しよ詮せん、世間知らずの大学生なんぞこんなもんである。

「それより、さっきから話を聞いてるとどうもおかしなところがあるな。あんたまさか、最初から金を返さないつもりでカードを使いまくってたんじゃないだろうな？」

「い、いえ、そ、そんなことは……」

　岡田は慌あわてて手を振った。

「本当か？　ならいいがな。だが気をつけろよ、もし返済する気がこれっぽっちもないにも拘かかわらず借金しまくってたとなれば、返すとか返さないとかいう以前に詐さ欺ぎ罪ざいだ。あんたの年ねん齢れいもちょうど二十歳を超こえてることだし、詐欺罪で逮たい捕ほでもされようもんなら新聞に実じつ名めいが載のることになる。二度と外を出歩けなくなるぜ？」

　岡田の顔はすっかり青ざめていた。ようやく今の自分の立場を理り解かいしたらしい。

　まったく、借金してその金を返さずに済まそうなんて考える時点でおかしいのだ。世の中にそんなうまい話がひょいひょいあるわけがない。経済の仕組を少し考えれば、その程度小学生でも理解できると思うのだが……。

「な、なんとかしてくださいよ！　今だって借金取り立ての催さい促そくが四し六ろく時じ中ちゆうきて迷めい惑わくしてるんです！　もしこんなことが親父にでもバレたら、仕送りも止められて勘かん当どうされてしまいますよ！」

「なんとかしろと言われても、あんたが作った借金だろ？　借金の督とく促そく自体は正当な権けん利りだしな。

　だがまあ、それについては俺がなんとかしてやれないこともないぞ。俺をあんたの借金──つまり債さい権けんを管理する代だい理り人にんとして任にん命めいすればいい。そうすれば、以後借金の催促はすべて俺を通さなければできなくなる。つまり、あんたへの催促の電話はなくなるってわけだ」

「な、なるほど。ではあの、お願いできるんでしょうか」

「あんたの妹からそう依頼されてるからな。ま、なんとかしてやろう」

　初めて岡田の顔に安あん堵どの色が見て取れた。

「あ、ありがとうございます。で、ではあの借金の方もなんとか免責してもらう、というわけにはいかないんでしょうか？　やっぱり百五十万も働いて返すのはちょっと厳しいんですが……」

「そいつは諦あきらめるんだな。さっきも言っただろ、浪費や遊びで作った借金は免責されないってな」

　岡田の顔が再度沈しずみ込こむ。同情してやる余地などまったくないので、俺はたたみかけるように続けた。

「そもそも、免責が受けられる見込みがない以上、破産もしない方がいいだろうな。あんたは学生だし、さすがに不動産は持ってないだろうが、それでも家財道具のいくつかが差し押さえられる可か能のう性せいもあるしな」

「で、でもテレビとかは一台まで持ってていいんでしょう？」

「ああ、一応生活必需品として認められるからな」

　岡田はため息を吐いた。

「残念です……。破産しても差し押さえられたりしないって聞いたもんですから、わざわざ一台だけプラズマテレビを買っておいたんですけどね……」

　何が残念なものか。これで法律の抜け穴を潜くぐり抜ぬけたつもりなのだとしたら、まさに世間知らずと言うしかない。

「ほう、プラズマテレビねえ。いくらぐらいした？」

「ええ、安い方だと思うんですけど、それでも五十万ぐらいしましたよ」

「そいつはご愁しゆう傷しよう様さまだな。もし破産すれば、そいつは確かく実じつに差し押さえられるぞ」

「そ、そんな！　どういうことですか、テレビは一台持ってていいんでしょう!?」

「それはあくまで普通のテレビの場合だ。生活に必要なテレビなんて、それこそ白黒だって問題ないだろう？　何十万もする高価なテレビである必要はない。そんなもん持ってる余よ裕ゆうがあれば少しでも借金返せってもんだ。破産すれば間違いなく差し押さえられて競きよう売ばいにかけられるだろうな。ただでさえ、裁判所によってはテレビを生活必需品と認めないってとこもあるぐらいなんだからな」

「そ、そんな！」

「持ってる財産を処分して、債さい務むを少しでも減らすことが破産の目的の一つだ。価値の高い物を持っておくことはできん。

　こいつは弁護士として忠ちゆう告こくしておくが、破産するにしろしないにしろ、そのプラズマテレビはさっさと誰かに売りつけて、安いテレビにでも買い換えるんだな。残金は借金の返済に充あてればいい」

「は、はあ……」

　岡田はがっくりと肩かたを落とした。

「まあそうがっかりしたもんでもない。何年働いても返せないぐらいの借金があるならともかく、そうじゃないなら破産なんて簡単にするもんじゃないぞ。向こう七年ぐらいはカードも一切使えなくなるし、官かん報ぽうに破産者リストとしてあんたの実名も載っちまう。一度そうなると厄介だぞ。破産者リストは一いつ般ぱんの人間はまず見ることがないってのが建前だが、最近は物ぶつ騒そうだしな。破産者の口こう座ざにタチの悪いヤミ金から勝手に金が振り込まれて悲ひ惨さんな取り立てをされたって話なんかも聞いたことぐらいあるだろ？

　百五十万なんて数年働けば返せる額だ、破産せずに事が済むんだからむしろラッキーじゃないか」

　人がせっかく心から励はげましてやってるというのに、岡田の顔は一向に明るくならなかった。

　別に慰なぐさめてやる義理があるわけでもないので、俺は容赦なく冷れい酷こくな事実を突きつけてやることにした。

「ああ、それから返済する額は百五十万じゃないからな」

「えっ──」すると、今度はその顔にわずかな希き望ぼうが灯ともった。「ど、どういうことですか？　多少は減らせるってことですか？」

　俺はニヤリと笑った。

「何都つ合ごうのいいこと言ってるんだ。減るんじゃない、増えるんだよ。世の中には利り息そくってもんがあるからな。ま、弁護士が債務整せい理りをしてやるとなれば多少は向こうもまけてくれるだろうが、それでも年利十パーセントは堅かたいだろうな。分割して返済するにも数年はかかるだろうから、まあ合計二百万ぐらいにはなるだろうなあ」

「そ、そんなあ！　なんとかならないんですか？」

「方法はないこともないぞ。なーに、簡単な話だ、親からでも百五十万ほど借りて、一いつ旦たん借金を全部返済しちまえばいい。まさか自分の息子から利息を取る親もいないだろうし」

「そ、そんなこと無理ですよ！　さっきも言ったじゃないですか、そんな借金作ったことがバレたら勘当されるのがオチだって！」

「あっそう。親が無理なら友人か誰かから借りるんだな。妹さんに聞いたが、あんた結構親しい友人が多いって話じゃないか。駆かけずり回まわって金きん策さくに走ればなんとかなるんじゃないか？」

「…………」

　岡田は深しん刻こくそうな顔をして黙だまりこくった。

　俺はこの男の裏の事情──金を貸してくれる友人なんぞもうほとんどいないことを知っている。その上でこう抜け抜けと言ってやり、何も言えないでいる岡田の顔を見ているのはなかなか快かい感かんだった。

「……それも無理なようだな。となると、やっぱりあんたが利息分まで働いて返す以外に方法はなさそうだ。カード会社の方には分割返済するってことで俺が話をつけてやる。それでいいな？」

「わ、分かりました……」

　岡田はがっくりとうなだれた。他人が自業自得で泥どろ沼ぬまにはまっていく様を眺ながめるのもなかなかに楽しい。

　金を貸してくれる親も友人ももはやおらず、借金は働いて返す以外にない。世の中に簡単に金を稼かせげるうまい話なんぞそうそうあるわけもなく、手痛い目に遭あったこの男は、妹の目もく論ろ見みどおり、多少は更こう生せいするに違いない。ついでに言うなら、これで俺がこいつを陥れる相談にのってやったことが露ろ見けんすることももうないだろう。

　俺はようやく仕事が済んだことを確認した。




　　　　◆




　そしてさらに半月後。

「珍しく忙いそがしそうじゃないか」

「…………」

　影野が〝珍しく〟を強調して言った。まさしくその通りだったので、一言も言い返せない自分がうらめしい。

　この半月の間に、俺は最近なかったほどの忙しさに見み舞まわれることとなった。……もっとも真まっ当とうな弁護士と比くらべればまだまだ暇な方だろう。

　まず岡田修の債権者に片かたっ端ぱしから連絡を取っては、以い後ご弁護士である俺が代理人となったことを伝えなければならなかった。まあそれはまだ簡単なのだが、問題は借金返済の方法を提示することだった。

　一いつ括かつ返へん済さいが無理なので、これから数年がかりで返済しなければならない。だが、その方法を債権者に認めさせるには、確実に借金が清せい算さんできるという現実性のある計画を相手が納なつ得とくできるように伝えなければならず、その作業はめんどくさいという以外の何物でもなかった。借金が百五十万程度というなんとか返済できる額がくだったのはまさに不幸中の幸いである。

　結けつ局きよく当面は岡田がバイトしながら月六万ずつ返済し、社会人になるであろう二年後からはもう少し返済額を増やすということでなんとか全債権者を納得させ、この激げき務むもどうにか終しゆう焉えんを迎えることとなった。

　岡田から一本の電話がかかってきたのはそんな時だった。

『や、山鹿先生！　今そちらから変な手紙が届とどいたんですが……！』

「ああ、届いたか」

　慌あわてふためく岡田に、俺は平へい然ぜんとして言った。

『な、なんですか、この請せい求きゆう書しよは！　それも、依い頼らい料りよう、相談料、その他諸もろ々もろで計二十五万円ってのは！』

「なんですかと言われても見ての通りだ。弁護士を雇やとったんだから金を払うのは当然だろう？」

『そ、そんな！　あ、あんた破産するような人間からそんな大金を取るつもりなのか!?　そんな無茶な話があってたまるか!!』

　実じつ際さいに顔を合わせない電話越ごしの会話だからだろうか、やたらと岡田の態度はでかかった。とすると、こちらがこの男の本ほん性しようか。

「それがあるんだよ。弁護士は慈じ善ぜん事じ業ぎようじゃない、どんなとこだって借金整理の依頼には二十万は取るさ。言っておくが、これは最低の基き準じゆんだからな。なんなら弁護士協会に問い合わせてもらったって構かまわんぞ」

　理り路ろ整せい然ぜんと言い返してやると、岡田は言葉に詰まった。

　多重債務者が弁護士ではなくサラ金や闇やみ金きんに駆け込み、さらに借金を増やすことになる原因の一つは、この高額な弁護士費用のためだと言われている。国から援えん助じよを受けられることもあるが、そのためには生活保ほ護ごを受けているなどの厳しい条じよう件けんを満たさなければならない。

『だ、大体、金の話なんて相談した時には一言も持ち出さなかったじゃないか！　そんなの詐欺だ！』

「いやな、あんたには言わなかったが、あんたの妹から直じき々じきに頼まれたのさ。依頼料の話を先にすると、金に汚きたない兄のことだ、絶ぜつ対たい尻しり込ごみするだろうから後でしてやってくれってな。大体だ、弁護士に物事を依頼する時にはまず着ちやく手しゆ金きんを払ってもらうのが当然なんだぞ。それをあんたの妹の顔を立てて後払いにしてやったんだ、逆に感かん謝しやぐらいしてもらいたいもんだな」

『そ、そんな……！』

　岡田は情けない声を上げた。「妹は未成年なのだから親の承しよう諾だくを得ずに行った契約は無効だろ」などとゴネられなかったことに俺はほっとする。

　とその時、受話器の向こうから、

『ちょっとクソ兄貴！　バイトの時間でしょ、いつまでも電話してないでさっさと行ってきなさい！　電話代だってタダじゃないのよ！』

　聞き覚えのある声がした。

『ちょ、ちょっとだけ待ってくれないか佳代。今大事な話をしてるところで──』

『問もん答どう無む用よう！　うだうだ言ってないでとっとと行ってきなさい！』

　何かを取り合うような音が聞こえた。

『もしもし、山鹿先生ですか？』やがて受話器から聞こえた声は、妹の佳代のものだった。『あのバカ兄貴は私が責任をもって働かせますから！　それから、もう兄から電話が来ても全部切っちゃって構いませんからね！』

「あ、ああ。そりゃ助かる」

『じゃあそーゆーことで！　それでは！』

　ガチャンと電話は切れた。

「あのロクデナシも、たった一つだけ幸運があったな」

　影野が突然ぼそりと言った。

「……なんだそりゃ？」

　俺がなんとはなしにそう尋ねると、影野は眠そうに答えた。

「自分とは似ても似つかぬ妹を持ったってことだ」

「……なるほどな」




　ご返済は計画的に、である。





（正しいカードの使い方？　完）









[image: ]










　あたしは最近、放ほう課か後ごや予定のない休日などは、とある法ほう律りつ事じ務む所しよにて時間を潰つぶすことが日につ課かとなっていた。

　その事務所の名前は山やま鹿しか法律事務所。山鹿善ぜん行こーという自じ称しよう弁べん護ご士しが経けい営えいしている法律事務所である。

　なぜあたしがこの事務所にたむろするようになったのか。それには二つほど理由がある。

　一つは事務所の主である善ぜん行こーである。

　あたしは元々弁護士という職に興きよう味みを抱いだいていた。もちろん、資し本ほん主しゆ義ぎにひたりきってしまった拝はい金きん主義弁護士というのは唾つばを吐はきかけたくなるほど嫌きらいだが、弁護士というのは、単たん独どくであらゆる権けん力りよくに対たい抗こうしうる力を持つ唯ゆい一いつの職だからである。将しよう来らい、ダメダメ資本主義諸しよ国こくと争うことになるであろうあたしにはまさにぴったりの職だった。

　もっとも、この山鹿という弁護士ときたら人をだまくらかすことに快かい感かんを抱くようなダメダメ弁護士で、いざ裁さい判ばんに出ようものなら検けん察さつ官かんにはケンカを売り、出てくる証しよう人にんには片かたっ端ぱしから因いん縁ねんをつけ、あまつさえどう見てもでっち上げにしか見えない証しよう拠こを堂どう々どうと提てい出しゆつしたりする。挙あげ句くの果てに、「依い頼らい人にんのためにあらゆる手しゆ段だんを講こうじるのが弁護士だ」などと平気でのたまうのだ。

　まあそんな到とう底ていお手本にできないような善ぜん行こーだが、評ひよう価かできる点がないわけでもない。一つは勝利への執しゆう念ねん（負けず嫌ぎらいとも言う）。もう一つは型にはまっていない点である（破は天てん荒こうとも言う）。この二点だけはなかなかに大したもので、傍はたで見ていて面おも白しろいし、いかにして裁判に勝つかという点においては参さん考こうにできる。

　そして、あたしがこの事務所にたむろしている第二の理由。それはこの事務所に置いてある本ほん棚だなを占領している数々の本である。

〝レーニン生せい誕たん記き〟、〝ソビエト連れん邦ぽうの栄光〟、〝ビバ・コミュニズム〟、〝毛もう沢たく東とう凱がい旋せん録ろく〟……。どれも最近めっきり見かけることが少なくなった貴き重ちような本ばかりだ。もし今が一九五〇年頃のアメリカだったら、事務所ごと焚ふん書しよの対たい象しようにされててもおかしくないほどの品揃ぞろえである。

　なぜこれほどの本がこんなチンケな法律事務所にあるのか。もちろん、本の所しよ有ゆう者しやである善ぜん行こーに崇すう高こうな共産主しゆ義ぎの理り念ねんが理解できているわけもない。善ぜん行こーいわく、「空っぽだった本棚を埋うめて法律事務所っぽく見せるために、一冊百円で古本屋でまとめ買いしたらたまたまこういう品揃えになった」ということらしいが、あたしはこれもウソだと思っている。こんな貴重な本が百円で売られているわけがない。

　まあ入手経けい路ろはともかく、これらの本があたしにとって宝の山であることは確かなのだ。そんなわけであたしは日々時間があれば山鹿法律事務所の接せつ客きやく用ようのソファを占せん領りようし、貴重な蔵ぞう書しよを読み漁あさりつつ山鹿善ぜん行こーという変わり者の弁護士の生せい態たいを観かん察さつする暮らしを送っているわけである。

　さて。

　そんな山鹿法律事務所には、善ぜん行こーの他にもう一人変なヤツが棲すみついている。

　その男の名は影かげ野の英えー治じ。自称私し立りつ探たん偵ていである。

　その性格を説明するには、彼が善ぜん行こーの昔からの知り合いであり、世の中には「類は友を呼ぶ」という素す晴ばらしい格かく言げんがあるという、この二つの事実を列れつ挙きよするだけで充じゆう分ぶんだろう。

　だがこの男にはどうも謎なぞが多い。一番の謎は、なんといっても生せい計けいである。

　あたしが事務所に来ると、大たい抵ていこの男はソファの一つを占せん領りようして寝ている。夏の暑い日や、冬の寒い日などはそれこそ毎日だ。時々善ぜん行こーから何かしらの依頼を受けているようだが、それ以外に働いている様子はまったくない。事務所に来ない日もあるからそういう時にこっそり探偵業に励はげんでいるのかもしれないが、それでもせいぜい月に数日である。一体どうやって生計を立てているのだろうか？

　謎なのは生計だけではない。善ぜん行こーが影野に要よう求きゆうすることと言えば、やれ「犯人候こう補ほを見つけて来い」だの、やれ「無罪を証明できる証人を見つけて来い」だの、無む茶ちや苦く茶ちや抽ちゆう象しよう的てきで雲を摑つかむようなものばかり。

　しかし、影野はこんな要求をかなりあっさりと満たしているのだ。

　一体なぜこの昼間から寝てばかりのグータラ探偵にそんなことが可能なのか。あたしは常つね々づね疑ぎ問もんに思っていた。

　そして、その疑問解かい決けつの糸口となる出で来き事ごとが、ある日突とつ然ぜん起こったのである──。




　　　　◆




　それは、ある夏の金曜日の出来事だった。

　学校では中間テストが迫せまっていた。そのため友達と遊びに行くこともできず、かといってテスト勉強なんて無む駄だなものに貴き重ちような青春を費ついやす気にもならなかったあたしは、いつものように山鹿法律事務所で読書に勤いそしんでいた。

　事務所内の光こう景けいはいつも通りだった。善ぜん行こーは自分のデスクで暇ひまそうに新聞を読んでおり、影野はあたしの正面に置かれている別のソファで昼寝している。すでに日はすっかりと傾かたむいており、狭っ苦しい山鹿法律事務所は茜あかね色に染まっていた。ふと腕うで時計を見ると、時じ刻こくは午後六時半を回っていた。

　ブルルルというバイブ音が聞こえてきたのはその時である。

　最近はすっかり聞き慣れた音である。携けい帯たいの着信音だ。

　もちろん、あたしではない。あたしの携帯ならば大ソビエトの偉い大だいなる国こつ歌か、〝インターナショナル〟の着メロが鳴るはずだからである。

　バイブ音はあたしの前方から聞こえたようだった。すると、該がい当とうする人物は一人しかいない。言うまでもなく影野英えー治じである。

　影野はその着信が目覚まし時計の代わりになったのか、狭せまく居い心地ごこちの悪い──まるで所有者ぜんこーの心を象しよう徴ちようしたかのような──ソファの上でむくりと身を起こした。

「やっとお目覚め？　今日はまた随ずい分ぶんとごゆっくりね」

　あたしがそう皮ひ肉にく混まじりに尋ねると、

「昨日の仕事が厄やつ介かいだったんでな」

　影野はあくび混じりに意外な答えを口にした。

　はて。影野は昨日も夕方までここで寝ていたはずである。ということは、その後──夜の内に何か仕事をしたことになるわけだけど……。

「あんたが仕事？　なんか依頼でも受けたの？」

「守しゆ秘ひ義ぎ務むだ、話せん」

「むぅ」

　影野はあたしに目もくれず背せ広びろの内ポケットから携帯を取り出し、液えき晶しようモニターを眺ながめた。電話ではなくメールの着信だったらしく、何かの操そう作さをしている。

　ふと興味を持った。

　昼間っからこんな事務所にたむろしている影野が、一体誰とどんなメールをやり取りしてるのだろうか。もし女からだったりしたらとりあえず笑えるし。

　あたしは読んでいた〝反はん動どう主しゆ義ぎのＡＢＣ〟という本を閉じ、影野の隣となりに座った。強ごう引いんに液晶モニターを覗のぞきこむ。

「ねえねえ、誰から？　何のメール？」

「お前が見ても面おも白しろいもんじゃねーぞ」

　意外なことに、影野は隠そうともしなかった。液晶画面をあたしに突きつける。

　内容は本当に面白いものではなかった。自分の部ぶ署しよのリーダーが、上じよう層そう部ぶから無む茶ちやな注文をつけられて非ひ常じように機き嫌げんが悪い──そんなことしか書かれていない。日常のささいな出来事をやり取りしているだけのようだった。

「……何よコレ？　誰から？」

「こないだ知り合ったある会社の従じゆう業ぎよう員いんだ。言っとくが、男だぞ」

「むぅ」

　あたしの想そう像ぞうを見み透すかしていたようだった。

　まあ確かにこれほど無ぶ粋すいな文章を女の人が書くとも思えない。

「何であんたがそんな普ふ通つうの人とメールしてるのよ？」

「別に俺がどこの誰と何をしようが勝手だろ」

　どこぞのインチキ弁べん護ご士しのようなことを言う。そしてもう話は済んだとばかりに立ち上がると、

「おい山鹿、飯メシ行こうぜ飯」

　この事務所の主に、そんな提てい案あんをした。

　事務所の主こと善ぜん行こーは新聞から顔を上げて腕うで時計を見ると、めんどくさそうに背せ伸のびをしてから席を立った。

「しょうがねえ、行くか。おいガキ、お前はもう帰れよ」

　普段のあたしなら不ふ承しよう不ぶ承しよう帰らざるを得ないところなのだが、今日に限っては事じ情じようが違った。

「イヤよ。今日はお母さんが同窓会とかで、外で適てき当とうに食べてこいって言われてるの。だから今日はあんた達について行くわ」

　あたしみたいな美少女が一いつ緒しよに食事をしてあげようと言うのだ。本来ならまず嬉うれしさに狂きよう喜き乱らん舞ぶし、次に「では是ぜ非ひこのわたくしめにごちそうさせて下さい」と跪ひざまずいて提てい案あんするのが正しい男のやることである。

「…………」

「…………」

　しかしこの二人ときたら、まるで酢す豚ぶたに入ったパイナップルを見つけた時のような顔をしてあたしを見るのだ。

「むっ。何よそのイヤそうな顔は！」

「……さっさと行こうぜ善ぜん行こー」

「あ、ああ」

　二人はあたしを無む視しするかのように出て行ってしまった。

　むう。いくらなんでもちょっと許せない。美少女と一緒に食事ができることがどれだけありがたいことなのか、夜の渋谷をうろついてるオジサンや、手て鏡かがみを持って満員電車を徘はい徊かいするオニーサンにでも説得させてやろうかとさえ思う。

　……まあもっとも、こいつらに一いつ般ぱん常じよう識しきを求めるのは酢豚パイナップル擁よう護ご派はの人間を正道に引き戻すぐらい難むずかしいことなのだ。こんなことで無む駄だな労ろう力りよくを払はらうのはやめておこう。




　　　　◆




　山鹿法律事務所を出たあたし達が向かったのは、西せい華か園えんという中華料理屋だった。

　まあ中華料理屋、などと書くと大たい層そうなイメージを抱いだくかもしれないが、実じつ態たいはただの大たい衆しゆう食堂である。ようするに出てくる料理が中華っぽいものばかりというだけの話だ。味こそ専門店には劣おとるかもしれないが、それも大した差ではない。何より格かく式しきぶったところがないし、値ね段だんも安い方だ。……日ひ頃ごろのカロリーを少しは気にするあたしにとっては、量が多いのがちょっと難なん点てんだけど。

　それでも善ぜん行こー達には好評なようで、最近の連中の夕食は、三日に二日はここで済ませているほどらしい。

　そういうわけで、テーブルの一つを占せん拠きよしたあたし達の前には、あたしの麻婆マーボ豆ドウ腐フ定食と善ぜん行こーの中華丼どん、それに影野の酢豚定食という、大衆食堂にふさわしい夕飯が並んでいた。ちなみに、影野も酢豚パイナップル反対派だったらしく、ハシで器用に取り除のぞいていた。

「しかしあれだな」

　目の前に並んだ料理を半分ほど平らげた頃、影野がなんとなくといった口く調ちようで切り出した。

「……なんだよ」

　もそもそと口を動かしながら善ぜん行こーが応じる。

「ここの定食もいいが、いかんせんこうも毎日外食っつーのは金がかかると思わんか？」

「なら自じ炊すいすればいいんじゃないの？」

　あたしは当然のことを言った。

「それができりゃ苦労はしねーよ」

　善ぜん行こーがぶっきらぼうに答える。

　その言葉の意味は分からなくもない。

　善ぜん行こーと影野には料理の才能というものがない。いや、料理というものは才能なんかなくったってやる気さえあれば結けつ構こうなんとかなる。しかし、こいつらにはそのやる気すら全然ないのだ。

　自分で食事を作るとなると、買い物や使った食器を洗う時間も含めれば、どうやったって一時間ぐらいは必要になる。たかが自分の食事のためだけにそんなに時間をかけるぐらいなら、金はかかっても外食して空いた時間で好きなことをやる方がいい──。そういう考え方をするのがこいつらなのだ。

「というわけでだ山鹿」

「……あ？」

　突然切り出した影野に、善ぜん行こーはご飯をかきこみながら短く返事をした。

「嫁よめさん拾ってこい」

　ぶっ!!──と。

　イカサマ弁護士は突然口に含んだ飯めし粒つぶを吹き出した。

「うわっ！　汚ないわね、何すんのよ！」

　ライスシャワーとはこのことだろうか。

　幸いあたしは善ぜん行こーの隣となりに座っていたので最悪の事じ態たいは免まぬかれたが、正面にいた影野の酢豚定食はモロにその被害を受けることとなった。

　日頃から飢えていそうな影野である。ひょっとして「わーいご飯が増ふえたぞー」などと喜ぶかとさえ思ったけど、さすがにそこまで落ちてはいないようで、恨うらみがましく善ぜん行こーを睨にらみつけただけだった。同じ手しゆ段だんで復ふく讐しゆうしようとしなかったのは幸いだったというべきかもしれない。

「と、突然変なことを言うなヘボ探たん偵ていめ」

　善ぜん行こーはぐっとお冷やをあおり、喉のどを落ち着かせてから影野を睨んだ。

「どこが変なことだよ。お前の事務所には充じゆう分ぶんな台所もあるんだ、料理好きな嫁さんでも拾ってくりゃ俺達の飯の問題は解かい決けつするじゃないか」

　そう言いながら影野は飛び込んできた飯粒をつまみ上げ、除じよ去きよする作業に入った。汚お染せんされたとはいえ、まだ半分ぐらい残っている定食を諦あきらめられるほど、影野の財ざい政せいと栄養状じよう況きように余よ裕ゆうはないらしい。

「なーに、お前は性格は救いようがないほど最悪だが、弁護士っつー響ひびきだけはいい肩書きを持ってんだ。その気になりゃ嫁の一人や二人、拾ってこれるだろ」

　なるほど。影野のセリフはもっともである。そのお嫁さんにされる人には同情するけど。

「ふん。お前の飯のために人生の墓はか場ばに入ろうとは思わねえよ」

「ちっ、もったいねえなあ。いちいち外へ食いに行く必要もなくなるんだぜ、いい考えだと思わんのか？　俺だって毎日タダで飯を食わせろとは言わん、食わせてもらった飯の分はお前のために働いてやってもいいんだぜ？」

「やなこった。そこまでするぐらいならまだ現金でこき使った方がマシだね」

　考こう慮りよの余よ地ちもないという意い思し表ひよう示じだろうか、善ぜん行こーは無む言ごんで飯をかきこむ作業に戻った。

「やれやれ……」

　これ以上この頑がん固こにしてワガママなペテン弁護士に何かを言ったところで耳は貸かさないだろう。影野にも分かっているらしく、それ以上は何も言わずに食事を再開した。




　余よ談だん。この観察記録とは関係ないが、ちょっと追つい記きしておく。

　この時、あたし達は知る由よしもなかった。この数か月後、本当に善ぜん行こーが飯をエサに影野をこき使うようになろうとは……。




　　　　◆




　会計を終え──残念ながら割わり勘かんだった──、店を出たのは午後七時を過すぎた頃だった。

「山鹿、お前これからどうすんだ？」

　影野の問いに、善ぜん行こーは大きく肩をすくめた。

「分かりきったことを聞くなよ。事務所に引っ込んでゴロゴロして寝るだけだ」

「……やれやれ」

　今度は影野が肩をすくめる。

　確かに、二十代前半の男のやることとは思えない。手元にあれほど貴き重ちような本があるのだから、少しは先人の偉い大だいな知ち識しきに触ふれようとか思わないのだろうか。

　影野の反応が気に障さわったのか、善ぜん行こーはいささかむっとしながら、

「そういうお前こそどうなんだ。どうせ帰って寝るだけだろ」

「俺だってそうしたいのは山々だがな。残念ながら今日はこれから仕事だ」

　肩をすくめてそんなことを言う。

　うーん、またか。こんな時間にやる仕事。本当に一体何をやってるんだろう？

　……あ。まさか。

　その時、あたしは影野を見てハッとした。こんな男が夜中にやる仕事。まさかまさか！

「あ、あんたひょっとして水商売でもやってるんじゃないでしょうね!?」

「あほう、そんなわけあるか！」

「むぅ」

　影野は呆あきれた口調ですぐに否ひ定ていした。

　この二人は、あたしの知らない誰かもう一人と合わせて〝ホスト・トリオ〟略りやくして〝ホストリオ〟などと呼ばれていた時じ期きがあったらしいのだ。確たしかに顔とか格かつ好こうはそれっぽいとは前から思ってたし、金にあぶれているであろう影野コイツならやりかねないとも思える。

「おいガキ、よく考えろよ。こいつにホストなんて接せつ客きやく業ぎようが務つとまると思うか？」

　善ぜん行こーが言った。うーん。確たしかにそれはもっともである。客に何か気に入らないことでもされようものなら、間違いなく口より先に手を出すだろうし。

　しかし影野は気にした様子もなく、

「探偵ってのにも色々あるんだ。夜にしかできないこともな」

「ああそうかい。どうせなら夜の町で殺人事件でも引き起こしてくれ。暇ひまつぶしに知人価格で弁護してやるから」

　善ぜん行こーはそんなぶっそうなことを口にすると、もう用はないと言わんばかりにあたし達に背を向け、事務所へと帰って行った。

「じゃ、そういうことだから俺も行くぜ。ガキはさっさと帰って寝ろよ」

　影野もそんなことを言いながら夜の町へと去っていく。

「むぅ」

　どうでもいいけど、まだ人通りは絶えないとはいえ、今は夜なのだ。こんな時じ刻こくに、あたしみたいな美少女を送ろうともせずさっさと帰るとはどういう了見だろうか。ま、あいつらが「家まで送ろう」などと言った日には、間ま違ちがいなく次の日に雪が降るだろうけど。

　さて。

　まあそれはともかくとして、影野のことが気にかかる。果たしてこんな夜に、一体何の仕事をやっているのだろうか。

　以い前ぜん、普ふ通つうの探偵が受ける依い頼らいとはどんなものなのかを、テレビか何かで耳にしたことがある。それによると、一番多いのが浮うわ気き調ちよう査さ、二番目がペット探しで、三番と四番がなくて五番目辺りに人捜さがしがくるらしい。夢もカケラもない。

　それを踏ふまえて、影野に尋たずねたことがある。「あんたも浮気調査とかやってんの？」と。

　答えはノーだった。影野はその手の仕事は請うけ負わないらしいのだ。

　じゃああんたは一体どんな依頼を受けてるのかと問うたあたしに、影野はこう答えた。

『俺が引き受ける仕事の中で一番多いものは人捜しだ。他人の浮気の様子や行方ゆくえ不ふ明めいになったペットを探したって面白くはないからな。言っとくが、こう見えても俺はそっちの方面じゃ腕利きの探偵として知られてるんだぞ？』

　仕事を選より好みする辺りはどこぞのペテン弁護士とよく似ている。「類は友を呼ぶ」とは本当に名言だ。

　さらに話を聞くと、人捜しといっても、迷まい子ごやら家出人を捜せとかそういったものではないらしい。たとえば誘ゆう拐かい事件。誘拐された被ひ害がい者しやの家族から、警けい察さつと並行して依頼を受け、最後にはその警察を出し抜いて事件を解かい決けつしたこともあった──とは本人の談だんだけど、果たしてどこまで信用していいものやら。そういえば影野は時々善ぜん行こーの裁さい判ばんの手伝いをすることがあるが、これも証人を捜せだの犯人候こう補ほを捜せだの、基き本ほんは人捜しだ。

「うーん……」

　その影野がこんな時間にやる仕事。それこそラブホテルを見み張はるとかいうなら分からなくもないが、何しろ影野は浮気調査なんぞしないと断言している。

　あたしの好こう奇き心しんはみるみる強まっていった。これはもう──調べるしかないじゃない。
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　影野は駅やデパート、地下街なんかがある街の中心地へと向かっていた。

　あたしも乙女のたしなみの一つである尾び行こう術じゆつを駆く使ししてその後を追う。善ぜん行こーの事務所にあった〝偉大なる諜ちよう報ほう機き関かん～ＫかーＧげーＢべー大図解～〟という本で最近覚えたのだ。

　その本によると、尾行というものは周囲に人が多く、尾行の対象となる人物に警けい戒かい心しんがなければ、常に適てき度どな距きよ離りを保ち、不自然な行動を取らず、そして運さえよければ誰でも簡単にできるものだという。

　ちょっと必要となる前ぜん提ていが多過ぎるような気はするけど、確かにその通りだとは思う。人の多い街中で誰かに尾行されたとしても、確かにまず気付きようがないだろう。警戒して時々後ろを振り返ったりするなら話は別だが、そもそもこの平和ボケした日本でいちいち尾行を気にして歩くよーなヤツはまずいないだろう。

　それは影野ですら例外ではない。そんなわけで、あたしの尾行は順調に続いた。

　影野はとても仕事に向かっているようには見えなかった。地下にあるショッピングモールへと向かい、本屋によって立ち読みしたり、百円ショップで文房具を買ったり。それはどう見ても仕事ではなく、散さん策さくと呼ぶべき行動だった。

　ちょっとした変化があったのは、影野に騙だまされたかなあ、などとあたしが考え始めた午後八時頃のことだった。また何かメールが届いたらしく、影野が携帯の画面を覗のぞき込んだのだ。

　ちょっと困った事じ態たいになったのは、その直後だった。

　影野は携帯をしまうと、地下街の一角にある公衆トイレへと入ってしまったのだ。

　いくらＫかーＧげーＢべーの特とく殊しゆ技術をマスターしてるあたしでも、さすがに男子トイレの中まで追っていくことはできない。まあここは地下だし、出入り口は一箇か所しよしかないので見失うことはないだろうけど……。

　案あんの定じよう、数分ほどして影野は出てきた。しかし──

「ぷっ」

　思わずあたしは吹き出してしまった。

　影野の格好は一変していた。

　背広にスラックスにネクタイという三つ揃ぞろいのスーツを着込み、しかもメガネをかけて黒い手て提さげカバンまで持っている。馬ま子ごにも衣い装しよう……というのはちょっと違うような気もするけど、その格好はハマり過ぎなほどよく似合っていた。日頃のダメ人間ぶりがウソのような、マジメそうなサラリーマンがそこにいたのだ。とてもじゃないけど、二十代前半には見えない。三十でも通用しそうだ。

　あたしが必死に笑いを堪こらえて尾行していることに気付きもせず、影野は地下街から地上に出た。

　……そういえば、トイレに入るまではあいつは手ぶらだったはず。どこから服やカバンを持ち出してきたのだろうか？　まあどうでもいいけど。

　次に影野が向かったのは、ビルの立ち並ぶオフィス街だった。

　時じ刻こくは午後八時過ぎ。昼間は賑にぎやかだったであろうこのオフィス街も、この時間になるとさすがに人通りが少ない。それでも不景気なご時じ世せいのせいだろう、この時間までの残業も珍めずらしくないのか、ビルから出てくる人の姿はひっきりなしに見かけることができた。

　ここに至いたって、とうとう影野はその格好だけではなく、行動までもがおかしくなってきた。

　そこいらにあるビルの陰かげに隠れてタバコを吸すい始めると、まるで誰かを待っているかのように道行く人々の顔を眺ながめているのである。こら、吸すい殻がらを捨てるんじゃない。

　そんな影野の様子を、あたしは自動販売機の隣に置いてあった高さ一メートルぐらいの空き缶入れの陰に隠れて窺うかがう。あたしの技術をもってすれば、この程てい度どの潜せん伏ぷくは簡単だ。小さい頃は〝かくれんぼ伊い予よちゃん〟の二つ名で呼ばれていたほどである。

　それからさらに数分後。

　影野が突然ビルの陰から飛び出した。そして向こうからやってくるある男の傍かたわらへとすっと近づいて行く。なんだかよく分からないけど、とにかく影野のお目当ての何者かがやってきたのだろうとあたしは悟さとった。

　私服の男だ。年齢は三十代後半といったところだろうか。体つきはスポーツマンタイプでがっしりとしている。ただし、顔色と機き嫌げんはあまりよくないようだった。

「すいません、ちょっとよろしいですか？」

　影野はおもむろに話しかけた。

　むむ。距離があるせいか、ちょっと聞き取り辛づらい。

　仕方がない。幸い影野はあたしに背を向けている状じよう態たいである。あたしは空き缶入れを両腕で抱かかえ、身を隠す盾たてとすると、慎しん重ちように影野との距離を詰めていった。本当ならダンボールでもかぶって接近する方が効こう果か的てきなのだが、贅ぜい沢たくは言ってられない。

　あたしの完かん璧ぺきな潜伏技術が功こうを奏そうし、影野はもちろん道行く人々でさえ誰一人としてあたしに気付いている様子がない。誰もあたしの方を見ないし、それどころかあたしを避けるようにして歩いているようにさえ見える。

　格かく闘とう技ぎの達人は、その燃えたぎる闘とう気きだけで人を寄せ付けないという。潜伏技術を極きわめた今のあたしもまさにそんな状態にあるのだろう。

「……私、ですか？」

　影野が呼び止めた男の声が聞こえてくる。こんな夜中に影野みたいな怪あやしい輩やからに突然話しかけられたというのに、よくもまあ足を止める気になったものだ。やはり影野をマジメサラリーマンに変身させているあのメガネのせいだろうか。

「私はこういう者でして」

　影野はそう言って何かを差し出した。

　それが何なのかはよく見えなかったが、予想はつく。どうせ偽ぎ造ぞうした名めい刺しか何かだろう。

　案の定、その男は影野から何かを受け取ると、警戒感を減げん少しようさせていた。

「ヒューマンスカウトカンパニーの渡わた辺なべさん……ですか？」

「はい。大変不ぶ躾しつけで恐きよう縮しゆくですが、我わが社のことはご存ぞん知じでしょうか？」

「確か、ヘッドハンティングなんかをやってる会社でしたっけ……？」

「ええ、その通りです」

　渡辺を名乗っているらしい影野は臆おく面めんなく肯こう定ていしてみせた。

　その社名はあたしも聞いたことがある。人材がどーのこーの、今の職しよく場ばが気に食わなければ是ぜ非ひお電話を、などとテレビでよくＣＭを流してる会社だ。背広を着た人間に名刺を出されるだけで簡かん単たんに騙だまされてしまうのは日本人の悪いクセである。

「ご存知だとは思いますが、近年は高い技術を持ったシステムエンジニアが非常に不足しておりまして。大変失礼なことだとは存じておりますが、我が社では山岡さんのことを調査させてもらっていたのです」

「はあ」

　その山岡というらしい男は気の無ない返事をしたが、それほど満まん更ざらでもない様子だった。ヘッドハンティング──優秀な人材の引き抜きのことである。その対象に自分が選ばれたと知れば、そう悪い気はしないのだろう。

　そしてシステムエンジニア。聞いたことはある。コンピューターをいじくることが専門の技術者のことだ。

「山岡さんが優秀なシステムエンジニアであるということは我々も聞き及およんでおります。今の時代、山岡さんのような方でしたらどこの会社からでも引く手あまたなんですよ。

　それでですね、いきなりこういったことを申し上げるのは失礼に当たるかもしれませんが……。山岡さんは今の会社に何か不満は持っていらっしゃいませんか？」

「はあ。いえ、まあ無いと言ったらウソになりますが……」

　山岡はすっかり影野の話を聞く態たい勢せいになっていた。

「もうこんな時間ですが、明日は土曜日ですし、もしお時間がよろしいようでしたらどこかの店にでも入りませんか？　是ぜ非ひ一杯おごらせて下さい。いえ、ヘッドハンティングの話はもちろんですが、システムエンジニアという仕事をしている方とは以前からお話をしたいと思ってまして」

　影野の唐突な提案。いきなり会ったばかりの見知らぬ男と酒を飲めというのだ。当然ながら山岡とかいう男も最初は渋しぶっていたが、影野が見かけだけの誠せい意いを見せて説得を続けた結果、やがてあっさりと折れてしまった。やはり三つ揃ぞろいのスーツと名刺のセットは強きよう烈れつだ。

　あたしも空き缶入れを置くと、慌あわてて尾行を再開する。

　しかし、これは少しまずいことになった。

　話からして、影野達が向かうのは居い酒ざか屋やか何かだろう。それはちょっと困る。確かにあたしは大人っぽいけど、さすがに酒が飲める年ねん齢れいに見えるほど老けてはいないのだから。

　まあ仕方がない。こんな時こそいつもカバンに忍ばせている乙おと女めの必ひつ需じゆ品ひんが役に立つのだ。

　カバンからソレを取り出す。サイズは親指ぐらい。真っ黒く塗と装そうされている四角形の物体。ただ、一面にだけびっしりと小さな穴がついてる。

　現代の乙女の必需品──盗とう聴ちよう器きである。

　ちょっと……いや、かなり高かった。将しよう来らいのために溜ため込んでいる革かく命めい資し金きんに手を出さねばならないほどだった。

　それでもあたしの魅み力りよくで店員をたらしこんでかなり負けさせたし、なによりその分性せい能のうは折り紙つきで、五十メートル離はなれた屋内であってもかなりよく聞こえる。欠点は電池があまり持たないことぐらいだ。

　さて、問題はどう仕掛けるかだけど、もうここまでくればあんまり悩なやむ必要はなかった。よく分からないけど、とにかく影野はあの山岡って男に何かよからぬことをしようとしている。となれば、もしここであたしが影野に見つかるようなことがあっても、「クソガキ！　こんなところで何してやがる！」なんて口が裂さけても言えないだろう。知らんぷりするしかないのだ。

　というわけで、あたしは気配を消しつつも堂々と影野に後ろから近づいた。影野は山岡に何か世せ間けん話ばなしをしており、あたしに気付く様子はまったくない。すかさずそのスキを突き、影野の持つ手提げカバンの隙すき間まに盗聴器を放り込む。

「ん？」

　影野が後ろを振ふり返る気配がした。だけどその頃には、あたしはさっさと背を向けて逃げ出していた。

　腐くさっても探偵を自じ称しようしている影野のことである、恐らくあたしに気付いただろう。しかし、あたしに気を取られていられる状況ではないらしく、追ってくることも声をかけてくることもなかった。

「どうかしましたか？」

「いえ、何でもありませんよ」

　そんな会話が聞こえてくる。まさにあたしの予想通りである。この分なら、盗聴器に気付くこともないだろう……。




　　　　◆




　思ったとおり、二人は全国チェーンの居酒屋へと入ってしまった。

　あたしは仕掛けた盗聴器から会話を聞くため、その居酒屋のすぐ近くにある駐ちゆう車しや場じようへと潜んだ。

　夜の駐車場ほど人ひと気けのないところはない。誰か来ても隠れるところはたくさんあるし。

　カバンからトランシーバーのような形をした受信機を取り出す。アンテナを伸ばし、イヤホンを耳に装そう着ちやく。スイッチをＯＮにすると、たちまち店の喧けん騒そうが聞こえてきた。まったく、大人ってヤツはどうして酒を飲むとああもうるさくなるのだろう。

　雑ざつ音おん交じりだったが、影野の声も聞こえてきた。

　うちの会社を経けい由ゆしてヘッドハンティングされていった人々が、いかに人生の成功者となっていったかなどというでまかせをそれらしく語っている。

　ちょっと影野に殺意が湧わいた。なんてヤツだろう。資し本ほん主しゆ義ぎ社会における人生の成功者──それはただひたすら金のみを追い求める人生の堕だ落らく者しやと同どう義ぎではないか。偉大なる先人達が提てい唱しようしてきた夢の理り想そう、共産主義の理り念ねんに真っ向から対立するものでもある。まったく、いつか説とき伏ふせてやらないと……。

　そんなあたしの怒りを知ることなく、次に影野は「山岡さんの職しよく場ばはどのようなところなのでしょうか？」なんて質問をしていた。

　それに対して山岡は、最初は差し障さわりのないことしか言ってなかったが、酒が入るにつれ、段だん々だんと愚ぐ痴ちが多くなっていった。やれ上層部の要よう求きゆうは無む茶ちや苦く茶ちやだ、やれ部下の半分は使えないやつらばっかりだ、最近の若い連中は特にダメだ、一番許せないのは給料だ、自分は十五年以上のキャリアがある上に朝から深夜まで働いている、それなのになんで月三十万しか出さないんだ、などなど……。

『なるほど。やっぱり職場の不満というのは尽きないもんなんですねえ』

　影野がさも同情した風を装よそおいながら言った。ビールでも注ついでいるのか、ジョボジョボという音が聞こえる。

『ええ。さすがにこんな生活がずっと続くと、気も重くなりますよ……』

『そうですか。では是非当社のヘッドハンティングの話を前向きに考えて頂いただくわけにはいかないでしょうか？　きっと今よりは改かい善ぜんされた待たい遇ぐうをお約束できると思うんですが』

『そうしたいのは山々なんですけどねえ……。今やってるプロジェクトを終わらせない限り、他の会社には移らないという契けい約やくをさせられてますし……』

『はあ、そんな契約があるんですか。それは弱りましたねぇ』

『あ、それでも今のプロジェクトも半年ほどで終わるはずですから。そうしたら是非お世せ話わになりたいと思ってるんですが』

　影野が残ざん念ねんそうにしているのが気にかかったのか、山岡は言い繕つくろうように言った。

『なるほど。ではもしその時にまだ会社にご不満があるようでしたら、いつでもご連絡下さい。再就しゆう職しよくする折には絶ぜつ対たいに不自由させませんので』

　よく言う。毎日真っ昼間から堂々と寝ている人間が他人の職の世話などできるはずがない。

　どうでもいいけど、普ふ段だんはあのすかした態たい度どを崩くずさない影野にこんな演えん技ぎができるとはちょっと意外である。

　それからしばらくはどうでもいいような世間話や愚痴が続いていた。聞いている感じでは、山岡はかなり酔よいが回ってきているようだった。

『あ、そうだ』

　頃ころ合あいを見計らい、影野は突然思い出したように言った。

『山岡さんはその……システムエンジニアの、それもチーフを務つとめてらっしゃるんですよね？』

『ええ、まあそうですが』

『これはここだけの話にしておいてもらいたいのですが──』

　影野の声が突然小さくなった。一いつ瞬しゆん盗聴器の電池切れかと思ったけど、違った。

　どうやら何か小声で話してるようだ。受信機のボリュームを上げると、すぐにまた影野の声が聞こえてくる。

『山岡さん、お金は欲しくありませんか？』

『……は？』

　山岡は素すっ頓とん狂きような返事をした。

『そりゃまあ、欲しくないといったらウソになりますが……』

『そうですよね。山岡さんは会社のために無茶な命令をこなして朝から晩ばんまで働いていらっしゃる。にも拘かかわらず、月にたった三十万ほどしかもらっていない。これはいくらなんでも不当というものですよ。あなたほどの方でしたら、もっともらう権利があります。

　どうですか、あなたの名前を出すことなく、今の職場でもっとお金を稼かせぐことができる方法があるんですが』

『……どういうことですか？』

　いよいよ怪あやしくなってきた……。ほんとにどういうことだろう。

『たとえば……一いつ般ぱんには知られていない携帯電話の機能には、ある筋すじでは大変な価値があるんですよ。ご存ぞん知じですよね？　着信制せい御ぎよチャネルを使った居い場ば所しよの特定のこととか』

「……うん？」

　何のことを言ってるんだかさっぱりわけが分からない。

『……おっしゃることは分からなくもないですが。つまり、その機能を提てい供きようすれば、お金になると……？』

　だけど、山岡という男にとってはそうでもなかったらしい。

『ええ、そうです。チーフをお務つとめになられている山岡さんでしたら、他の人に知られることなくそういったことも出来るのではありませんか？　もちろん、山岡さんにご迷めい惑わくをかけるようなことはしません。その機能を使いたいと言っているのは、秘ひ密みつの守れる探偵ぐらいですし』

『し、しかしそれは……会社を裏切れということですよね？』

『ええ、平たく言えばそうなります。ですが何も個人情報や機き密みつ情報を流せというわけではないんです。着信制せい御ぎよチャネルの機能を少々私的に使ったところで、誰が迷惑を被こうむるというんですか？』

『そ、それはそうですが……』

　山岡は押し黙だまった。

　ふむ。よく分からない単語がいくつかあったが、資本主義世界の機き微びを知っているあたしにはなんとなく影野の言っていることが分かった。

　ようするに影野は、システムエンジニアで重要な地位にいるらしい山岡に、自分の立場を利用して何かの機能を提供しろ、私服をこやせと言っているのだろう。これが影野の目的なのだろうか？

　山岡は、会社を裏切るというイメージがあるためか、随ずい分ぶんと渋っている様子だった。それはそうだろう。内部からの情報流出だとか、最近随分話題になっている。よく分からないけど、それって〝業ぎよー務む上じよー横おー領りよー〟とかいう犯罪のはずだ。

　にも拘わらず、即そく座ざに拒否しようとはしてない。つまり、それなりに脈みやくはあるということだろうか。

『……具ぐ体たい的てきに、いくらぐらいもらえるんですか？』

　とうとう山岡はそんなことを言った。

『まあ一回のご助じよ力りよくにつき、六桁けたぐらいはお約束できると思いますよ』

『ろ、六桁ですか!?』

『ええ、六桁。最低でも十万以上ということになりますね。いかがでしょう？』

『…………』

　押し黙る。だが、少なくともわざわざ値ね段だんを聞きにいった時点で、無む下げに断ことわるつもりがないことは明白だった。あの男の協力を取り付けて影野が何をしようとしているのかはよく分からないけど、少なくともその目もく論ろ見みがうまくいったのだということはなんとなく分かる。

『では、もしその気がありましたらいつでもこの地図の場所に来て下さい。お渡しした名刺をその店の主人に渡せば、すべての段だん取どりをつけてくれることになっていますから』

　影野がそんなことを言った。地図か何かを渡しているのだろう、紙と紙が擦こすれあうような、パサリという音が聞こえた。




　それからの会話には、特に大したものはなかった。盗聴器の電池も切れてしまい、これ以上ここにいても意味が無いと悟さとったあたしは、家に帰る準じゆん備びを始めた。

　むう。これが影野の言う仕事なのだろーか。やってることはなんとなく分かる。とにかく誰かを買収して悪いことをさせようとしているのだろう。だけど、具体的に一体何を目的としているのかが分からない。〝着信制御チャネル〟とかいう聞き慣なれない単語に意味があるんだろうとは思うんだけど……。

「……よぉし」

　あたしは決心した。幸いなことに、明日は土曜日で学校はお休みである。あたしの完かん璧ぺきな尾行のことをばらすのはちょっと惜おしいけど、影野を問い詰つめてみることにしよう──。




　　　　◆




　しかし。

　翌よく日じつの展開は、あたしが思ってもいないことばかりだった。

　あたしは善ぜん行こーが渋い顔をするのを無む視しして、午前九時頃から山鹿法律事務所のソファを占せん領りようしていた。

　そこへ眠そうな顔をした影野がやってきて、

「おい、クソガキ。これお前のだろ」

　右手に持った黒い小さな物体を掲かかげて見せたのだ。

「うっ!?」

　それは、昨日影野のカバンに放り込んだ盗聴器だった。……しまった、すっかり回収のこと忘れてた。

　あたしは必死に動どう揺ようを隠しつつ、

「そ、それが何よ？　そんなのあたし知らないわよ」

「ほー、そうか。じゃあ捨ててもいいんだな。見たところそれなりの高級品だ。ガキに持たすのもどうかとは思うが、捨てるのも勿もつ体たいないとは思うんだがな」

「うっ……」

　まさにその通りだ。中学生のあたしにとって、ウン万円もしたあの乙女の必需品を手放すのは痛すぎる。

「わ、分かったわよ、確かにそれはあたしのだわ。で、でも変ね、なんであんたが持ってるのかしら？」

　それでもなんとか知らんぷりを装ってみる。

　だけど、影野の返答はまたまた予想外なものだった。

「お前、昨日俺のこと尾行してただろ」

「ええっ!?　な、なんであんたがそのこと知ってるのよ！　あたしの尾行は完かん璧ぺきだったはずなのに！」

「アホかお前は。夜のオフィス街で制服着たガキがゴミ箱抱だいてりゃ誰でも気付くぜ。ま、通行人は見なかったフリをしてたがな」

　……しまった。制服という格好がまずかったらしい。オフィス街という場所も悪かったのだろう。これが渋谷辺りだったら、制服姿の美少女が夜中にゴミ箱を抱えて歩いてても絶ぜつ対たいに目立つことなんてないのに！

「ったく、人のカバンにこんなもんまで放り込みやがって……。犯人がお前と分かってなかったらとっくに握りつぶしてたぜ、こんなもん」

　盗聴器を放り投げる。あたしは慌あわててそれを受け取った。

　むう、なにげに計り知れないヤツである。昨さく晩ばんはまったくあたしの尾行に気付いてる様子なんてなかったのに……。

「それで？　夜中に尾行して盗聴器まで仕掛けたお前の目的は何なんだ？　まさかお前が他の探偵事務所のスパイになったとも思えんしな」

「べ、別に大したことじゃないわ。あんたが夜中にするってゆー仕事がどんなものなのか気になったのよ。それだけ」

「ほう。お前が俺の仕事にそこまで興味を持ってるなんて意外だな」

　もうこうなってしまっては開き直るしかなかった。

「そりゃそうよ、探偵なんて変な仕事してるヤツ、滅めつ多たにいないんだから。それより教えてよ、昨日あんたあの山岡って男に何頼たのんでたのよ!?」

「教える義ぎ務むはないな。企き業ぎよう秘ひ密みつだ」

「むぅ」

　こういう妙みようにケチなところは善ぜん行こーそっくりである。

「いいじゃない、それぐらい教えてくれたって！　大だい丈じよう夫ぶ、絶ぜつ対たい誰にも言ったりしないから！　いーい、教えてくれないと後でひどいことになるわよ！　今度あんたが昼寝したら、顔に口ひげとぐるぐる渦うず巻まき描かいちゃうわよ！　それも油性でね！」

　一気にまくし立てる。

　影野は最初イヤそうな顔をしていたが、ついにはため息を吐ついて頷いた。

「仕方ねえな……。これ以上安眠を妨さまたげられるのはゴメンだし……」

「よしっ、そうこなくっちゃ！」

　こういう諦あきらめが早いところも善ぜん行こーに似ている。

「ただし、だ。もう二度と俺の尾行なんてするなよ。今度そんなことしやがったら、家出少女だっつって交番にでも突き出してやるからな」

「分かったわ、もう二度としないから。だからさっさと教えてよ」

　言うは易やすしとはよく言ったものである。

「……ったく……」

　影野は渋りながらも語りだした。

「あの山岡って男は、今度携帯電話事業に参入する大手の会社に勤つとめててな──」




　影野の話を要よう約やくすると、こういうことだった。

　山岡という男は、早い話が携帯電話の管かん理りをするシステムを作るチームのチーフだったらしい。

　携帯電話というやつは、電源がＯＮになっており、通話もしていない状じよう態たいの時は、着信制御チャネルという電波を受信している。……えーと、難むずかしいことはよく分からないけど、よーするに携帯の電源がＯＮになってさえいれば、その携帯電話がどの基き地ち局の近くにあるかが分かる……らしいのだ。

　相手の携帯の番号さえ分かれば、その持ち主がどこにいるかが分かる。それも都道府県はもちろん、市町村、あるいはもっと細かいレベルまで。これはもう探偵にとっては涎よだれを垂れ流したくなるほどの魅み力りよく的てきなシステムなのだという。

　このシステムの特にありがたいところは、電源がＯＮになってさえいればたとえ相手が電話に出なくてもいいという点だ。それこそ相手のカバンの中にでも携帯を放り込んでおけば、簡かん単たんに追つい尾びレーダーになり得るという。……うーん、確かにそういう話を聞かされると凄すごいような気もするけど。

　とはいえ、外部の人間がそんなシステムにたやすく触ふれられるわけがない。たとえ警察であっても、裁判所の命令でもない限り無む理りだろう。

　ところがだ。たとえばそのシステムの設せつ計けい段だん階かいで、意い図と的てきに〝せきゅりてぃ・ほーる〟──ようするに抜け穴ってことらしい──を作っておき、一部の人間が簡単にその機能を利用できるようにしておけば？　山岡という男に金を払うだけで、そういった機能を使えるようになるというわけである。

「そういった手回しをするのが俺の仕事ってわけだ」

「ふ～ん」

　なるほど。ようやくちょっと合が点てんがいってきた。

「なんとなくは分かったけど……。でもそれって、昨日も言ってたけど、ようは会社を裏切れってことよね？　あの山岡って男もそうだったけど、よくそんな話に簡単に乗ってくるわね」

「当たり前だ、そうなるようにちゃんと下調べしてるんだからな。

　いいか、自分の会社に心から忠ちゆう誠せいを捧ささげているようなサラリーマンが果たして何人いると思う？　上司に叱しかられたことのない、あるいは嫌いや味みを言われたことのないサラリーマンなんて存在しねえだろうよ。給料、会社の方ほう針しんや業務体系……誰にだって不満の種はいくらでもある。多少忠誠心があるヤツだって、一年に一日ぐらい不満を抱く日もあるだろう。そういう時は〝もうどうにでもなれ〟なんて思うようになるもんだ。その心にできた小さな隙すき間まを突いて話を持っていくのさ。そうすりゃ昨日みたいにすぐカタがつく」

　そう言われてあたしはハッとなった。

　影野が昨日の夕方受け取っていたメールのことを思い出す。うちの上司の機嫌が悪いという、一見なんでもないようなメール。

「昨日あんたが受け取ってたメールって……そういうことだったの!?」

「ああ、そうだ。ターゲットとなる人物の部下に目をつけて、あの手この手を使って情報を聞き出す。それで〝上司が会社に不満を持っている〟なんて情報が得られれば、即そく座ざに昨夜みたいな話を持ちかけるってわけだ。

　これが俺の日常業ぎよう務むなのさ。こうやって作り上げた人じん脈みやくさえあれば、人捜しに関する大たい抵ていの依い頼らいはたやすく解かい決けつできる。この分野で俺の名が知れ渡っている所以ゆえんはここにあるんだ」

「ふ～ん。結けつ構こうややこしいことやってんのねぇ」

　あたしの率そつ直ちよくな感想に、影野は顔をしかめた。

「おい、そんな言い方しかできねえのか？　少しは尊そん敬けいしろよ。俺ほどの人脈がある探偵なんて、そうはいねえんだぞ？」

「尊敬ねえ……」

　確かにちょっとは見直した。善ぜん行こーの一見無茶な依頼をああも簡単にこなしてるのは、こういった日々の業務の積み重ねがあるからというわけだ。




　それでも、尊そん敬けいするなんてことは無理だった。

　唐とう突とつに、事務所の主たる善ぜん行こーが叫びだしたのだ。

「おい影野！　久々の仕事だ、さっさと起きろ！　四年前に飯をおごってやった貸しを返してもらう時が来たぞ！」

「む……」




　影野はもちろんやる気はなかったが、結局最後には善ぜん行こーに押し切られる形で手伝うことになった。

　つまり、影野のやってる人脈作りなんてものの価値は、食事一回分ぐらいしかないというわけである。

　これでは尊敬なんてできるわけがない。あたしはため息を吐くと、乙女のたしなみにさらなる磨みがきをかけるため、今日読む本を探すのだった。





（影野英治観察記録　完）









　あとがき







　タクティカル・ジャッジメント短編集、いかがでしたでしょうか。




　いきなりでなんですが、筆ひつ者しやはデビュー当時、短編というものが非ひ常じように苦手でした。

　デビューさせて頂いただける以前にも小説らしきものは色々と書いていましたが、そのほとんどはページ数なんぞロクに気にせず書きたいことをつらつらと書いていたものばかりでして、そのためか四十ページ前後という長いようで短い枚数の中でしっかりとオチのついた話を書かなければならない短編は、ヘタすると長編を一つ書くより頭を捻ひねらなければならないほどでした。最近はどうにか耐たい性せいが付いてきたと思いたいところですが……。

　おまけに主人公は弁べん護ご士し。さて一体どんな話にすればいいのやらと、本書前半に掲けい載さいされている短編を書いていた頃ころは、まさに試し行こう錯さく誤ごの繰くり返しでした。

　今回、このような形で短編集を出させて頂く事になり、あらためて加か筆ひつ修しゆう正せいの機き会かいを頂けたので見直したのですが……一年半も前に書いた短編とあらためて向き合うというものは、なんというかとにかく恥はずかしいものです。読んでいて何度も床ゆかに突つっ伏ぷしたくなりました。穴あな掘ほって埋うまりたくなりました。

　もちろん、本書に掲けい載さいさせて頂けた短編はすべて担たん当とうＳ女史はもちろん富士見書房編集部様よりＯＫをもらった作品ですし、ありがたいことに継けい続ぞくして新作の短編を書かせて頂けるぐらいの反はん響きようがあったという話も伺うかがっております。

　ただなんと言いましょうか、昔に書いた文章を見た瞬しゆん間かん、脳のうが問もん答どう無む用ようで拒きよ否ひ反はん応のうを起こすんですよねえ。理り屈くつはありません。なんででしょう。




　どうでもいい前置きはこの辺にしておきまして、本書に載のってる短編の中には少し法ほう律りつ的てきな注ちゆう釈しやくをつけくわえておくべきものもありますので、ここでちょっと個こ別べつにコメントをば……。

　なお、色々とネタバレが入ってますので、どうか読むのは本編を読んだ後にして頂ければ幸いです。







「壊こわれた時計でもうける方法？」




　生まれて初めて書かせて頂いた短編。むちゃくちゃ想おもい出のある短編です。

　富士見書房の二大新人賞、ファンタジア長編小説大賞と富士見ヤングミステリー小説大賞からデビューした場合、月刊ドラゴンマガジン誌で宣せん伝でんもかねた短編を一作掲載することになっておりまして、この短編もそのために執しつ筆ぴつしたものです。

　ちなみに、この年は筆者の同どう期きである「業ごう多た姫ひめ」の時とき海うみ先生や「ぐるぐる渦うず巻きの名探偵」の上田先生の他、同じくファンタジアからデビューなされた三人を加えた計六人の短編が同時に掲載されるという、近年にないひしめきぶりということになり、「戦いはすでに始まってるぞ」という編集部からの思いがひしひしと感じられる状じよう況きようでした。




　しかし。

　何しろ筆者はつい昨日きのうまで趣しゆ味みで小説らしきものを書いていた程てい度どのド素人しろうとです。

　おまけに当時は時給九百円で契けい約やくしても月給が三十万を超こえてしまうというけったいな業界に勤つとめておりまして、時間をひねり出すのがまた大変でした。上じよう司しや同どう僚りようの目を盗ぬすんでこっそり私わたくし事ごとをやっていたのは内ない緒しよです。

　それでまあどうにか四十ページの短編を一つ書いて提てい出しゆつしたものの──これがあっさりとボツを喰くらい、お蔵くら入り。

　その後「いきなり執しつ筆ぴつするのではなくて、とりあえずプロットを三つぐらい提てい出しゆつして下さい」と言われ、ああそりゃそうだなと納なつ得とくしてプロットを三つばかし提出したのですが、これがまた全部ボツを喰らい……。

　これ以後、プロットを提出してはボツを喰らうという流れが数回続き、見かねた担当Ｓ様より「一度編集部で打ち合わせをしましょう」ということとなりました。

　その打ち合わせの席で頂いたアドバイスというのが、

「タクティカルは登場人物の年ねん齢れいが高過ぎるので、もっとインパクトのある、読者に受けるキャラクターを短編用に出しましょう」

　というものでした。

　しかしそこはド素人に毛が生はえた程度の筆者のことです。インパクトと言われてもしっくりきません。

　うーん、インパクトインパクト……なんだそりゃ、わけわからん……と悩なやんだ挙あげ句く、「えーい、じゃあこうしてくれるわ！」と半ば開き直って書き上げたモノこそが、この「壊れた時計でもうける方法？」であり、皐さ月つき伊い予よというキャラの誕たん生じようでした。

　これはさすがに自分でもちょっと極きよく端たんではないか、やり過すぎではないかとも思ったのですが、Ｓ様から頂いた最初の感想はこうでした。

「こういうのを待ってたんですよ！」

　……実じつ話わです。




　ここまで書くとお気づきになられた方もおられるかもしれませんが、タクティカル・ジャッジメントという物語には、当初皐月伊予というキャラクターはいませんでした。

　ところが、この短編の反響は筆者が思っていた以上に良かったそうでして、受賞作第一作──つまりタクティカル一巻を出しゆつ版ぱんするに当たり、

「この皐月ってキャラを入れて全部書き直しましょう！」

　ということになり、今のような形となったわけです。

　当然筆者にとりましては寝ね耳みみに水、「えええええええええ」でした。書き直すにあたって何度頭を抱かかえたか分かりません。

　ところがどっこい、こうして一年半経たって振り返ってみますと、皐月伊予というキャラクターは（意外なほど）人気を持つキャラとしてすっかり定てい着ちやくしてしまいました。

　何より、筆者が苦手だった短編のネタ出しもこのキャラのおかげで何度も救われることとなり、女王Ｓ様の異い名みようを持つ担当Ｓ女史にはすっかり逆さからえなくなってしまったのでありました……。







「チェスで十倍もうける方法？」




　前回の短編の反はん応のうがそこそこ良かったことから、「ドラゴンマガジンの増刊号でファンタジアバトルロイヤルってのがあるんだけど、そこでまた短編載のせてみる？」というお話を頂くことができ、ネタも何もまーったく考えていなかったのですが、とにかく〝仕事はもらえる内が華はな〟ということで、とりあえず「ハイ」と答えた結果、最終的に出来上がった短編がこれです。

　ちなみにファンタジアバトルロイヤルでは、短編を書くにあたって一つコンセプトを与えられるのが通つう例れいとなっています。

　この号では「逆ぎやく転てん」でした。







「借しやつ金きんと浴衣ゆかたでもうける方法？」




　ファンタジアバトルロイヤルに掲載させて頂けた短編第二弾だんです。

　今回のコンセプトは「夏」。

　なお、本文中に

「ギャンブルで作った借金なんてものは、破は産さんの理由にならないことぐらい御ご存ぞん知じでしょう？」

　というセリフがありますが、これは正しくは「ギャンブルで作った借金でも自己破産は出来るが、免めん責せきを受けてチャラにすることができない」となります。

　一いつ般ぱん的てきには「ギャンブルで作った借金では破産できない」という話の方が知られてるそうですのでそのまま書きました。

　免責等につきましては、本書に掲載されてる短編「正しいカードの使い方？」にてもう少し詳くわしく書かれています。







「はじめてのさいばん」




　タクティカル・ジャッジメントというシリーズがちょっとえらいことになってしまった短編です。

　少し話は逸それますが、筆者には短編で一度やってみたいネタがありました。

　それは一行目が「これより裁さい判ばんを始めます」で始まり、最後の行が「ではこれにて閉へい廷てい」で終わる、つまり最初から最後まで全部裁判の短編です。

　ただ、

「裁判は長編で散さん々ざんやってるからダメ」

　というＳ様の言葉もあり、ああ確かにそりゃもっともだぁということになって保ほ留りゆうしていたのですが、

「皐月を主人公にするとかならいいよ」

　というＳ様の提てい案あんを元に書き上げたのがこの通称〝学級裁判編〟です。

　これがえらいことになりました。

　これまでのタクティカルの短編といえば、「新作を続けて書かせて頂ける程度の」人気だったのですが、この「はじめてのさいばん」だけは例外で、何をどこでどう間違ったのか、筆者でさえ未いまだに信じられないぐらいのぶっちぎりの人気があったのです。ファンタジアバトルロイヤル誌において、タクティカルはゲストとして短編を掲載させて頂けていたのですが、この「はじめてのさいばん」以い降こうはレギュラー扱あつかいに昇しよう格かくしてしまったほどです……。




　なお、「学級裁判をするとしたら、どんなことを争そう点てんにすればいいと思う？」という筆者の質問に対し、「女子対男子のスパッツ対ブルマで」と答えやがった友人Ｋへ。今のご時じ世せいシャレになりませんので今度から知人Ｋとさせて下さい。







「正しいカードの使い方？」




　提示されたコンセプトは「カード」でした。

　さて。「弁護士とカード」といえば、みなさんはまず何を想そう像ぞうするでしょうか？

　筆者はまずこの疑ぎ問もんを友人知人にぶつけてみました。そして帰ってきた答えは、十人が十人まったく同じ答えだったのです。

「こりゃあもうそれでいくしかない」

　と考えた結けつ果か、書き上がったのがこの短編でした。




　以下、本文より抜ばつ粋すい。




『これは何も法律屋だけでなく、あらゆる専せん門もん家かに言えることだが、専門知識を生なま半はん可かにかじっただけのシロウトにでかいツラをされるのはあまり気持ちのいいことではない。

　法律などその最たる分ぶん野やだろう。テレビを見ているだけで法律の抜け穴などいくらでも見つかるこのご時世、世せ間けんの厳きびしさをロクに知らない青二才どもが適てき当とうにかじっただけで法律家気取りすることはよくある。まあそんな一いち夜や漬づけで覚えた法律知識を行こう使ししたところで、大たい抵ていはロクなことにならないのだが。』




　はい、気をつけます……。




追記：

　この短編では「未み成せい年ねん者しやの契けい約やくは取り消しできる」と書かれていますが、未成年者であっても次の条じよう件けんに当てはまる場合は例外となるそうですので、キャッチセールスなどに引っかかったりした場合はお気をつけ下さい。




一、結婚している場合。

二、法定代だい理り人にん（親とか）から、「お小こ遣づかい」としてもらった金きん額がくで契約した場合。

三、契約時に自分の年ねん齢れいを偽いつわったり、親の同意をもらったなどの噓うそを言った場合。

四、契約した時が満二十歳の二日前であっても、代金を支し払はらったのが満二十歳と一日が経過していた場合。




　なお、この短編を執筆するに当たって、筆者の抱えていた破産に関する数々の疑問を、都内某ぼう無料電話相談所の先生にお答え頂きました。突とつ然ぜんの筆者の不ぶ躾しつけな質問に、一時間もかけて丁てい寧ねいにお教え頂けた同相談所の先生に心よりの御おん礼れいを申し上げます。







「影かげ野の英えー治じ観かん察さつ記き録ろく」




　短編集を出す時は、必ず一つは新しく書き下ろした短編を加えることになっています。当とう然ぜん、この短編集を出すにあたって新作の短編を書くことになったのですが、そこはそれ短編の苦手な筆者です。

「文庫に載せる書き下ろしだから、何書いてもいいよ」

　というありがたいお言葉をＳ様より賜たまわっていたのですが、相変わらずなかなかネタが浮かびません。

　挙あげ句くに思いついたネタはこんなのでした。

「ちょっと外伝的に、こんなのはどうでしょう。〝武ぶ官かん弁護士山やま鹿しか〟──」

「ダメです」

　即そく答とうでした。

「じゃあ〝ロウヤーズ！〟ってのはどうでしょう」

「……なんですかそれ？」

「もしくは〝ロウヤーズすぺしゃる〟でもいいんですけど。とりあえず主人公の口くち癖ぐせは〝悪人に人じん権けんはない〟で」

「ダメです」

　即答でした。




　結局できあがったのがこの短編です……。とにかく面おも白しろいと感じて頂ければ幸いです……。




　ちなみに、ソビエト連れん邦ぽうの昔の国歌である「インターナショナル」ですが、調べてみるとこれがやたらと歌か詞しがかっこいいです。半世紀以上も前の海外の国歌とはいえ、歌詞の引いん用ようというものは色々と確認しなければならない制約があるのでここには書けませんが、興きよう味みがありましたら是ぜ非ひ検けん索さくして見て下さい。







　では最後になりましたが、ここで謝しや辞じを。

　担当Ｓ様、そしてドラゴンマガジンとファンタジアバトルロイヤル両誌の編集長には短編を載のせて頂く度たびに色々とお世せ話わになりました。ここで謹つつしんで御礼を申し上げます。

　また、筆者は短編のネタに困ると、いつもインターネットのインスタントメッセンジャーでオンラインの知り合いに片かたっ端ぱしから次のようなメッセージを送りつけるという悪あく癖へきがあります。

『なんかネタねーかい？　今度飯めしおごるからさあ』

　それも平日の深夜零れい時じとか午前一時とかに……。

　筆者のメッセンジャーに登とう録ろくされてしまっている皆様に、ここで謹んで御礼申し上げます。だから無む視しリストには入れないでね……。特に緋ひ呂ろ河かわ先生……。




「タクティカル・ジャッジメント第五巻～旅情編（仮）～」は九月頃発売される予定です。是ぜ非ひまた皆様にお目にかかれることを心よりお祈いのりしております。

　それでは。







追伸：

　本書のタイトルに付いている「ＳＳ」ですが、これが何の略りやくかと申しますと、まあ読者の皆様もすでに大体見けん当とうはついておられると思いますが、「スーパーサディスト」の略でございます。

　……ええ、誰かに止められない限りは確かく定ていです。

　もちろん、半世紀ほど前に存そん在ざいした某帝てい国こくの親しん衛えい隊たいや、某Ｓ社の傑けつ作さく家庭用ゲームマシンとはまったく関係ありませんので悪あしからず。
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